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○
「
固
定

資
産

の
評

価
の

基
準
並
び
に

評
価
の

実
施
の
方

法
及
び

手
続
」

と
し

て
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
で
あ
る

「
価

格
」

を
求

め
る
た
め
の

具
体
的

な
手
法
を

総
務
大

臣
が
定

め
、

告
示

す
る

。

○
市
町
村

長
は

、
固

定
資

産
税
に
お
け

る
固
定

資
産
（
土

地
、
家

屋
及
び

償
却

資
産

）
の

価
格

の
決

定
に

当
た
っ

て
は

、
こ

の
固

定
資
産
評
価

基
準
に

よ
ら
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

も
の

と
さ

れ
て

い
る

。

【
参

考
判
例
】
最
高
裁

昭
和
61
年
12
月
1
1日

判
決

（
地
方
税

法
第

38
8条

第
１

項
、

第
40
3条

第
１

項
）

（
１
）
評

価
基

準

（
２
）

固
定

資
産

税
に

お
け

る
家
屋
の

意
義

家
屋
と
は

、
住

家
、

店
舗

、
工
場

(発
電

所
及
び

変
電
所
を

含
む
。

)、
倉

庫
そ

の
他

の
建

物
を

い
う

。
（

地
方

税
法

第
34
1条

第
３

号
）

家
屋
と
は
不
動
産
登

記
法

の
建

物
と
そ
の

意
義

を
同

じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
登
記
簿
に
登

記
さ
れ
る
べ
き

建
物
を

い
う

も
の

で
あ
る
こ

と
。

（
地
方
税
法

の
施

行
に

関
す
る
取

扱
い

に
つ

い
て
（
市

町
村
税
関
係
）
第
３
章
第
１
節
第
１
二
）

建
物
は
、
屋
根
及
び
周
壁

又
は
こ

れ
ら
に
類

す
る

も
の

を
有
し
、

土
地

に
定
着
し
た
建
造
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
と

す
る
用
途
に
供
し
得
る
状
態

に
あ

る
も
の
で

な
け

れ
ば

な
ら
な
い

。
（

不
動
産
登
記
規
則
第
11
1条

）

「
登

記
簿
に
登
記
さ
れ
る
べ
き
建

物
」
と
は

【
家

屋
の
要
件
の
判
定
】

ア
外
気
分
断
性

イ
土
地
へ
の
定
着
性

ウ
用
途
性

※
家
屋
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
も
の
の
例

・
ガ
ス
タ
ン
ク
、
石
油
タ
ン
ク
又
は
給
水
タ
ン
ク

・
機
械
上
に
建
設
し
た
建
造
物
（
地
上
に
基
脚
を
有
し
、
又
は
支
柱
を
施
し
た
も
の
を
除
く
。
）

・
浮
船
を
利
用
し
た
も
の
（
固
定
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

等

【
参

考
判
例
】
最
高
裁

昭
和
59
年
12
月
７
日
判
決

１
固
定
資
産
評
価
基
準
の
意
義

－233－



【
参
考

判
例
】

最
高
裁

平
成
15
年
６
月
26
日
判
決

価
格

適
正

な
時

価
正

常
な
条

件
の
下
に

お
い

て
成

立
す

る
取

引
価

格
＝

＝

（
１
）

家
屋

の
価

格
（

地
方

税
法

第
34
1条

第
５

号
）

（
２
）
家

屋
の

評
価

方
法

（
評

価
基

準
第

２
章

）

㋐
再
建
築

価
格

方
式

の
採

用

再
建
築

価
格

を
基

準
と

し
て
評
価
す

る
方
法

（
再
建
築

価
格
方

式
）
を

採
用

※
再
建
築
価
格
方
式
は
、
現
行
評
価
基
準
の
制
定
の
た
め
設
置
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
制
度
調
査
会
（
総
理
大
臣

の
諮
問
機
関
、
昭
和
3
4年

～
3
6年

）
の
答
申
に
お
い
て
、
最
も
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
評
価
方
法


再
建
築
価
格
を
基
準
と

す
る

方
法

・
・
・
・

再
建

築
価

格
は
家
屋

の
価

格
の
構
成
要
素
と
し
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の

評
価
の
方

式
化

も
比

較
的
容
易
で
あ
る
た
め
採
用


取
得
価
格
を
基
準
と
す

る
方

法
・

・
・
・
・

取
得

の
際

の
個
別
的

な
事

情
に
よ
る
偏
差
が
あ
る
た
め
不
採
用


賃
貸
料
等
の
収
益
を
基

準
と

す
る

方
法
・
・

種
々

の
事

情
に
よ
り

甚
だ

し
い
格
差
が
あ
る
た
め
不
採
用


売
買
実
例
価
格
を
基
準

と
す

る
方

法
・
・
・

個
別

的
な

事
情
に
よ

る
偏

差
や
、
一
般
的
に
家
屋
は
土
地
と
一
体
的
に
取

引
さ

れ
る
こ
と

か
ら

、
家

屋
の
部
分
を
分
離
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
等

に
よ
り
不

採
用

＜
検

討
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
方
法
＞

２
家
屋
の
評
価
①

伝
統
的
建
物
の
復
元
の
よ

う
に

構
法
、
施

工
法

、
使

用
資
材
等

の
全

て
が
完
全
に
同
一
の
も
の
を
い
う
も
の
で
は
な

く
、
評
価
時
点
に
お
い
て
家

屋
の

構
造
、
規

模
、

形
態

、
機
能
等

が
同

一
で
あ
り
、
当
該
家
屋
を
構
成
し
て
い
る
資
材

と
そ
の
量
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ

る
も

の
を
い
い

、
一

般
的

な
構
法
等

の
中

か
ら
当
該
家
屋
と
同
様
の
も
の
を
当
て
は
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
同
一
の
も

の
」

と
さ
れ
て

い
る

。

建
築
技
術

の
革
新
、

社
会

的
、

経
済
的
状

況
の

変
化

に
よ
り
、
家
屋
の
構
法
、
施
工
法
、
使
用
資
材
等

も
常
に
変
化
す

る
た
め

、
新

築
当

時
一
般
的

で
あ

っ
た

資
材
が
、
現
在
は
入
手
し
に
く
い
高
価
な
も
の
で

あ
っ
た
り
、
生

産
さ
れ

な
く

な
っ

て
市
場
に

な
い

も
の

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
復
元
の
よ
う
な
考

え
方
で
は
適
正

な
評
価

が
な

さ
れ

な
く
な
る

た
め

。

再
建

築
価

格
と

は
、

評
価
の

対
象
と
な

っ
た
家

屋
と
同
一

の
も
の

を
、

評
価

の
時

点
に

お
い

て
そ

の
場

所
に

新
築
す

る
も

の
と

し
た

場
合
に
必
要

と
さ
れ

る
建
築
費

(再
建
築
費

)を
い

う
。

【
参

考
判
例
】

最
高

裁
平

成
15
年

７
月

18
日

判
決
、
福
岡
地
裁

平
成
２
年

11
月
６
日
判
決

「
同

一
の
も
の
」
と
は

㋑
再
建

築
価

格

２
家
屋
の
評
価
②
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【
参
考

判
例
】

最
高
裁

平
成
15
年
６
月
26
日
判
決

価
格

適
正

な
時

価
正

常
な
条

件
の
下
に

お
い

て
成

立
す

る
取

引
価

格
＝

＝

（
１
）

家
屋

の
価

格
（

地
方

税
法

第
34
1条

第
５

号
）

（
２
）
家

屋
の

評
価

方
法

（
評

価
基

準
第

２
章

）

㋐
再
建
築

価
格

方
式

の
採

用

再
建
築

価
格

を
基

準
と

し
て
評
価
す

る
方
法

（
再
建
築

価
格
方

式
）
を

採
用

※
再
建
築
価
格
方
式
は
、
現
行
評
価
基
準
の
制
定
の
た
め
設
置
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
制
度
調
査
会
（
総
理
大
臣

の
諮
問
機
関
、
昭
和
3
4年

～
3
6年

）
の
答
申
に
お
い
て
、
最
も
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
評
価
方
法


再
建
築
価
格
を
基
準
と

す
る

方
法

・
・
・
・

再
建

築
価

格
は
家
屋

の
価

格
の
構
成
要
素
と
し
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の

評
価
の
方

式
化

も
比

較
的
容
易
で
あ
る
た
め
採
用


取
得
価
格
を
基
準
と
す

る
方

法
・

・
・
・
・

取
得

の
際

の
個
別
的

な
事

情
に
よ
る
偏
差
が
あ
る
た
め
不
採
用


賃
貸
料
等
の
収
益
を
基

準
と

す
る

方
法
・
・

種
々

の
事

情
に
よ
り

甚
だ

し
い
格
差
が
あ
る
た
め
不
採
用


売
買
実
例
価
格
を
基
準

と
す

る
方

法
・
・
・

個
別

的
な

事
情
に
よ

る
偏

差
や
、
一
般
的
に
家
屋
は
土
地
と
一
体
的
に
取

引
さ

れ
る
こ
と

か
ら

、
家

屋
の
部
分
を
分
離
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
等

に
よ
り
不

採
用

＜
検

討
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
方
法
＞

２
家
屋
の
評
価
①

伝
統
的
建
物
の
復
元
の
よ

う
に

構
法
、
施

工
法

、
使

用
資
材
等

の
全

て
が
完
全
に
同
一
の
も
の
を
い
う
も
の
で
は
な

く
、
評
価
時
点
に
お
い
て
家

屋
の

構
造
、
規

模
、

形
態

、
機
能
等

が
同

一
で
あ
り
、
当
該
家
屋
を
構
成
し
て
い
る
資
材

と
そ
の
量
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ

る
も

の
を
い
い

、
一

般
的

な
構
法
等

の
中

か
ら
当
該
家
屋
と
同
様
の
も
の
を
当
て
は
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
同
一
の
も

の
」

と
さ
れ
て

い
る

。

建
築
技
術
の

革
新
、

社
会

的
、

経
済
的
状

況
の

変
化

に
よ
り
、
家
屋
の
構
法
、
施
工
法
、
使
用
資
材
等

も
常
に
変
化

す
る
た
め

、
新

築
当

時
一
般
的

で
あ

っ
た

資
材
が
、
現
在
は
入
手
し
に
く
い
高
価
な
も
の
で

あ
っ
た
り
、

生
産
さ
れ

な
く

な
っ

て
市
場
に

な
い

も
の

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
復
元
の
よ
う
な
考

え
方
で
は
適

正
な
評
価

が
な

さ
れ

な
く
な
る

た
め

。

再
建

築
価

格
と

は
、

評
価
の

対
象
と
な

っ
た
家

屋
と
同
一

の
も
の

を
、

評
価

の
時

点
に

お
い

て
そ

の
場

所
に

新
築
す

る
も

の
と

し
た

場
合
に
必
要

と
さ
れ

る
建
築
費

(再
建
築
費

)を
い

う
。

【
参

考
判
例
】

最
高

裁
平

成
15
年

７
月

18
日

判
決
、
福
岡
地
裁

平
成
２
年

11
月
６
日
判
決

「
同

一
の
も
の
」
と
は

㋑
再
建

築
価

格

２
家
屋
の
評
価
②

－234－ －235－



資
材

費

建 築 費

再 建 築 費

労
務

費

（ 評 点 数 に 含 ま れ る も の ）

〈 東 京 都 特 別 区 〉

工 事 原 価

設
 計

 監
 理

 費

一
 般

 管
 理

 費

利
潤

等

（ 評 点 数 に 含 ま れ て い な い も の ）

工 事 原 価 に 含 ま れ て い な い も の

再
建

築
費

評
点

数

物
価

水
準

に
よ

る
補

正
率

設
計
管
理
費
等
に
よ
る

補
正

率

区 域 と の 物 価 差

東 京 都 特 別 区 の

（
評

価
基

準
）

㋒
建
築

費
と

固
定

資
産

評
価

基
準
に
お

け
る
再

建
築
費
の

関
係

２
家
屋
の
評
価
③

㋐
固
定
資
産
評
価
員
又
は
固
定

資
産
評
価

補
助

員
は

、
実
地
調

査
に

基
づ

い
て
評
価
を
行
い
、
固
定
資
産
評
価
員
は
、
そ

の
結
果
に
基
づ
き
評
価
調
書
を

作
成
し
、

市
町

村
長

に
提
出
。

㋑
市
町
村
長
は
、
評
価
調
書
に

基
づ
き
、

毎
年

３
月

31
日

ま
で

に
固

定
資

産
の
価
格
等
を
決
定
。

㋒
市
町
村
長
は
、
価
格
等
を
決

定
し
た
場

合
、

直
ち

に
当
該
固

定
資

産
の

価
格
等
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
、
登

録
し
た
旨
を
公
示
。

㋓
市
町
村
長
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に

登
録

さ
れ

た
固
定
資

産
に

係
る

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
、
毎
年
３
月
31
日
ま

で
に
作
成
し
、
所
定
の
期
間
、

当
該
市
町

村
内

に
所

在
す
る
家

屋
に

対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
縦
覧
に
供

す
る
。

＜
フ
ロ
ー
図
＞

（
３
）

評
価

及
び

価
格

の
決

定
ま
で
の

流
れ

（
地
方
税

法
第

40
3条

、
第

4
0
8条

、
第

40
9条

、
第

4
1
0条

第
１

項
、

第
41
1条

、
第

41
5条

、
第

4
1
6条

）

㋒
固
定
資
産
課
税
台
帳
へ
の
登
録

㋓
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
作
成

(
毎
年
３
月
3
1
日
ま
で
)

㋐  実
地

調
査

  
評
価

評
価

調
書
の

作
成

㋑
価

格
等

の
決

定
(
毎
年
３
月
3
1
日
ま
で
)

（
固
定
資
産
評
価
員
）

（
市

町
村
長

）

評
価

基
準

※
㋑

及
び
㋓
に
つ
い
て
、
災
害
そ
の
他

特
別
な

事
情
が
あ

る
場

合
に

お
い
て

は
、
市
町

村
長

は
４
月
１
日
以
後
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
家
屋
の
評
価
④

－236－ －237－



資
材

費

建 築 費

再 建 築 費

労
務

費

（ 評 点 数 に 含 ま れ る も の ）

〈 東 京 都 特 別 区 〉

工 事 原 価

設
 計

 監
 理

 費

一
 般

 管
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 費

利
潤

等

（ 評 点 数 に 含 ま れ て い な い も の ）

工 事 原 価 に 含 ま れ て い な い も の

再
建

築
費

評
点

数

物
価

水
準

に
よ

る
補

正
率

設
計
管
理
費
等
に
よ
る

補
正

率

区 域 と の 物 価 差
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（
評

価
基

準
）
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築
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固
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資
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評
価

基
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お

け
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再
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築
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の

関
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２
家
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評
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③
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資
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又
は
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資
産
評
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補
助
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、
実
地
調

査
に

基
づ

い
て
評
価
を
行
い
、
固
定
資
産
評
価
員
は
、
そ

の
結
果
に
基
づ
き
評
価
調
書
を

作
成
し
、

市
町

村
長

に
提
出
。

㋑
市
町
村
長
は
、
評
価
調
書
に

基
づ
き
、

毎
年

３
月

31
日

ま
で

に
固

定
資

産
の
価
格
等
を
決
定
。

㋒
市
町
村
長
は
、
価
格
等
を
決

定
し
た
場

合
、

直
ち

に
当
該
固

定
資

産
の

価
格
等
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
、
登

録
し
た
旨
を
公
示
。

㋓
市
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は
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資
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税
台
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に

登
録

さ
れ

た
固
定
資

産
に

係
る

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
、
毎
年
３
月
31
日
ま

で
に
作
成
し
、
所
定
の
期
間
、

当
該
市
町

村
内

に
所

在
す
る
家

屋
に

対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
縦
覧
に
供

す
る
。

＜
フ
ロ
ー
図
＞

（
３
）
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価

及
び
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格

の
決

定
ま
で
の

流
れ

（
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税
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40
3条

、
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4
0
8条

、
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40
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、
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4
1
0条
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１

項
、

第
41
1条

、
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41
5条

、
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4
1
6条

）

㋒
固
定
資
産
課
税
台
帳
へ
の
登
録

㋓
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
作
成

(
毎
年
３
月
3
1
日
ま
で
)

㋐  実
地

調
査

  
評
価

評
価

調
書
の

作
成

㋑
価

格
等

の
決

定
(
毎
年
３
月
3
1
日
ま
で
)

（
固
定
資
産
評
価
員
）

（
市

町
村
長

）

評
価

基
準

※
㋑

及
び
㋓
に
つ
い
て
、
災
害
そ
の
他

特
別
な

事
情
が
あ

る
場

合
に

お
い
て

は
、
市
町

村
長

は
４
月
１
日
以
後
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
家
屋
の
評
価
④
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＜
不

動
産

取
得

税
の

課
税
標

準
と
な
る

べ
き
価

格
の
決
定

＞
固

定
資

産
課
税

台
帳
に

固
定
資
産

の
価
格

が
登
録
さ

れ
て

い
る

不
動

産
の

場
合

固
定

資
産
課
税

台
帳
に

価
格
が
登

録
さ
れ

て
い
な
い

不
動

産
の

場
合

そ
の
価
格

に
よ
っ
て

不
動
産

取
得
税
の

課
税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

を
決

定

評
価

基
準

に
よ
っ
て

不
動
産

取
得
税
の

課
税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

を
決

定

固
定

資
産

評
価

員
は
、
評

価
す
る
家

屋
に
つ

い
て
道
府

県
知
事

か
ら

市
町

村
長

に
通

知
さ

れ
た

価
格

が
あ

る
と

き
は

、
そ
の
通

知
に
係
る

価
格
に

基
づ
い
て

評
価

不
動

産
取

得
税

と
固

定
資

産
税
は
と

も
に
土

地
及
び
家

屋
を
課

税
客
体

と
し

、
課

税
標

準
も

そ
の

価
格

（
適

正
な

時
価

）
と

さ
れ
て

い
る
。

→
そ

の
た

め
、

以
下

の
と
お
り

評
価
の

統
一
と
評

価
事
務

の
簡
素

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。

（
４
）

不
動

産
取

得
税

の
価

格
と
の
関

係

道
府

県

市
町

村

（
地
方
税
法
第
7
3
条
の
2
1
、
第
4
0
9
条
第
２
項
、
地
方
税
法
の
施
行
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
市
町
村
税
関
係
）
第
３
章
第
５
節
三
六
）

価
格
そ
の

他
必
要
な

事
項
を

不
動
産
所

在
の
市

町
村

長
に

通
知

協 力 体 制 の 確 立 、 情 報 の 共 有

２
家
屋
の
評
価
⑤

×
評
価
額

＝

評
点

数

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額

×
×

１
円

×
×

再
建
築
費
評
点
数

標
 
 準

評
点
数

×
×

新 増 分

計
算
単
位

の
数
値

基
準
年
度
の

前
年
度
に
お
け
る

再
建
築
費
評
点
数

×
再
建
築
費

評
点
補
正
率

在 来 分
○
木
造
家
屋

 特
別
区
等
８
市

 
1
.0

0
青
森
市
等

37
市

 
0
.9

5
 盛

岡
市
等
２
市

 
0
.9

0

○
非
木
造
家
屋

 
 
  

1.
00
（
全
国
一
律
）

○
木
造
家
屋

 
 1
.0

5（
全
国
一
律
）

 
 ○

非
木
造
家
屋

 
 1
.1

0（
全
国
一
律
）

物
価
水
準
に
よ
る

補
正

率
設
計
管
理
費
等
に
よ
る

補
正

率

需
給
事
情
に
よ

る
減
 点

 補
 正

 率
（

必
要

な
場

合
）

補
正

係
数

○
経
年
減
点
補
正
率
基
準
表

･ 
木
造
家
屋

(別
表
第
９

) 
９
種
類

 
 ･
 
非
木
造
家
屋
(別

表
第

13
) 
10
種
類

 
 ･
 
積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分

 （
別
表
第
９
の
２
）

○
部
分
別
損
耗
減
点
補
正
率
基
準
表
(別

表
第

10
)

○
再
建
築
費
評
点
基
準
表

 ･
 木

造
家
屋

  
(別

表
第
８
)
  
７
種
類

 ･
 非

木
造
家
屋

(別
表
第
1
2)

９
種
類

 ･
 単

位
当
た
り
標
準
評
点
数

(別
表
第
1
2の

２
)

○
木
造
家
屋

1
.1

1

○
非
木
造
家
屋

1
.0

7

（
令

和
６

基
準

年
度

版
）

3
年

間
の

物
価

変
動

天
災

、
火

災
等

に
よ
る

損
耗

の
場

合
は

損
耗

減
点

補
正

率

・
設
計
監
理
費

・
一
般
管
理
費

・
利
潤
等

損
耗
の
状
況
に
よ
る

減
点
補
正
率

東
京
都
に

対
す
る

地
域
的
格
差

経
年

減
点

補
正

率

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
①
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＜
不

動
産

取
得

税
の

課
税
標

準
と
な
る

べ
き
価

格
の
決
定

＞
固

定
資

産
課
税

台
帳
に

固
定
資
産

の
価
格

が
登
録
さ

れ
て

い
る

不
動

産
の

場
合

固
定

資
産
課
税

台
帳
に

価
格
が
登

録
さ
れ

て
い
な
い

不
動

産
の

場
合

そ
の
価
格

に
よ
っ
て

不
動
産

取
得
税
の

課
税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

を
決

定

評
価

基
準

に
よ
っ
て

不
動
産

取
得
税
の

課
税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

を
決

定

固
定

資
産

評
価
員

は
、
評

価
す
る
家

屋
に
つ

い
て
道
府

県
知
事

か
ら

市
町

村
長

に
通

知
さ

れ
た

価
格

が
あ

る
と

き
は
、

そ
の
通

知
に
係
る

価
格
に

基
づ
い
て

評
価

不
動

産
取

得
税

と
固

定
資

産
税
は
と

も
に
土

地
及
び
家

屋
を
課

税
客
体

と
し

、
課

税
標

準
も

そ
の

価
格

（
適

正
な

時
価

）
と

さ
れ
て

い
る
。

→
そ

の
た

め
、

以
下

の
と
お
り

評
価
の

統
一
と
評

価
事
務

の
簡
素

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。

（
４
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不
動

産
取

得
税

の
価

格
と
の
関

係

道
府

県

市
町

村

（
地
方
税
法
第
7
3
条
の
2
1
、
第
4
0
9
条
第
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項
、
地
方
税
法
の
施
行
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
市
町
村
税
関
係
）
第
３
章
第
５
節
三
六
）

価
格
そ
の

他
必
要
な

事
項
を

不
動
産
所

在
の
市

町
村

長
に

通
知

協 力 体 制 の 確 立 、 情 報 の 共 有

２
家
屋
の
評
価
⑤

×
評
価
額

＝

評
点

数

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額

×
×

１
円

×
×

再
建
築
費
評
点
数

標
 
 準

評
点
数

×
×

新 増 分

計
算
単
位

の
数
値

基
準
年
度
の

前
年
度
に
お
け
る

再
建
築
費
評
点
数

×
再
建
築
費

評
点
補
正
率

在 来 分
○
木
造
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等
８
市

 
1
.0

0
青
森
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37
市

 
0
.9

5
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岡
市
等
２
市

 
0
.9

0

○
非
木
造
家
屋

 
 
  

1.
00
（
全
国
一
律
）

○
木
造
家
屋

 
 1
.0

5（
全
国
一
律
）

 
 ○

非
木
造
家
屋

 
 1
.1

0（
全
国
一
律
）

物
価
水
準
に
よ
る

補
正

率
設
計
管
理
費
等
に
よ
る

補
正

率

需
給
事
情
に
よ
る

減
 点

 補
 正

 率
（

必
要

な
場

合
）

補
正

係
数

○
経
年
減
点
補
正
率
基
準
表

･ 
木
造
家
屋

(別
表
第
９

) 
９
種
類

 
 ･
 
非
木
造
家
屋
(別

表
第

13
) 
10
種
類

 
 ･
 
積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分

 （
別
表
第
９
の
２
）

○
部
分
別
損
耗
減
点
補
正
率
基
準
表
(別

表
第

10
)

○
再
建
築
費
評
点
基
準
表

 ･
 木

造
家
屋

  
(別

表
第
８
)
  
７
種
類

 ･
 非

木
造
家
屋

(別
表
第
1
2)

９
種
類

 ･
 単

位
当
た
り
標
準
評
点
数

(別
表
第
1
2の

２
)

○
木
造
家
屋

1
.1

1

○
非
木
造
家
屋

1
.0

7

（
令

和
６

基
準

年
度

版
）

3
年

間
の

物
価

変
動

天
災

、
火

災
等

に
よ
る

損
耗

の
場

合
は

損
耗

減
点

補
正

率

・
設
計
監
理
費

・
一
般
管
理
費

・
利
潤
等

損
耗
の
状
況
に
よ
る

減
点
補
正
率

東
京
都
に

対
す
る

地
域
的
格
差

経
年

減
点

補
正

率

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
①
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（
１
）
新
増
分
家
屋
の
評
価
の
し
く
み

評
価

の
対

象
と

な
っ

た
家

屋
と
同
一

の
も
の

を
、
評
価

の
時
点

に
お
い

て
新

築
す

る
も

の
と

し
た

場
合

に
必

要
な
建

築
費

（
再

建
築

価
格
）
を
、

外
壁
仕

上
、
天
井

仕
上
、

屋
根
仕

上
等

の
部

分
別

に
評

価
し

て
積

み
上

げ
る

こ
と

で
求

め
る

。

上
記
に

よ
り

求
め

た
再

建
築
費
評
点

数
に
損

耗
の
状
況

に
よ
る

減
価
を

行
い

評
価

額
を

求
め

る
。

屋
根
仕
上

＜
例
＞
木

造
戸

建
形

式
住

宅
の
評
価
例

外
壁
仕
上

基
礎

（
家

屋
内

部
）

構
造
部
、

内
壁

仕
上

、
床

仕
上
、

天
井
仕
上

、
建

具
、

建
築

設
備

（
そ
の
他

）
仮

設
工

事
、

そ
の
他
工
事

【
外
壁
仕
上
】
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

 
 
 
 
 
 
9
,
7
7
0
点
×
1
.
1
×
1
0
0
㎡
＝
1
,
0
7
4
,
7
0
0
点

【
内
壁
仕
上
】
ク
ロ
ス
貼

 
 
 
 
 
 
6
,
6
0
0
点
×
1
.
0
×
1
0
0
㎡
＝

6
6
0
,
0
0
0
点

【
天
井
仕
上
】
ク
ロ
ス
天
井

 
 
 
 
 
 
4
,
3
2
0
点
×
1
.
0
×
1
0
0
㎡
＝
 
 
4
3
2
,
0
0
0
点

【
屋
根
仕
上
】
瓦

中
 
 
 
 
 
 
9
,
2
4
0
点
×
0
.
9
×

5
0
㎡
＝
 
 
4
1
5
,
8
0
0
点

・ ・ ・

【
建
築
設
備
】
便
器

洋
式

 
6
4
,
4
0
0
点
×
1
.
0
×
１
個

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

3
1
9
,
2
0
0
点
×
1
.
2
×
１
個

･
・

･
・

･
・
 

 
＝
1
,
9
0
3
,
1
3
0
点

【
そ
の
他
工
事
】

雑
工
事

 
 
 
 
9
,
6
1
6
,
9
7
0
点
×
４
％
×
1
.
0

 
階
段

 
 
2
6
7
,
8
2
0
点
×
1
.
0
×
１
個

･
・

･
・

 
＝
1
,
1
1
4
,
75
0
点

 
 
 
→

部
分
別
の
評
点
数

の
合
計
（
一
棟
の
再
建
築
費
評
点
数
）
1
0
,
7
3
1
,
7
2
0
点

部
分
別
に

評
価
し
て

積
み
上

げ

再
建

築
費
評

点
数

＝
標

準
評

点
数

×
補
正
係
数

×
計
算
単
位

＜
具

体
例

：
延
べ
床

面
積
 1
00
㎡
、
建
床
面
積
 5
0㎡

＞

再
建
築
費
評

点
数

評
価
額

＝
損

耗
の

状
況

に
よ
る
減

点
補
正
率

×
評
点
一
点
当
た
り
の
価
額

×

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
②

（
２
）
在
来
分
家
屋
の
評
価
替
え
の
し
く
み

新
た

な
再

建
築

価
格

を
、

基
準
年
度

の
前
年

度
に
お
け

る
再
建

築
費
評

点
数

に
３

年
間

の
建

築
物

価
の

変
動

を
反
映

し
て

算
定

し
、

こ
れ

に
損
耗
の

状
況
に

よ
る
減
価

を
行
い

評
価
額

を
求

め
る

。

＜
物
価

下
落

期
＞

㋑
経
年
に

よ
る
減
価

経
年

に
よ

る
減

価
に

加
え
、

建
築
物
価

も
下
落

す
る

の
で

、
評

価
額

は
引
下

げ

㋐
建
築
物

価
の
下
落

評
価
額
引

下

評
価
に
影

響
を
与
え

る
要
因

㋐
建
築

物
価
の

変
動

（
上

昇
か

下
落

か
？

）
㋑

経
年

に
よ
る

減
価

（
何

年
経

過
し

て
い

る
か

？
）

＜
物
価
上

昇
期
＞

㋐
建

築
物

価
の

上
昇

㋑
経

年
に

よ
る

減
価

㋐
＞
㋑
の

場
合

、
本

来
評

価
額

は
上

昇
す

る
が

、
据

置
措
置

に
よ

り
評

価
額

は
据

置
き

評
価

額
据

置

本
来

の
評

価
額

前
年
度
に
お

け
る
再
建

築
費

評
点

数
×
再
建

築
費
評

点
補

正
率

㋐
評

価
額

＝
損

耗
の

状
況

に
よ
る
減
点
補
正
率
㋑

経
年

減
点
補
正
率

損
耗

減
点
補
正
率

×
評
点
一
点

当
た
り
の
価
額

×

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
③
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（
１
）
新
増
分
家
屋
の
評
価
の
し
く
み

評
価

の
対

象
と

な
っ

た
家

屋
と
同
一

の
も
の

を
、
評
価

の
時
点

に
お
い

て
新

築
す

る
も

の
と

し
た

場
合

に
必

要
な
建

築
費

（
再

建
築

価
格
）
を
、

外
壁
仕

上
、
天
井

仕
上
、

屋
根
仕

上
等

の
部

分
別

に
評

価
し

て
積

み
上

げ
る
こ

と
で

求
め

る
。

上
記
に

よ
り

求
め

た
再

建
築
費
評
点

数
に
損

耗
の
状
況

に
よ
る

減
価
を

行
い

評
価

額
を

求
め

る
。

屋
根
仕
上

＜
例
＞
木

造
戸

建
形

式
住

宅
の
評
価
例

外
壁
仕
上

基
礎

（
家

屋
内

部
）

構
造
部
、

内
壁

仕
上

、
床

仕
上
、

天
井
仕
上

、
建

具
、

建
築

設
備

（
そ
の
他

）
仮

設
工

事
、

そ
の
他
工
事

【
外
壁
仕
上
】
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

 
 
 
 
 
 
9
,
7
7
0
点
×
1
.
1
×
1
0
0
㎡
＝
1
,
0
7
4
,
7
0
0
点

【
内
壁
仕
上
】
ク
ロ
ス
貼

 
 
 
 
 
 
6
,
6
0
0
点
×
1
.
0
×
1
0
0
㎡
＝

6
6
0
,
0
0
0
点

【
天
井
仕
上
】
ク
ロ
ス
天
井

 
 
 
 
 
 
4
,
3
2
0
点
×
1
.
0
×
1
0
0
㎡
＝
 
 
4
3
2
,
0
0
0
点

【
屋
根
仕
上
】
瓦

中
 
 
 
 
 
 
9
,
2
4
0
点
×
0
.
9
×

5
0
㎡
＝
 
 
4
1
5
,
8
0
0
点

・ ・ ・

【
建
築
設
備
】
便
器

洋
式

 
6
4
,
4
0
0
点
×
1
.
0
×
１
個

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

3
1
9
,
2
0
0
点
×
1
.
2
×
１
個

･
・

･
・

･
・
 

 
＝
1
,
9
0
3
,
1
3
0
点

【
そ
の
他
工
事
】

雑
工
事

 
 
 
 
9
,
6
1
6
,
9
7
0
点
×
４
％
×
1
.
0

 
階
段

 
 
2
6
7
,
8
2
0
点
×
1
.
0
×
１
個

･
・

･
・

 
＝
1
,
1
1
4
,
75
0
点

 
 
 
→

部
分
別
の
評
点
数

の
合
計
（
一
棟
の
再
建
築
費
評
点
数
）
1
0
,
7
3
1
,
7
2
0
点

部
分
別
に

評
価
し
て

積
み
上

げ

再
建

築
費
評

点
数

＝
標

準
評

点
数

×
補
正
係
数

×
計
算
単
位

＜
具

体
例

：
延
べ
床

面
積
 1
00
㎡
、
建
床
面
積
 5
0㎡

＞

再
建
築
費
評

点
数

評
価
額

＝
損

耗
の

状
況

に
よ
る
減

点
補
正
率

×
評
点
一
点
当
た
り
の
価
額

×

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
②

（
２
）
在
来
分
家
屋
の
評
価
替
え
の
し
く
み

新
た

な
再

建
築

価
格

を
、

基
準
年
度

の
前
年

度
に
お
け

る
再
建

築
費
評

点
数

に
３

年
間

の
建

築
物

価
の

変
動

を
反
映

し
て

算
定

し
、

こ
れ

に
損
耗
の

状
況
に

よ
る
減
価

を
行
い

評
価
額

を
求

め
る

。

＜
物
価

下
落

期
＞

㋑
経
年
に

よ
る
減
価

経
年

に
よ

る
減

価
に

加
え
、

建
築
物
価

も
下
落

す
る

の
で

、
評

価
額

は
引
下

げ

㋐
建
築
物

価
の
下
落

評
価
額
引

下

評
価
に
影

響
を
与
え

る
要
因

㋐
建
築

物
価
の

変
動

（
上

昇
か

下
落

か
？

）
㋑

経
年

に
よ
る

減
価

（
何

年
経

過
し

て
い

る
か

？
）

＜
物
価
上

昇
期
＞

㋐
建

築
物

価
の

上
昇

㋑
経

年
に

よ
る

減
価

㋐
＞
㋑
の

場
合

、
本

来
評

価
額

は
上

昇
す

る
が

、
据

置
措
置

に
よ

り
評

価
額

は
据

置
き

評
価

額
据

置

本
来

の
評

価
額

前
年
度
に
お

け
る
再
建

築
費

評
点

数
×
再
建

築
費
評

点
補

正
率

㋐
評

価
額

＝
損

耗
の

状
況

に
よ
る
減
点
補
正
率
㋑

経
年

減
点
補
正
率

損
耗

減
点
補
正
率

×
評
点
一
点

当
た
り
の
価
額

×

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
③

－240－ －241－



＜
評
価
替

え
に

伴
う

評
価

額
の
動
き
（

イ
メ
ー

ジ
）
＞

再
建

築
価
格
方
式
に
お
い
て
は
、
３
年
に

１
度
の

評
価
替
え

時
点

で
の

再
建
築

価
格
を
も

と
に

、
経
年
等
に
よ
る
減
価
を
行
っ
て
新
た
な
評
価
額
を
求
め
る
。

物
価

下
落
期

新
築
時
の
評

価
額

再
建
築

に

要
す
る
建
築

費

再
建

築
に

要
す

る
建
築

費

＝

評
価
額

経
年
減
価
分

物
価

下
落
分家
屋

Ａ
（
築
後
３
年
経
過
）
の
評
価
額

部
分
別
に
資
材
費
、

労
務
費
な

ど
を

積
み
上
げ
て
算
出

３
年

前
の
再

建
築
に

要
す
る
建
築

費
を

物
価
ス

ラ
イ
ド

さ
せ
る

３
年
間
の
損
耗
劣
化
を
考
慮
す
る

物
価

上
昇
期
Ⅱ

新
築
時
の
評

価
額

再
建
築

に

要
す
る
建
築

費

＝
評
価
額

再
建

築
に

要
す

る
建
築

費

経
年
減
価
分

物
価

上
昇
分

家
屋
Ａ
（
新
築

）
の

評
価
額

前
回
評
価
額

を
上
回
る
た

め
、
据
え
置

か
れ
る
。

経
年
減
価
に

加
え
、
物
価

も
下
落
す
る

た
め
、
評
価

額
は
引
下
げ
。

新
築
時
の
評

価
額

再
建
築

に

要
す
る
建
築

費

再
建

築
に

要
す

る
建
築

費

＝
評
価
額

物
価

上
昇
分

物
価

上
昇
期
Ⅰ

経
年
減
価
分

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
④


木

造
家
屋
再
建
築
費
評
点
基
準
表

（
評

価
基
準
別
表
第
８
）
（
７
種
類

）

・
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物

・
集
合
形
式
住
宅
用
建
物

・
事
務
所
、
店
舗
用
建
物

・
工
場
、
倉
庫
用
建
物

な
ど


非

木
造
家
屋
再
建
築
費
評
点
基
準

表
（

評
価

基
準
別
表
第
12
）
（
９
種

類
）

・
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物

・
集
合
形
式
住
宅
用
建
物

・
事
務
所
、
店
舗
用
建
物

・
工
場
、
倉
庫
用
建
物

・
軽
量
鉄
骨
造
建
物

（
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物
）

な
ど


戸

建
形
式
住
宅
用
丸
太
組
構
法
建

物
 に

係
る
再
建
築
費
評
点
基
準
表
（

例
）

（
３
）
再

建
築

費
評

点
基

準
表

＜
再

建
築
費
評
点
基
準
表
の
種
別

等
＞

例
）
別
表
第
1
2

非
木
造
家
屋
再
建

築
費
評
点
基
準
表

３
 
事
務
所
、
店
舗
用
建
物
（
抜

粋
）

➊
➌

➎
➏

➍
➋

増
点

補
正

率
標

　
　

　
準

減
点

補
正

率

1.
05

1.
0

0.
97

 地
上

６
階

の
 も

の
 地

上
３

階
の

 も
の

 地
上

２
階

の
 も

の

1.
20

1.
0

0.
97

 5
.5

ｍ
程

度
の

 も
の

 3
.5

ｍ
程

度
の

 も
の

 ３
ｍ

程
度

の
 も

の

1.
20

1.
0

 7
.5

ｍ
程

度
の

 も
の

 ６
ｍ

程
度

の
 も

の

1.
10

1.
0

0.
95

1.
05

1.
0

 地
下

１
階

の
 も

の
 地

階
の

な
い

 も
の

  
  

 1
.0

5
 複

雑
な

も
の

  
  

 1
.0

 普
通

の
も

の

  
  

 1
.0

5
 複

雑
な

も
の

  
  

 1
.0

 普
通

の
も

の

構 造 部

主 体 構 造 部

部 分 別
評

　
点

　
項

　
目

　
及

　
び

　
標

　
準

　
評

　
点

　
数

標 準 量

補
　

正
　

項
　

目
　

及
　

び
　

補
　

正
　

係
　

数
計 算 単 位

補
正

項
目

鉄 骨 、 鉄 筋 及 び コ ン ク リ ー ト の 使 用 量 が 明 確 で な い 建 物
工

事
形

態

　 使 用 量 が 明 確 な 建 物

　 鉄 骨 、 鉄 筋 及 び コ ン ク リ ー ト の

工
事

形
態

 鉄 筋 〇 ・ 一 〇 一 ト ン 、 コ ン ク リ ー ト ○ ・ 六 六 六 立 方 メ ー ト ル

 延 べ 床 面 積 一 ・ 〇 平 方 メ ー ト ル 当 た り 鉄 骨 〇 ・ 〇 七 八 ト ン 、

 大
き

い
も

の

 延
べ

床
面

積
 1

.0
㎡

当
た

り
 1

.6
0㎡

程
度

 の
も

の

 普
通

の
も

の

 延
べ

床
面

積
 1

.0
㎡

当
た

り
 0

.8
0㎡

程
度

 の
も

の

 小
さ

い
も

の

 延
べ

床
面

積
 1

.0
㎡

当
た

り
 0

.4
5㎡

程
度

 の
も

の

地
　

階

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造

  鉄
骨
、
鉄
筋
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
量
が
明
確
な
建
物
に

あ
っ
て
は
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
求
め
る
。

 （
算
式
）

 標
準
評
点
数

　
 ＝

｛
 2
36
,4
50
×
鉄
骨
使
用
量
（
単
位
ｔ
）
｝
＋

  
　
 ｛

  
 Ａ

  
 ×

鉄
筋
使
用
量
（
単
位
ｔ
）
｝
＋

　
 　

｛
  
 Ｂ

  
 ×

コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
量
（
単
位
㎥
）
｝

　
　
Ａ
：
【
上
】
26
4,
67
0

　
　
　
　
【
中
】
19
3,
92
0

　
　
　
　
【
並
】
14
4,
58
0

　
　
Ｂ
：
【
上
】
 6
0,
38
0

　
　
　
　
【
中
】
 4
8,
22
0

　
　
　
　
【
並
】
 4
3,
97
0

延 べ 床 面 積

階
　

高

柱
　

間

壁
面

積
の

大
小

62
,3
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＜
評
価
替

え
に

伴
う

評
価

額
の
動
き
（

イ
メ
ー

ジ
）
＞

再
建

築
価
格
方
式
に
お
い
て
は
、
３
年
に

１
度
の

評
価
替
え

時
点

で
の

再
建
築

価
格
を
も

と
に

、
経
年
等
に
よ
る
減
価
を
行
っ
て
新
た
な
評
価
額
を
求
め
る
。

物
価

下
落
期

新
築
時

の
評

価
額

再
建
築

に

要
す
る
建
築

費

再
建

築
に

要
す

る
建
築

費

＝

評
価
額

経
年
減
価
分

物
価

下
落
分家
屋

Ａ
（
築
後
３
年
経
過
）
の
評
価
額

部
分
別
に
資
材
費
、

労
務
費
な

ど
を

積
み
上
げ
て
算
出

３
年

前
の
再

建
築
に

要
す
る
建
築

費
を

物
価
ス

ラ
イ
ド

さ
せ
る

３
年
間
の
損
耗
劣
化
を
考
慮
す
る

物
価

上
昇
期
Ⅱ

新
築
時

の
評

価
額

再
建
築

に

要
す
る
建
築

費

＝
評
価
額

再
建

築
に

要
す

る
建
築

費

経
年
減
価
分

物
価

上
昇
分

家
屋
Ａ
（
新
築

）
の

評
価
額

前
回
評
価
額

を
上
回
る
た

め
、
据
え
置

か
れ
る
。

経
年
減
価
に

加
え
、
物
価

も
下
落
す
る

た
め
、
評
価

額
は
引
下
げ
。

新
築
時
の
評

価
額

再
建
築

に

要
す
る
建
築

費

再
建

築
に

要
す

る
建
築

費

＝
評
価
額

物
価

上
昇
分

物
価

上
昇
期
Ⅰ

経
年
減
価
分

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
④


木

造
家
屋
再
建
築
費
評
点
基
準
表

（
評

価
基
準
別
表
第
８
）
（
７
種
類

）

・
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物

・
集
合
形
式
住
宅
用
建
物

・
事
務
所
、
店
舗
用
建
物

・
工
場
、
倉
庫
用
建
物

な
ど


非

木
造
家
屋
再
建
築
費
評
点
基
準

表
（

評
価

基
準
別
表
第
12
）
（
９
種

類
）

・
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物

・
集
合
形
式
住
宅
用
建
物

・
事
務
所
、
店
舗
用
建
物

・
工
場
、
倉
庫
用
建
物

・
軽
量
鉄
骨
造
建
物

（
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物
）

な
ど


戸

建
形
式
住
宅
用
丸
太
組
構
法
建

物
 に

係
る
再
建
築
費
評
点
基
準
表
（

例
）

（
３
）
再

建
築

費
評

点
基

準
表

＜
再

建
築
費
評
点
基
準
表
の
種
別

等
＞

例
）
別
表
第
1
2

非
木
造
家
屋
再
建

築
費
評
点
基
準
表

３
 
事
務
所
、
店
舗
用
建
物
（
抜

粋
）

➊
➌

➎
➏

➍
➋

増
点

補
正

率
標

　
　

　
準

減
点

補
正

率

1.
05

1.
0

0.
97

 地
上

６
階

の
 も

の
 地

上
３

階
の

 も
の

 地
上

２
階

の
 も

の

1.
20

1.
0

0.
97

 5
.5

ｍ
程

度
の

 も
の

 3
.5

ｍ
程

度
の

 も
の

 ３
ｍ

程
度

の
 も

の

1.
20

1.
0

 7
.5

ｍ
程

度
の

 も
の

 ６
ｍ

程
度

の
 も

の

1.
10

1.
0

0.
95

1.
05

1.
0

 地
下

１
階

の
 も

の
 地

階
の

な
い

 も
の

  
  

 1
.0

5
 複

雑
な

も
の

  
  

 1
.0

 普
通

の
も

の

  
  

 1
.0

5
 複

雑
な

も
の

  
  

 1
.0

 普
通

の
も

の

構 造 部

主 体 構 造 部

部 分 別
評

　
点

　
項

　
目

　
及

　
び

　
標

　
準

　
評

　
点

　
数

標 準 量

補
　

正
　

項
　

目
　

及
　

び
　

補
　

正
　

係
　

数
計 算 単 位

補
正

項
目

鉄 骨 、 鉄 筋 及 び コ ン ク リ ー ト の 使 用 量 が 明 確 で な い 建 物
工

事
形

態

　 使 用 量 が 明 確 な 建 物

　 鉄 骨 、 鉄 筋 及 び コ ン ク リ ー ト の

工
事

形
態

 鉄 筋 〇 ・ 一 〇 一 ト ン 、 コ ン ク リ ー ト ○ ・ 六 六 六 立 方 メ ー ト ル

 延 べ 床 面 積 一 ・ 〇 平 方 メ ー ト ル 当 た り 鉄 骨 〇 ・ 〇 七 八 ト ン 、

 大
き

い
も

の

 延
べ

床
面

積
 1

.0
㎡

当
た

り
 1

.6
0㎡

程
度

 の
も

の

 普
通

の
も

の

 延
べ

床
面

積
 1

.0
㎡

当
た

り
 0

.8
0㎡

程
度

 の
も

の

 小
さ

い
も

の

 延
べ

床
面

積
 1

.0
㎡

当
た

り
 0

.4
5㎡

程
度

 の
も

の

地
　

階

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造

  鉄
骨
、
鉄
筋
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
量
が
明
確
な
建
物
に

あ
っ
て
は
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
求
め
る
。

 （
算
式
）

 標
準
評
点
数

　
 ＝

｛
 2
36
,4
50
×
鉄
骨
使
用
量
（
単
位
ｔ
）
｝
＋

  
　
 ｛

  
 Ａ

  
 ×

鉄
筋
使
用
量
（
単
位
ｔ
）
｝
＋

　
 　

｛
  
 Ｂ

  
 ×

コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
量
（
単
位
㎥
）
｝

　
　
Ａ
：
【
上
】
26
4,
67
0

　
　
　
　
【
中
】
19
3,
92
0

　
　
　
　
【
並
】
14
4,
58
0

　
　
Ｂ
：
【
上
】
 6
0,
38
0

　
　
　
　
【
中
】
 4
8,
22
0

　
　
　
　
【
並
】
 4
3,
97
0

延 べ 床 面 積

階
　

高

柱
　

間

壁
面

積
の

大
小

62
,3
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例
）

非
木
造
家
屋
再
建
築
費
評
点

基
準
表

(1
)戸

建
形
式
住
宅
用
建
物

(2
)集

合
形
式
住
宅
用
建
物

(3
)事

務
所
、
店
舗
用
建
物

(4
)病

院
、
ホ
テ
ル
用
建
物

(5
)工

場
、
倉
庫
用
建
物

(6
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(戸

建
形

式
住

宅
用
建

物
)

(7
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(集

合
形

式
住

宅
用
建

物
)

(8
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(事

務
所

、
店

舗
用
建

物
) 

(9
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(工

場
、

倉
庫

用
建
物

)３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑥

【
部

分
別
】
･
･･
➊

１
構
造
部

２
外
壁

仕
上

３
内
壁

仕
上

４
床
仕
上

５
天
井

仕
上

６
屋
根

仕
上

７
建
具

８
特
殊

設
備

９
建

築
設

備

10
仮

設
工

事

11
  
そ

の
他

工
事

【
各
部
分
別
の
要
素
】

・
評
点
項
目
･
･･
➋

一
般
的
な
使
用
資
材
の
種
別
及
び
品
等
を
示
す
た

め
に
設
定
。

・
標
準
評
点
数
･
･･
➌

評
点
項
目
に
示
し
た
資
材
等
に
係
る
工
事
原
価
に

相
当
す
る
費
用
を
一
円
一
点
と
し
て
表
し
た
も
の
。

・
補
正
項
目
及
び
補
正
係
数
･
･･
➎

評
価
対
象
家
屋
の
実
態
に
応
じ
、
標
準
評
点
数
を

補
正
す
る
た
め
に
設
定
。

（
注
１
）
補
正
項
目
に
従
っ
て
、
「
増
点
補
正
率
」
、

「
標
準
」
、
「
減
点
補
正
率
」
を
示
し
、
原

則
、
こ
の
間
で
補
正
率
を
適
用
。

（
注
２
）
市
町
村
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
こ
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
も

可
能
。

＜
再
建
築
費
評
点
基
準
表
と
各
項
目
の
関
係
＞

【
標
準

量
・

計
算

単
位

】
･
･
･ 
➍
、

➏

部
分

別
区
分

計
算
単
位

構
造
部

主
体

構
造
部

延
べ

床
面
積
、
建
床
面
積

基
礎

工
事

建
床

面
積
、
個
数
、
本
数

等

外
周

壁
骨
組

、
間
仕
切

骨
組

延
べ

床
面
積

外
壁
仕
上
、
内

壁
仕
上

、
床

仕
上

、
天
井
仕

上
延

べ
床

面
積

屋
根
仕
上

建
床

面
積

建
具

延
べ

床
面
積
、
建
具
面
積

特
殊
設
備

見
付

面
積
、
箇
所
数

等

建
築
設
備

延
べ

床
面
積
、
台
数
、
組
数

等

仮
設
工
事
、
そ

の
他
工

事
延

べ
床

面
積

再
建
築
費
評
点
基
準
表
に
示
さ

れ
て
い
る

標
準

評
点

数
は
、
各

部
分

別
の

標
準
的
な
施
工
数
量
(標

準
量
)を

基
礎
と
し

て
積

算
さ
れ
て
お
り
、
評
点
付
設

の
便
宜
上

、
単

位
（

ｍ
、
㎡
、

㎥
、

ｔ
、

個
な
ど
）
当
た
り
で
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
各
部
分
別
の
再
建

築
費
評
点

数
は

、
標

準
評
点
数

に
以

下
の

計
算
単
位
を
乗
じ
て
算
出
す
る
。

＜
計

算
単
位
＞
･
･･
 ➏

標
準
量
と
は
、
再
建
築
費
評
点

基
準
表
に

示
さ

れ
て

い
る
標
準

評
点

数
の

積
算
基
礎
と
な
っ
た
各
用
途
別
、
部
分
別
の

標
準

的
な
施
工
数
量
を
い
う
。
標

準
量
は
、

部
分

別
の

特
性
に
応

じ
、

単
位

（
ｍ
、
㎡
、
㎥
、
ｔ
、
個
な
ど
）
当
た
り
を

基
準

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

＜
標

準
量
＞
 ･
･
･ 
➍

（
非
木
造
家
屋

再
建
築

費
評

点
基

準
表
の
計

算
単

位
の

例
）

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑦

－244－ －245－



例
）

非
木
造
家
屋
再
建
築
費
評
点

基
準
表

(1
)戸

建
形
式
住
宅
用
建
物

(2
)集

合
形
式
住
宅
用
建
物

(3
)事

務
所
、
店
舗
用
建
物

(4
)病

院
、
ホ
テ
ル
用
建
物

(5
)工

場
、
倉
庫
用
建
物

(6
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(戸

建
形

式
住

宅
用
建

物
)

(7
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(集

合
形

式
住

宅
用
建

物
)

(8
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(事

務
所

、
店

舗
用
建

物
) 

(9
)軽

量
鉄
骨
造
建
物
(工

場
、

倉
庫

用
建
物

)３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑥

【
部

分
別
】
･
･･
➊

１
構
造
部

２
外
壁

仕
上

３
内
壁

仕
上

４
床
仕
上

５
天
井

仕
上

６
屋
根

仕
上

７
建
具

８
特
殊

設
備

９
建

築
設

備

10
仮

設
工

事

11
  
そ

の
他

工
事

【
各
部
分
別
の
要
素
】

・
評
点
項
目
･
･･
➋

一
般
的
な
使
用
資
材
の
種
別
及
び
品
等
を
示
す
た

め
に
設
定
。

・
標
準
評
点
数
･
･･
➌

評
点
項
目
に
示
し
た
資
材
等
に
係
る
工
事
原
価
に

相
当
す
る
費
用
を
一
円
一
点
と
し
て
表
し
た
も
の
。

・
補
正
項
目
及
び
補
正
係
数
･
･･
➎

評
価
対
象
家
屋
の
実
態
に
応
じ
、
標
準
評
点
数
を

補
正
す
る
た
め
に
設
定
。

（
注
１
）
補
正
項
目
に
従
っ
て
、
「
増
点
補
正
率
」
、

「
標
準
」
、
「
減
点
補
正
率
」
を
示
し
、
原

則
、
こ
の
間
で
補
正
率
を
適
用
。

（
注
２
）
市
町
村
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
こ
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
も

可
能
。

＜
再
建
築
費
評
点
基
準
表
と
各
項
目
の
関
係
＞

【
標
準

量
・

計
算

単
位

】
･
･
･ 
➍
、

➏

部
分

別
区
分

計
算
単
位

構
造
部

主
体

構
造
部

延
べ

床
面
積
、
建
床
面
積

基
礎

工
事

建
床

面
積
、
個
数
、
本
数

等

外
周

壁
骨
組

、
間
仕
切

骨
組

延
べ

床
面
積

外
壁
仕
上
、
内

壁
仕
上

、
床

仕
上

、
天
井
仕

上
延

べ
床

面
積

屋
根
仕
上

建
床

面
積

建
具

延
べ

床
面
積
、
建
具
面
積

特
殊
設
備

見
付

面
積
、
箇
所
数

等

建
築
設
備

延
べ

床
面
積
、
台
数
、
組
数

等

仮
設
工
事
、
そ

の
他
工

事
延

べ
床

面
積

再
建
築
費
評
点
基
準
表
に
示
さ

れ
て
い
る

標
準

評
点

数
は
、
各

部
分

別
の

標
準
的
な
施
工
数
量
(標

準
量
)を

基
礎
と
し

て
積

算
さ
れ
て
お
り
、
評
点
付
設

の
便
宜
上

、
単

位
（

ｍ
、
㎡
、

㎥
、

ｔ
、

個
な
ど
）
当
た
り
で
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
各
部
分
別
の
再
建

築
費
評
点

数
は

、
標

準
評
点
数

に
以

下
の

計
算
単
位
を
乗
じ
て
算
出
す
る
。

＜
計

算
単
位
＞
･
･･
 ➏

標
準

量
と
は
、
再
建
築
費
評
点

基
準
表
に

示
さ

れ
て

い
る
標
準

評
点

数
の

積
算
基
礎
と
な
っ
た
各
用
途
別
、
部
分
別
の

標
準

的
な
施
工
数
量
を
い
う
。
標

準
量
は
、

部
分

別
の

特
性
に
応

じ
、

単
位

（
ｍ
、
㎡
、
㎥
、
ｔ
、
個
な
ど
）
当
た
り
を

基
準

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

＜
標

準
量
＞
 ･
･
･ 
➍

（
非
木
造
家
屋

再
建
築

費
評

点
基

準
表
の
計

算
単

位
の

例
）

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑦
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（
４
）
再
建
築
費
評
点
基
準
表
の
補
正
等

（
評
価
基
準
第
２
章
第
１
節
六
）

㋐
再

建
築

費
評

点
基

準
表

の
補
正

㋑
再

建
築

費
評

点
基

準
表

の
作
成

 

総
務

大
臣

が
定

め
た

再
建

築
費

評
点

基
準

表
に

評
点

項
目

及
び

標
準

評
点

数
が

な
い

場
合

又
は

そ
の

他
家

屋
の

実
態

か
ら

み
て

特
に

必
要
の
あ

る
場
合

再
建

築
費

評
点

基
準
表
に
つ

い
て
所

要
の
補
正

を
行
い

、
適
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

総
務

大
臣

が
定

め
た

再
建

築
費

評
点

基
準

表
に

示
さ

れ
て

い
る

家
屋

の
構

造
、

様
式

、
使

用
資

材
又

は

各
部

分
別

の
施

工
量

等
が

、
当

該
市

町
村

に
所

在
す

る
家

屋
の

構
造

等
と

著
し

く
相

違
す

る
こ

と
に

よ
り

、

相
当

数
の

家
屋

に
つ

い
て

適
正

な
再

建
築

費
評

点
数

を
算

出
す

る
こ

と
が

困
難

な
場

合
又

は
適

当
で

な
い

場
合

当
該

市
町

村
の

家
屋
の
構
造

等
の
実

態
に
応
じ

、
別
に

再
建
築

費
評

点
基

準
表

を
作

成
し

て
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。


他
の
用
途
の
再

建
築
費

評
点

基
準

表
か
ら
転

用
す

る
方

法


類
似
の
評
点
項

目
に
係

る
標

準
評

点
数
を
補

正
す

る
方

法


市
場
価
格
等
を

参
考
に

標
準

評
点

数
を
求
め

る
方

法

（
主
な
留

意
事

項
）

・
再

建
築

費
評

点
基

準
表

の
補

正
、

作
成

を
行
う
場

合
は
、

総
務

大
臣
が
定

め
た

再
建

築
費

評
点

基
準

表
に

示
さ

れ
た

標
準

評
点

数
と
同

様
、

基
準

年
度

の
賦

課
期

日
の

属
す

る
年
の
２

年
前
の

７
月

現
在
の
東

京
都

に
お

け
る

物
価

水
準

に
基

づ
く

こ
と

。
・

再
建

築
費

評
点

基
準

表
の

作
成
に

当
た

っ
て
は
、

総
務
大

臣
が

定
め
た
再

建
築

費
評

点
基

準
表

に
示

さ
れ

て
い

る
各

評
点

項
目

に
応
じ

た
標

準
評

点
数

の
積

算
方

法
等

に
基

づ
く
こ
と

。

＜
所
要
の
補
正
の
方
法

＞

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑧

（
５
）
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
点
補
正
率

（
評
価
基
準
第
２
章
第
２
節
五
、
第
３
節
五
）

㋐
経
年
減
点
補
正
率
（
評
価
基
準
別
表
第
９
、
1
3
）

㋑
積
雪
寒
冷
補
正
率
（
評
価
基
準
別
表
第
９
の
２
）
 

※
基
準
年
度
の
賦
課
期
日
後
に
市
町
村
合
併
等
が
あ
っ
た
場
合
の
級
地
区
分
の
取
扱
い
は
、
当
該
市
町
村
合
併
等
前
の
市
町
村
ご
と
の
級
地
区
分

に
よ
る
。

経
年

減
点

補
正

率
は

、
家

屋
を

通
常

の
維

持
管

理
を

行
う

も
の

と
し

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

年
数

の
経

過
に

応
じ

て
通

常
生

ず
る

減
価

を
基

礎
と

し
て

定
め

ら
れ

て
お

り
、

木
造

家
屋

に
あ

っ
て

は
用

途
別

区
分

及
び

評
点

数
別

区
分

、
非

木
造

家
屋

に
あ

っ
て

は
用

途
別

区
分

及
び

構
造

別
区

分
に

従
っ

て
求

め
る

。


木

造
家

屋
 
別

表
第

９
の
２

積
雪

寒
冷
地

域
の

級
地

の
区
分

に
応

じ
、

上
記
の

経
年

減
点

補
正

率
を

減
価

（
５

％
か

ら
2
5％

）
。


非

木
造

家
屋

 
木

造
家

屋
に

係
る

積
雪

寒
冷

補
正

率
が

1
00

分
の

1
8
以

上
の

地
域

に
属

す
る

市
町

村
に

所
在

す
る

非
木

造
家

屋
の

う
ち

、
軽

量
鉄

骨
造

、
れ

ん
が

造
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

の
家

屋
に

つ
い

て
は

、
上

記
の

経
年

減
点

補
正
率
を

減
価
（
３

％
又
は

５
％
）
。

積
雪

寒
冷

地
域

に
所

在
す

る
家

屋
に

つ
い

て
は

、
上

記
㋐

の
経

年
減

点
補

正
率

を
さ

ら
に

減
価

補
正

し
て

求
め
る
。

※
経
過
年
数
が
１
年
未
満
で
あ
る
と
き
又
は
経
過
年
数
に
１
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
未
満
の
端
数
は
１
年
と
し
て
計
算

す
る
。

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑨
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（
４
）
再
建
築
費
評
点
基
準
表
の
補
正
等

（
評
価
基
準
第
２
章
第
１
節
六
）

㋐
再

建
築

費
評

点
基

準
表

の
補
正

㋑
再

建
築

費
評

点
基

準
表

の
作
成

 

総
務

大
臣

が
定

め
た

再
建

築
費

評
点

基
準

表
に

評
点

項
目

及
び

標
準

評
点

数
が

な
い

場
合

又
は

そ
の

他
家

屋
の

実
態

か
ら

み
て

特
に

必
要
の
あ

る
場
合

再
建

築
費

評
点

基
準
表
に
つ

い
て
所

要
の
補
正

を
行
い

、
適
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

総
務

大
臣

が
定

め
た

再
建

築
費

評
点

基
準

表
に

示
さ

れ
て

い
る

家
屋

の
構

造
、

様
式

、
使

用
資

材
又

は

各
部

分
別

の
施

工
量

等
が

、
当

該
市

町
村

に
所

在
す

る
家

屋
の

構
造

等
と

著
し

く
相

違
す

る
こ

と
に

よ
り

、

相
当

数
の

家
屋

に
つ

い
て

適
正

な
再

建
築

費
評

点
数

を
算

出
す

る
こ

と
が

困
難

な
場

合
又

は
適

当
で

な
い

場
合

当
該

市
町

村
の

家
屋
の
構
造

等
の
実

態
に
応
じ

、
別
に

再
建
築

費
評

点
基

準
表

を
作

成
し

て
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。


他
の
用
途
の
再

建
築
費

評
点

基
準

表
か
ら
転

用
す

る
方

法


類
似
の
評
点
項

目
に
係

る
標

準
評

点
数
を
補

正
す

る
方

法


市
場
価
格
等
を

参
考
に

標
準

評
点

数
を
求
め

る
方

法

（
主
な
留

意
事

項
）

・
再

建
築

費
評

点
基

準
表

の
補

正
、

作
成

を
行
う
場

合
は
、

総
務

大
臣
が
定

め
た

再
建

築
費

評
点

基
準

表
に

示
さ

れ
た

標
準

評
点

数
と
同

様
、

基
準

年
度

の
賦

課
期

日
の

属
す

る
年
の
２

年
前
の

７
月

現
在
の
東

京
都

に
お

け
る

物
価

水
準

に
基

づ
く

こ
と

。
・

再
建

築
費

評
点

基
準

表
の

作
成
に

当
た

っ
て
は
、

総
務
大

臣
が

定
め
た
再

建
築

費
評

点
基

準
表

に
示

さ
れ

て
い

る
各

評
点

項
目

に
応
じ

た
標

準
評

点
数

の
積

算
方

法
等

に
基

づ
く
こ
と

。

＜
所
要
の
補
正
の
方
法

＞

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑧

（
５
）
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
点
補
正
率

（
評
価
基
準
第
２
章
第
２
節
五
、
第
３
節
五
）

㋐
経
年
減
点
補
正
率
（
評
価
基
準
別
表
第
９
、
1
3
）

㋑
積
雪
寒
冷
補
正
率
（
評
価
基
準
別
表
第
９
の
２
）
 

※
基
準
年
度
の
賦
課
期
日
後
に
市
町
村
合
併
等
が
あ
っ
た
場
合
の
級
地
区
分
の
取
扱
い
は
、
当
該
市
町
村
合
併
等
前
の
市
町
村
ご
と
の
級
地
区
分

に
よ
る
。

経
年

減
点

補
正

率
は

、
家

屋
を

通
常

の
維

持
管

理
を

行
う

も
の

と
し

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

年
数

の
経

過
に

応
じ

て
通

常
生

ず
る

減
価

を
基

礎
と

し
て

定
め

ら
れ

て
お

り
、

木
造

家
屋

に
あ

っ
て

は
用

途
別

区
分

及
び

評
点

数
別

区
分

、
非

木
造

家
屋

に
あ

っ
て

は
用

途
別

区
分

及
び

構
造

別
区

分
に

従
っ

て
求

め
る

。


木

造
家

屋
 
別

表
第

９
の
２

積
雪

寒
冷
地

域
の

級
地

の
区
分

に
応

じ
、

上
記
の

経
年

減
点

補
正

率
を

減
価

（
５

％
か

ら
2
5％

）
。


非

木
造

家
屋

 
木

造
家

屋
に

係
る

積
雪

寒
冷

補
正

率
が

1
00

分
の

1
8
以

上
の

地
域

に
属

す
る

市
町

村
に

所
在

す
る

非
木

造
家

屋
の

う
ち

、
軽

量
鉄

骨
造

、
れ

ん
が

造
又

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

の
家

屋
に

つ
い

て
は

、
上

記
の

経
年

減
点

補
正
率
を

減
価
（
３

％
又
は

５
％
）
。

積
雪

寒
冷

地
域

に
所

在
す

る
家

屋
に

つ
い

て
は

、
上

記
㋐

の
経

年
減

点
補

正
率

を
さ

ら
に

減
価

補
正

し
て

求
め
る
。

※
経
過
年
数
が
１
年
未
満
で
あ
る
と
き
又
は
経
過
年
数
に
１
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
未
満
の
端
数
は
１
年
と
し
て
計
算

す
る
。

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑨
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延
べ

床
面

積
1
.
0㎡

当
た
り
再
建

築
費
評

点
数
別

区
分

6
1
,
19
0点

未
満

6
1
,
19

0点
以
上

9
5
,
82

0点
未
満

9
5
,
82

0点
以
上

1
4
7
,7
7
0点

未
満

1
4
7
,7

7
0点

以
上

経
過
年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年

数
経

年
減

点
補

正
率

経
過
年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年
数

経
年

減
点

補
正

率

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5
以
上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
6 ⋮

0
.
2
8

0
.
2
4

0
.
2
0

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0
以

上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
7 ⋮

0
.
4
1

0
.
3
8

0
.
3
5

0
.
3
2

0
.
2
9

0
.
2
6

0
.
2
3

0
.
2
0

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0 ⋮ 2
4

2
5
以
上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
8 ⋮

0
.
4
7

0
.
4
5

0
.
4
3

0
.
4
0

0
.
3
8

0
.
3
6

0
.
3
4

0
.
3
1 ⋮

0
.
2
2

0
.
2
0

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0 ⋮ 2
4

2
5

2
6 ⋮ 3
4

3
5
以
上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
8 ⋮

0
.
5
4

0
.
5
3

0
.
5
1

0
.
5
0

0
.
4
8

0
.
4
7

0
.
4
5

0
.
4
3 ⋮

0
.
3
7

0
.
3
6

0
.
3
4 ⋮

0
.
2
2

0
.
2
0

例
）

別
表
第
９

木
造
家
屋
経
年
減
点
補
正

率
基

準
表

１
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
、
寄
宿

舎
及

び
併
用
住

宅
用

建
物

（
抜
粋

）

例
）
別
表
第
９
の
２

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分

（
抜
粋

）

評
価
基
準
第
２
章
第
２
節
五
１
（
２
）

率
級

地
区

分
積

雪
地

域
の

率
寒

冷
地

域
の

率

１
級

地
百

分
の

十
百

分
の

五

２
級

地
百

分
の

十
五

百
分

の
八

３
級

地
百

分
の

二
十

百
分

の
十

４
級

地
百

分
の

二
十

五
百

分
の

十
五

…

都
道

府
県

名
市

町
村

名
積

雪
級

地
寒

冷
級

地

北
海

道
札

幌
市

4
3

函
館

市
2

2

小
樽

市
4

2

旭
川

市
4

4

室
蘭

市
2

2

釧
路

市
2

4

帯
広

市
2

4

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑩

㋒
損
耗
減
点
補
正
率
（
評
価
基
準
別
表
第
1
0
）

（
６
）
需
給
事
情
に
よ
る
減
点
補
正
率

（
評
価
基
準
第
２
章
第
２
節
六
、
第
３
節
六
）
 

需
給

事
情

に
よ

る
減

点
補

正
率
は
、

建
築
様

式
が
著
し

く
旧
式

と
な
っ

て
い

る
家

屋
、

所
在

地
域

の
状

況
に

よ
り

そ
の

価
額

が
減

少
す

る
と
認
め

ら
れ
る

家
屋
等
に

つ
い
て

、
そ
の

減
少

す
る

価
額

の
範

囲
に

お
い

て
求

め
る

。

損
耗

減
点

補
正

率
は

、
天

災
、

火
災

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
当

該
家

屋
の

状
況

か
ら

み
て

、
そ

の
経

過
年

数
に

応
じ

て
通

常
発

生
す

る
減

価
を

基
礎

と
し

て
定

め
ら

れ
た

経
年

減
点

補
正

率
に

よ
る

こ
と

が
適

当
で

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
適

用
さ

れ
、

当
該

家
屋

の
各

部
分

別
ご

と
に

求
め

た
損

耗
残

価
率

に
当

該
家

屋
に

係
る

経
年

減
点

補
正

率
を

乗
じ
て
各

部
分
別

に
求
め
る

。

〔
算
式
〕
部
分
別
損
耗
減
点
補
正

率
＝
当
該

家
屋

の
各

部
分
別
の

損
耗

残
価

率
×
当
該
家
屋
の
経
年
減
点
補
正
率

→
評
点
数
＝
（
部

分
別
再
建

築
費

評
点

数
×
部
分

別
損

耗
減

点
補
正
率

）
の
合
計

損
耗

残
価

率
は

、
各

部
分

別
の

損
耗

の
現

況
を

、
通

常
の

維
持

管
理

を
行

う
も

の
と

し
た

場
合

に
お

い
て

、
「
そ
の
年
数
の

経
過
に

応
じ

て
通

常
生
ず
る

損
耗

の
状

態
」
に
修
復
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
要
す
る
費
用

を
基
礎
と
し
て

定
め
ら

れ
て

い
る

。

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑪
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延
べ

床
面

積
1
.
0㎡

当
た
り
再
建

築
費
評

点
数
別

区
分

6
1
,
19
0点

未
満

6
1
,
19

0点
以
上

9
5
,
82

0点
未
満

9
5
,
82

0点
以
上

1
4
7
,7
7
0点

未
満

1
4
7
,7

7
0点

以
上

経
過
年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年

数
経

年
減

点
補

正
率

経
過
年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年
数

経
年

減
点

補
正

率

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5
以
上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
6 ⋮

0
.
2
8

0
.
2
4

0
.
2
0

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0
以

上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
7 ⋮

0
.
4
1

0
.
3
8

0
.
3
5

0
.
3
2

0
.
2
9

0
.
2
6

0
.
2
3

0
.
2
0

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0 ⋮ 2
4

2
5
以
上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
8 ⋮

0
.
4
7

0
.
4
5

0
.
4
3

0
.
4
0

0
.
3
8

0
.
3
6

0
.
3
4

0
.
3
1 ⋮

0
.
2
2

0
.
2
0

1 2 3 4 ⋮ 1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0 ⋮ 2
4

2
5

2
6 ⋮ 3
4

3
5
以
上

0
.
8
0

0
.
7
5

0
.
7
0

0
.
6
8 ⋮

0
.
5
4

0
.
5
3

0
.
5
1

0
.
5
0

0
.
4
8

0
.
4
7

0
.
4
5

0
.
4
3 ⋮

0
.
3
7

0
.
3
6

0
.
3
4 ⋮

0
.
2
2

0
.
2
0

例
）

別
表
第
９

木
造
家
屋
経
年
減
点
補
正

率
基

準
表

１
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
、
寄
宿

舎
及

び
併
用
住

宅
用

建
物

（
抜
粋

）

例
）
別
表
第
９
の
２

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分

（
抜
粋

）

評
価
基
準
第
２
章
第
２
節
五
１
（
２
）

率
級

地
区

分
積

雪
地

域
の

率
寒

冷
地

域
の

率

１
級

地
百

分
の

十
百

分
の

五

２
級

地
百

分
の

十
五

百
分

の
八

３
級

地
百

分
の

二
十

百
分

の
十

４
級

地
百

分
の

二
十

五
百

分
の

十
五

…

都
道

府
県

名
市

町
村

名
積

雪
級

地
寒

冷
級

地

北
海

道
札

幌
市

4
3

函
館

市
2

2

小
樽

市
4

2

旭
川

市
4

4

室
蘭

市
2

2

釧
路

市
2

4

帯
広

市
2

4

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑩

㋒
損
耗
減
点
補
正
率
（
評
価
基
準
別
表
第
1
0
）

（
６
）
需
給
事
情
に
よ
る
減
点
補
正
率

（
評
価
基
準
第
２
章
第
２
節
六
、
第
３
節
六
）
 

需
給

事
情

に
よ

る
減

点
補

正
率
は
、

建
築
様

式
が
著
し

く
旧
式

と
な
っ

て
い

る
家

屋
、

所
在

地
域

の
状

況
に

よ
り

そ
の

価
額

が
減

少
す

る
と
認
め

ら
れ
る

家
屋
等
に

つ
い
て

、
そ
の

減
少

す
る

価
額

の
範

囲
に

お
い

て
求

め
る

。

損
耗

減
点

補
正

率
は

、
天

災
、

火
災

そ
の

他
の

事
由

に
よ

り
当

該
家

屋
の

状
況

か
ら

み
て

、
そ

の
経

過
年

数
に

応
じ

て
通

常
発

生
す

る
減

価
を

基
礎

と
し

て
定

め
ら

れ
た

経
年

減
点

補
正

率
に

よ
る

こ
と

が
適

当
で

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
適

用
さ

れ
、

当
該

家
屋

の
各

部
分

別
ご

と
に

求
め

た
損

耗
残

価
率

に
当

該
家

屋
に

係
る

経
年

減
点

補
正

率
を

乗
じ
て
各

部
分
別

に
求
め
る

。

〔
算
式
〕
部
分
別
損
耗
減
点
補
正

率
＝
当
該

家
屋

の
各

部
分
別
の

損
耗

残
価

率
×
当
該
家
屋
の
経
年
減
点
補
正
率

→
評
点
数
＝
（
部

分
別
再
建

築
費

評
点

数
×
部
分

別
損

耗
減

点
補
正
率

）
の
合
計

損
耗

残
価

率
は

、
各

部
分

別
の

損
耗

の
現

況
を

、
通

常
の

維
持

管
理

を
行

う
も

の
と

し
た

場
合

に
お

い
て

、
「
そ
の
年
数
の

経
過
に

応
じ

て
通

常
生
ず
る

損
耗

の
状

態
」
に
修
復
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
要
す
る
費
用

を
基
礎
と
し
て

定
め
ら

れ
て

い
る

。

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑪
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（
７
）

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
の
決
定

工
事

原
価

に
相

当
す

る
費

用
等
に
つ

い
て
、

東
京
都
特

別
区
の

区
域

と
そ

の
他

の
都

市
と

の
物

価
水

準
に

係
る

地
域

的
格

差
を

考
慮

し
て
定
め

て
い
る

。
【

木
造

】
指

定
市

→
1.

0
0、

0.
95

、
0.

9
0の

３
段
階

そ
の

他
の

市
町
村
→
原

則
と
し

て
当
該
市

町
村
の

所
在

す
る

都
道

府
県

の
指

定
市

の
率

【
非

木
造

】
全

市
町

村
→

1
.0

0
 

（
補
正

率
は

令
和

６
基

準
年

度
の

も
の

）

評
点

一
点

当
た

り
の

価
額

１
円

設
計

管
理

費
等

に
よ

る
補

正
率

…
㋑

物
価
水
準

に
よ
る

補
正
率
…

㋐
＝

×
×

工
事

原
価

に
含

ま
れ

て
い

な
い
設
計

監
理
費

、
一
般
管

理
費
等

負
担

額
を

考
慮

し
て

定
め

て
い

る
。

【
木

造
】

全
市

町
村

→
1
.0

5（
床

面
積
が

お
お
む
ね

1
0㎡

以
下
の

簡
易

構
造

家
屋

は
1.
00

）
【

非
木

造
】

全
市

町
村
→

1
.1

0（
〃

）
 

 
（
補
正

率
は

令
和

６
基

準
年

度
の

も
の

）

㋐
物
価
水
準
に
よ
る
補

正
率

㋑
設
計
管
理
費
等
に
よ

る
補
正
率

＜
評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
＞

（
評
価
基
準
第
２
章
第
４
節
三
）

評
価

基
準

第
２

章
第

４
節

（
経
過
措

置
）
に

よ
る
「
評

点
一
点

当
た

り
の

価
額

」
の

決
定

方
法

が
適

用
さ

れ
る

間
は

、
提

示
平

均
価

額
の
算
定

に
係
る

事
務
（
提

示
平
均

価
額

の
算

定
基

礎
と

な
る

総
評

価
見

込
額

調
査

及
び

提
示

平
均

価
額

の
通
知
）

を
停
止

す
る
。

＜
提
示
平
均
価
額
＞

（
評
価
基
準
第
２
章
第
１
節
三
、
第
４
節
三
）

【
平
成

23
年

1
1月

28
日

付
け

総
務

省
告
示

第
4
9
3号

に
よ
る
改

正
】

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑫

○
基
準
年
度

○
地
方
税
法
に
よ
る
価
格
の
据
置

○
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
る
価
額
の
据
置

家
屋

に
対

し
て

課
す

る
固
定

資
産
税
の

課
税
標

準

令
和

６
年

度
は

基
準

年
度

で
あ
る
。

（
次

回
の

基
準

年
度

は
令

和
９
年
度

（
2
0
27

年
度
）
）

地
方

税
法
第
34
1条

第
６
号
～
８
号
、
第
34
9条

、
評

価
基
準
第
２
章
第
４
節
四

基
準

年
度

に
お

い
て

家
屋

の
評
価
額

が
見
直

さ
れ
た
際

に
、
見

直
し
後

の
評

価
額

が
前

年
度

の
評

価
額

を
上

回
る

場
合

は
、

前
年
度

の
評
価
額

に
据
え

置
か
れ
る

。

【
基

準
年

度
】

当
該

年
度

の
賦

課
期
日

現
在
の
価

格
で
課

税
台
帳
等

に
登

録
さ

れ
た

も
の

【
第

二
年

度
、

第
三

年
度
】

基
準

年
度

の
課

税
標
準

と
な
っ
た

価
格
で

課
税
台
帳

等
に

登
録

さ
れ

た
も

の
※

家
屋
の
改

築
、

損
壊

そ
の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

４
家
屋
の
据
置
制
度
と
評
価
替
え

－250－ －251－



（
７
）

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
の
決
定

工
事

原
価

に
相

当
す

る
費

用
等
に
つ

い
て
、

東
京
都
特

別
区
の

区
域

と
そ

の
他

の
都

市
と

の
物

価
水

準
に

係
る

地
域

的
格

差
を

考
慮

し
て
定
め

て
い
る

。
【

木
造

】
指

定
市

→
1.

0
0、

0.
95

、
0.

9
0の

３
段
階

そ
の

他
の

市
町
村
→
原

則
と
し

て
当
該
市

町
村
の

所
在

す
る

都
道

府
県

の
指

定
市

の
率

【
非

木
造

】
全

市
町

村
→

1
.0

0
 

（
補
正

率
は

令
和

６
基

準
年

度
の

も
の

）

評
点

一
点

当
た

り
の

価
額

１
円

設
計

管
理

費
等

に
よ

る
補

正
率

…
㋑

物
価
水
準

に
よ
る

補
正
率
…

㋐
＝

×
×

工
事

原
価

に
含

ま
れ

て
い

な
い
設
計

監
理
費

、
一
般
管

理
費
等

負
担

額
を

考
慮

し
て

定
め

て
い

る
。

【
木

造
】

全
市

町
村

→
1
.0

5（
床

面
積
が

お
お
む
ね

1
0㎡

以
下
の

簡
易

構
造

家
屋

は
1.
00

）
【

非
木

造
】

全
市

町
村
→

1
.1

0（
〃

）
 

 
（
補
正

率
は

令
和

６
基

準
年

度
の

も
の

）

㋐
物
価
水
準
に
よ
る
補

正
率

㋑
設
計
管
理
費
等
に
よ

る
補
正
率

＜
評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
＞

（
評
価
基
準
第
２
章
第
４
節
三
）

評
価

基
準

第
２

章
第

４
節

（
経
過
措

置
）
に

よ
る
「
評

点
一
点

当
た

り
の

価
額

」
の

決
定

方
法

が
適

用
さ

れ
る

間
は

、
提

示
平

均
価

額
の
算
定

に
係
る

事
務
（
提

示
平
均

価
額

の
算

定
基

礎
と

な
る

総
評

価
見

込
額

調
査

及
び

提
示

平
均

価
額

の
通
知
）

を
停
止

す
る
。

＜
提
示
平
均
価
額
＞

（
評
価
基
準
第
２
章
第
１
節
三
、
第
４
節
三
）

【
平
成

23
年

1
1月

28
日

付
け

総
務

省
告
示

第
4
9
3号

に
よ
る
改

正
】

３
家
屋
評
価
の
仕
組
み
⑫

○
基
準
年
度

○
地
方
税
法
に
よ
る
価
格
の
据
置

○
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
る
価
額
の
据
置

家
屋

に
対

し
て

課
す

る
固
定

資
産
税
の

課
税
標

準

令
和

６
年

度
は

基
準

年
度

で
あ
る
。

（
次

回
の

基
準

年
度

は
令

和
９
年
度

（
2
0
27

年
度
）
）

地
方

税
法
第
34
1条

第
６
号
～
８
号
、
第
34
9条

、
評

価
基
準
第
２
章
第
４
節
四

基
準

年
度

に
お

い
て

家
屋

の
評
価
額

が
見
直

さ
れ
た
際

に
、
見

直
し
後

の
評

価
額

が
前

年
度

の
評

価
額

を
上

回
る

場
合

は
、

前
年
度

の
評
価
額

に
据
え

置
か
れ
る

。

【
基

準
年

度
】

当
該

年
度

の
賦

課
期
日

現
在
の
価

格
で
課

税
台
帳
等

に
登

録
さ

れ
た

も
の

【
第

二
年

度
、

第
三

年
度
】

基
準

年
度

の
課

税
標
準

と
な
っ
た

価
格
で

課
税
台
帳

等
に

登
録

さ
れ

た
も

の
※

家
屋
の
改

築
、

損
壊

そ
の
他
こ

れ
ら

に
類

す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

４
家
屋
の
据
置
制
度
と
評
価
替
え
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５
家
屋
関
係
の
判
例
①

固
定

資
産

評
価

基
準

は
、

法
3
8
8
条

１
項

に
基

づ
き

、
そ

の
明

示
的

具
体

的
委

任
を

受
け

て
、

自
治

大
臣

が
固

定
資

産
の
評
価
の
基
準
並
び
に
評

価
の
実

施
の
方

法
及

び
手
続

き
に
つ

い
て

市
町
村
間
の
評
価
の
統
一
均
衡
化
を
図
る
た
め

に
発
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

昭
和

37
年

改
正

法
に

よ
っ
て

、
固
定

資
産

評
価
基
準
に
「
よ
っ
て
」
固
定
資
産
の
価
格
を

決
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

定
め

ら
れ

、
あ

わ
せ

て
法

3
8
8
条

１
項

に
お

い
て

固
定

資
産

評
価

基
準

を
定

め
告

示
す

る
こ
と
を
自
治
大
臣
に
対
し

、
明
示

的
具
体

的
委

任
を
し

た
経
緯

を
徴

す
る
と
、
市
町
村
長
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準

に
従
っ
て
評
価
を
な
す
べ
く

義
務
づ

け
ら
れ

て
い

る
も
の

と
解
す

る
の

が
相
当
で
あ
る

。
そ
の
意
味
で
固
定
資
産
評
価

基
準
は
法
的
拘
束
力
を
有
し
て
い

る
も
の
と

い
わ

な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。

（
最
高

裁
（

一
小

）
昭
和

61
年

1
2月

11
日
判
決
・
昭
和
58
年
（
行
ツ
）
第
55
号
）

【
判

例
】

「
固
定
資
産
評
価
基

準
に
よ
っ

て
」

（
地

方
税
法
第

40
3条

第
１
項
）
の
意
義

法
3
4
9
条

１
項

の
文
言

か
ら

す
れ
ば

、
同
項

所
定

の
固
定

資
産
税

の
課

税
標

準
で

あ
る

固
定

資
産

の
価

格
で

あ
る

適

正
な

時
価

が
、

基
準

年
度

に
係

る
賦

課
期

日
に

お
け

る
も

の
を

意
味

す
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

り
、

他
の

時
点

の
価

格
を

も
っ

て
土

地
課

税
台

帳
等

に
登

録
す

べ
き

も
の

と
解

す
る

根
拠

は
な

い
。

そ
し

て
、

土
地

に
対

す
る

固
定

資
産

税
は

、
土

地
の

資
産

価
値

に
着

目
し

、
そ

の
所

有
と

い
う

事
実

に
担

税
力

を
認

め
て

課
す

る
一

種
の

財
産

税
で

あ
っ

て
、

個
々

の
土

地
の

収
益

性
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
そ

の
所

有
者

に
対

し
て

課
す

る
も

の
で

あ
る

か
ら

、
上

記
の

適
正

な
時

価
と

は
、

正
常

な
条

件
の

下
に

成
立

す
る

当
該

土
地

の
取

引
価

格
、

す
な

わ
ち

、
客

観
的

な
交

換
価

値
を

い
う
と
解
さ
れ
る
。
 

（
最
高
裁

（
一

小
）

平
成

15
年

6月
26
日
判
決
・
平
成
10
年
（
行
ヒ
）
第
41
号
）

【
判

例
】

適
正
な
時
価

５
家
屋
関
係
の
判
例
②

と
こ

ろ
で

、
評

価
基

準
は

、
家

屋
の

評
価

方
法

と
し

て
、

再
建

築
費

を
基

準
と

す
る

評
価

方
法

、
い

わ
ゆ

る
再

建

築
価

格
方

式
を

採
用

し
て

い
る

。
こ

の
方

法
は

、
評

価
客

体
た

る
家

屋
と

全
く

同
一

の
も

の
を

評
価

の
時

点
に

お
い

て
再

建
築

す
る

場
合

に
必

要
と

さ
れ

る
建

築
費

（
再

建
築

費
）

を
求

め
、

こ
れ

に
各

種
増

減
価

を
施

し
て

家
屋

の
価

格
を

決
定

す
る

も
の

で
あ

り
、

建
物

を
現

実
に

新
築

し
た

際
の

特
殊

事
情

に
左

右
さ

れ
る

こ
と

な
く

適
正

な
時

価
を

算
出
す
る
こ
と
の
で
き
る
最

も
妥

当
な
方
法

で
あ

る
。

（
福

岡
地
裁

平
成
２
年

11
月

６
日
判
決
・
昭
和
60
年
（
行
ウ
）
第
９
号
）

Ａ
市

長
は

、
本

件
建

物
に

つ
い

て
評

価
基

準
に

定
め

る
総

合
比

準
評

価
の

方
法

に
従

っ
て

再
建

築
費

評
点

数
を

算

出
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
評

価
の

方
法

は
、

再
建

築
費

の
算

定
方

法
と

し
て

一
般

的
な

合
理

性
が

あ
る

と
い

う
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
評

点
１

点
当

た
り

の
価

額
 
1
.
1
円

は
、

家
屋

の
資

材
費

、
労

務
費

等
の

工
事

原
価

に
含

ま
れ

な
い

設
計

監
理

費
、

一
般

管
理

費
等

負
担

額
を

反
映

す
る

も
の

と
し

て
、

一
般

的
な

合
理

性
に

欠
け

る
と

こ
ろ

は
な

い
。

そ
し

て
、

鉄
骨

造
（

骨
格

材
の

肉
厚

が
４

㎜
を

超
え

る
も

の
）

の
店

舗
及

び
病

院
用

建
物

に
つ

い
て

評
価

基
準

が
定

め
る

経
年

減
点

補
正

率
は

、
こ

の
種

の
家

屋
に

つ
い

て
通

常
の

維
持

管
理

が
さ

れ
た

場
合

の
減

価
の

手
法

と
し

て
一

般
的
な
合
理
性
を
肯
定
す
る

こ
と

が
で
き
る

。

そ
う

す
る

と
、

Ａ
市

長
が

本
件

建
物

に
つ

い
て

評
価

基
準

に
従

っ
て

決
定

し
た

前
記

価
格

は
、

評
価

基
準

が
定

め

る
評

価
の

方
法

に
よ

っ
て

は
再

建
築

費
を

適
切

に
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

特
別

の
事

情
又

は
評

価
基

準
が

定
め

る
減

点
補

正
を

超
え

る
減

価
を

要
す

る
特

別
の

事
情

の
存

し
な

い
限

り
、

そ
の

適
正

な
時

価
で

あ
る

と
推

認
す

る
の

が
相
当

で
あ
る
。

（
最
高
裁

（
二

小
）

平
成

15
年

7月
18
日
判
決
・
平
成
11
年
（
行
ヒ
）
第
18

2号
）

【
判

例
】

評
価
基
準
に
よ
る
評

価
の
合
理

性

【
判

例
】

再
建
築
価
格
方
式
の

妥
当
性
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５
家
屋
関
係
の
判
例
①

固
定

資
産

評
価

基
準

は
、

法
3
8
8
条

１
項

に
基

づ
き

、
そ

の
明

示
的

具
体

的
委

任
を

受
け

て
、

自
治

大
臣

が
固

定
資

産
の
評
価
の
基
準
並
び
に
評

価
の
実

施
の
方

法
及

び
手
続

き
に
つ

い
て

市
町
村
間
の
評
価
の
統
一
均
衡
化
を
図
る
た
め

に
発
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

昭
和

37
年

改
正

法
に

よ
っ
て

、
固
定

資
産

評
価
基
準
に
「
よ
っ
て
」
固
定
資
産
の
価
格
を

決
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

定
め

ら
れ

、
あ

わ
せ

て
法

3
8
8
条

１
項

に
お

い
て

固
定

資
産

評
価

基
準

を
定

め
告

示
す

る
こ
と
を
自
治
大
臣
に
対
し

、
明
示

的
具
体

的
委

任
を
し

た
経
緯

を
徴

す
る
と
、
市
町
村
長
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準

に
従
っ
て
評
価
を
な
す
べ
く

義
務
づ

け
ら
れ

て
い

る
も
の

と
解
す

る
の

が
相
当
で
あ
る

。
そ
の
意
味
で
固
定
資
産
評
価

基
準
は
法
的
拘
束
力
を
有
し
て
い

る
も
の
と

い
わ

な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。

（
最
高

裁
（

一
小

）
昭
和

61
年

1
2月

11
日
判
決
・
昭
和
58
年
（
行
ツ
）
第
55
号
）

【
判

例
】

「
固
定
資
産
評
価
基

準
に
よ
っ

て
」

（
地

方
税
法
第

40
3条

第
１
項
）
の
意
義

法
3
4
9
条

１
項

の
文
言

か
ら

す
れ
ば

、
同
項

所
定

の
固
定

資
産
税

の
課

税
標

準
で

あ
る

固
定

資
産

の
価

格
で

あ
る

適

正
な

時
価

が
、

基
準

年
度

に
係

る
賦

課
期

日
に

お
け

る
も

の
を

意
味

す
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

り
、

他
の

時
点

の
価

格
を

も
っ

て
土

地
課

税
台

帳
等

に
登

録
す

べ
き

も
の

と
解

す
る

根
拠

は
な

い
。

そ
し

て
、

土
地

に
対

す
る

固
定

資
産

税
は

、
土

地
の

資
産

価
値

に
着

目
し

、
そ

の
所

有
と

い
う

事
実

に
担

税
力

を
認

め
て

課
す

る
一

種
の

財
産

税
で

あ
っ

て
、

個
々

の
土

地
の

収
益

性
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
そ

の
所

有
者

に
対

し
て

課
す

る
も

の
で

あ
る

か
ら

、
上

記
の

適
正

な
時

価
と

は
、

正
常

な
条

件
の

下
に

成
立

す
る

当
該

土
地

の
取

引
価

格
、

す
な

わ
ち

、
客

観
的

な
交

換
価

値
を

い
う
と
解
さ
れ
る
。

 

（
最
高
裁

（
一

小
）

平
成

15
年

6月
26
日
判
決
・
平
成
10
年
（
行
ヒ
）
第
41
号
）

【
判

例
】

適
正
な
時
価

５
家
屋
関
係
の
判
例
②

と
こ

ろ
で

、
評

価
基

準
は

、
家

屋
の

評
価

方
法

と
し

て
、

再
建

築
費

を
基

準
と

す
る

評
価

方
法

、
い

わ
ゆ

る
再

建

築
価

格
方

式
を

採
用

し
て

い
る

。
こ

の
方

法
は

、
評

価
客

体
た

る
家

屋
と

全
く

同
一

の
も

の
を

評
価

の
時

点
に

お
い

て
再

建
築

す
る

場
合

に
必

要
と

さ
れ

る
建

築
費

（
再

建
築

費
）

を
求

め
、

こ
れ

に
各

種
増

減
価

を
施

し
て

家
屋

の
価

格
を

決
定

す
る

も
の

で
あ

り
、

建
物

を
現

実
に

新
築

し
た

際
の

特
殊

事
情

に
左

右
さ

れ
る

こ
と

な
く

適
正

な
時

価
を

算
出
す
る
こ
と
の
で
き
る

最
も
妥

当
な
方
法

で
あ

る
。

（
福

岡
地
裁

平
成
２
年

11
月

６
日
判
決
・
昭
和
60
年
（
行
ウ
）
第
９
号
）

Ａ
市

長
は

、
本

件
建

物
に

つ
い

て
評

価
基

準
に

定
め

る
総

合
比

準
評

価
の

方
法

に
従

っ
て

再
建

築
費

評
点

数
を

算

出
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
評

価
の

方
法

は
、

再
建

築
費

の
算

定
方

法
と

し
て

一
般

的
な

合
理

性
が

あ
る

と
い

う
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
評

点
１

点
当

た
り

の
価

額
 
1
.
1
円

は
、

家
屋

の
資

材
費

、
労

務
費

等
の

工
事

原
価

に
含

ま
れ

な
い

設
計

監
理

費
、

一
般

管
理

費
等

負
担

額
を

反
映

す
る

も
の

と
し

て
、

一
般

的
な

合
理

性
に

欠
け

る
と

こ
ろ

は
な

い
。

そ
し

て
、

鉄
骨

造
（

骨
格

材
の

肉
厚

が
４

㎜
を

超
え

る
も

の
）

の
店

舗
及

び
病

院
用

建
物

に
つ

い
て

評
価

基
準

が
定

め
る

経
年

減
点

補
正

率
は

、
こ

の
種

の
家

屋
に

つ
い

て
通

常
の

維
持

管
理

が
さ

れ
た

場
合

の
減

価
の

手
法

と
し

て
一

般
的
な
合
理
性
を
肯
定
す
る

こ
と

が
で
き
る

。

そ
う

す
る

と
、

Ａ
市

長
が

本
件

建
物

に
つ

い
て

評
価

基
準

に
従

っ
て

決
定

し
た

前
記

価
格

は
、

評
価

基
準

が
定

め

る
評

価
の

方
法

に
よ

っ
て

は
再

建
築

費
を

適
切

に
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

特
別

の
事

情
又

は
評

価
基

準
が

定
め

る
減

点
補

正
を

超
え

る
減

価
を

要
す

る
特

別
の

事
情

の
存

し
な

い
限

り
、

そ
の

適
正

な
時

価
で

あ
る

と
推

認
す

る
の

が
相
当

で
あ
る
。

（
最
高
裁

（
二

小
）

平
成

15
年

7月
18
日
判
決
・
平
成
11
年
（
行
ヒ
）
第
18

2号
）

【
判

例
】

評
価
基
準
に
よ
る
評

価
の
合
理

性

【
判

例
】

再
建
築
価
格
方
式
の

妥
当
性

－252－ －253－



５
家
屋
関
係
の
判
例
③

・
評
価
基
準
の
定
め
る
評

価
方
法

が
適
正
な

時
価

を
算

定
す
る
方

法
と

し
て
一
般
的
な
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
当
該
土
地
の

基
準

年
度
に
係

る
賦

課
期

日
に
お
け

る
登

録
価
格
が
そ
の
評
価
方
法
に
従
っ
て
決
定
さ

れ
た
価
格
を
上
回
る
も
の

で
な

い
場
合
に

は
、

そ
の

登
録
価
格

は
、

そ
の
評
価
方
法
に
よ
っ
て
は
適
正
な
時
価
を

適
切
に
算
定
す
る
こ
と

の
で
き

な
い
特
別

の
事

情
の

存
し
な
い

限
り
、
同
期
日
に
お
け
る
当
該
土
地
の
客
観
的
な

交
換
価
値
と
し
て
の
適
正

な
時

価
を
上
回

る
も

の
で

は
な
い
と

推
認

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

・
土
地
の
基
準
年
度
に
係
る

賦
課

期
日
に
お

け
る

登
録

価
格
の
決

定
が

違
法
と
な
る
の
は
、
当
該
登
録
価
格
が
、

①
当
該
土
地
に
適

用
さ
れ

る
評
価
基

準
の

定
め

る
評
価
方

法
に

従
っ
て
決
定
さ
れ
る
価
格
を
上
回
る
と
き

で
あ
る
か
、

②
こ
れ
を
上
回
る

も
の
で

は
な
い
が

、
そ

の
評

価
方
法
が

適
正

な
時
価
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
一
般
的
な

合
理
性
を
有
す

る
も
の

で
は
な
く

、
又

は
そ

の
評
価
方

法
に

よ
っ
て
は
適
正
な
時
価
を
適
切
に
算
定
す
る

こ
と
の
で
き
な

い
特
別

の
事
情
が

存
す

る
場

合
（
上
記

・
・

・
の
推
認
が
及
ば
ず
、
又
は
そ
の
推
認
が
覆

さ
れ
る
場
合
）

で
あ
っ

て
、
同
期

日
に

お
け

る
当
該
土

地
の

客
観
的
な
交
換
価
値
と
し
て
の
適
正
な
時
価

を
上
回
る
と
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る

。

（
最
高
裁

（
二

小
）

平
成

25
年

7月
12
日
判
決
・
平
成
24
年
（
行
ヒ
）
第
79
号
）

【
判

例
】

価
格
決
定
が
違
法
と

な
る
場
合

５
家
屋
関
係
の
判
例
④

耐
震
改
修
促
進
法
は
、
耐

震
改

修
が
必
要

な
建

築
物

の
所
有
者

に
対

し
て

耐
震
改
修
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
も
の
の
（
同
法
２

条
）

、
こ
れ
を

怠
っ

た
建

築
物
所
有

者
に

対
す

る
罰
則
規
定
は
設
け
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
我
が
国
に
お
い
て

地
震

災
害
に
対

す
る

国
民

の
関
心
が

高
ま

っ
て

い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
良
心
的
な
建
築

物
所
有
者
で
あ
れ
ば
耐
震
診

断
の

結
果
倒
壊

又
は

崩
壊

の
危
険
性

が
高

い
と

判
定
さ
れ
て
い
る
建
築
物
を
耐
震
改
修
工

事
を
行
わ
な
い
ま
ま
使
用
す

る
こ

と
は
で
き

な
い

も
の

と
い
う
べ

き
で

あ
り

、
本
件
建
物
は
、
そ
の
意
味
で
、
い
わ
ば

隠
れ
た
瑕
疵
の
あ
る
建
物
と

い
う

べ
き
で
あ

る
。

そ
し
て
、
本
件
建
物
の
よ

う
に

震
度
６
程

度
の

地
震

が
実
際
に

起
こ

ら
な

け
れ
ば
顕
れ
な
い
設
計
上
の
不
具
合
は
、

実
際

に
目
視
し
得
る
状
況
に

よ
っ

て
判
定
す

る
評

価
基

準
の
損
耗

減
点

補
正
に
よ
っ
て
は
評
価
し
得
な
い
も
の
と
い
う

べ
き

で
あ
る
か
ら
、
本
件
は

、
評

価
基
準
が

定
め

る
減

点
補
正
を

超
え

る
減

価
を
要
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

当
た

る
も
の
と
い
え
、
評
価

基
準

に
よ
っ
て

定
め

ら
れ

た
以
外
の

減
点

補
正
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
仙

台
高
裁

平
成

17
年

８
月
25
日
判
決
・
平
16
（
行
コ
）
第
11
号
）

【
判

例
】

「
特
別
の
事
情
」
が

認
定
さ
れ

た
事

例

－254－ －255－



５
家
屋
関
係
の
判
例
③

・
評
価
基
準
の
定
め
る
評

価
方
法

が
適
正
な

時
価

を
算

定
す
る
方

法
と

し
て
一
般
的
な
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
当
該
土
地

の
基
準

年
度
に
係

る
賦

課
期

日
に
お
け

る
登

録
価
格
が
そ
の
評
価
方
法
に
従
っ
て
決
定
さ

れ
た
価
格
を
上
回
る
も

の
で
な

い
場
合
に

は
、

そ
の

登
録
価
格

は
、

そ
の
評
価
方
法
に
よ
っ
て
は
適
正
な
時
価
を

適
切
に
算
定
す
る
こ
と

の
で
き

な
い
特
別

の
事

情
の

存
し
な
い

限
り

、
同
期
日
に
お
け
る
当
該
土
地
の
客
観
的
な

交
換
価
値
と
し
て
の
適

正
な
時

価
を
上
回

る
も

の
で

は
な
い
と

推
認

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

・
土
地
の
基
準
年
度
に
係

る
賦
課

期
日
に
お

け
る

登
録

価
格
の
決

定
が

違
法
と
な
る
の
は
、
当
該
登
録
価
格
が
、

①
当
該
土
地
に
適
用

さ
れ

る
評
価
基

準
の

定
め

る
評
価
方

法
に

従
っ
て
決
定
さ
れ
る
価
格
を
上
回
る
と
き

で
あ
る
か
、

②
こ
れ
を
上
回
る
も

の
で

は
な
い
が

、
そ

の
評

価
方
法
が

適
正

な
時
価
を
算
定
す
る
方
法
と
し
て
一
般
的
な

合
理
性
を
有
す
る

も
の

で
は
な
く

、
又

は
そ

の
評
価
方

法
に

よ
っ
て
は
適
正
な
時
価
を
適
切
に
算
定
す
る

こ
と
の
で
き
な
い

特
別

の
事
情
が

存
す

る
場

合
（
上
記

・
・

・
の
推
認
が
及
ば
ず
、
又
は
そ
の
推
認
が
覆

さ
れ
る
場
合
）
で

あ
っ

て
、
同
期

日
に

お
け

る
当
該
土

地
の

客
観
的
な
交
換
価
値
と
し
て
の
適
正
な
時
価

を
上
回
る
と
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る

。

（
最
高
裁

（
二

小
）

平
成

25
年

7月
12
日
判
決
・
平
成
24
年
（
行
ヒ
）
第
79
号
）

【
判

例
】

価
格
決
定
が
違
法
と

な
る
場
合

５
家
屋
関
係
の
判
例
④

耐
震
改
修
促
進
法
は
、
耐

震
改

修
が
必
要

な
建

築
物

の
所
有
者

に
対

し
て

耐
震
改
修
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
も
の
の
（
同
法
２

条
）

、
こ
れ
を

怠
っ

た
建

築
物
所
有

者
に

対
す

る
罰
則
規
定
は
設
け
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
我
が
国
に
お
い
て

地
震

災
害
に
対

す
る

国
民

の
関
心
が

高
ま

っ
て

い
る
今
日
に
お
い
て
は
、
良
心
的
な
建
築

物
所
有
者
で
あ
れ
ば
耐
震
診

断
の

結
果
倒
壊

又
は

崩
壊

の
危
険
性

が
高

い
と

判
定
さ
れ
て
い
る
建
築
物
を
耐
震
改
修
工

事
を
行
わ
な
い
ま
ま
使
用
す

る
こ

と
は
で
き

な
い

も
の

と
い
う
べ

き
で

あ
り

、
本
件
建
物
は
、
そ
の
意
味
で
、
い
わ
ば

隠
れ
た
瑕
疵
の
あ
る
建
物
と

い
う

べ
き
で
あ

る
。

そ
し
て
、
本
件
建
物
の
よ

う
に

震
度
６
程

度
の

地
震

が
実
際
に

起
こ

ら
な
け
れ
ば
顕
れ
な
い
設
計
上
の
不
具
合
は
、

実
際

に
目
視
し
得
る
状
況
に
よ
っ

て
判
定
す

る
評

価
基

準
の
損
耗

減
点

補
正

に
よ
っ
て
は
評
価
し
得
な
い
も
の
と
い
う

べ
き

で
あ
る
か
ら
、
本
件
は
、
評

価
基
準
が

定
め

る
減

点
補
正
を

超
え

る
減

価
を
要
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

当
た

る
も
の
と
い
え
、
評
価
基
準

に
よ
っ
て

定
め

ら
れ

た
以
外
の

減
点

補
正

を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
仙

台
高
裁

平
成

17
年

８
月
25
日
判
決
・
平
16
（
行
コ
）
第
11
号
）

【
判

例
】

「
特
別
の
事
情
」
が

認
定
さ
れ

た
事

例

－254－ －255－



５
家
屋
関
係
の
判
例
⑤

思
う
に
、
固
定
資
産
税
は
、
家

屋
等
の
資

産
価

値
に

着
目
し
、

そ
の

所
有

と
い
う
事
実
に
担
税
力
を
認
め
て
課
す
る

一
種

の
財
産
税
で
あ
る
と
こ
ろ
、

新
築
の
家

屋
の

場
合

は
、
一
連

の
新

築
工

事
が
完
了
し
た
段
階
に
お
い
て
初
め
て
家

屋
と

し
て
の
資
産
価
値
が
定
ま
り

、
そ
の
正

確
な

評
価

が
可
能
に

な
る

と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
新
築
工
事
中
の

建
造

物
が
、
工
事
の
途
中
に
お
い

て
も
、
一

定
の

段
階

で
土
地
を

離
れ

た
独

立
の
不
動
産
と
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は

否
定

で
き
な
い
が
、
独
立
の
不
動

産
と
な
る

時
期

及
び

そ
の
時
期

に
お

け
る

所
有
権
の
帰
属
を
認
定
判
断
す
る
こ
と
は

課
税

技
術
的
に
必
ず
し
も
容
易
な

こ
と
で
は

な
い

の
で

あ
っ
て
、

工
事

途
中

の
建
造
物
を
課
税
客
体
と
す
る
こ
と
は
、

固
定

資
産
の
持
つ
資
産
価
値
に
着

目
し
つ
つ

明
確

な
基

準
の
下
に

公
平

な
課

税
を
図
る
べ
き
固
定
資
産
税
制
度
の
趣
旨

に
沿

う
も
の
と
は
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
略

）
以

上
の
よ
う

な
固

定
資

産
税
の
性
質
目
的
及
び
地
方
税
法
の
規
定

の
仕

方
か
ら
す
れ
ば
、
新
築
の
家

屋
は
、
一

連
の

新
築

工
事
が
完

了
し

た
と

き
に
、
固
定
資
産
税
の
課
税
客
体
と
な
る

と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る

。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
見
る
に

、
原
審
の

適
法

に
確

定
し
た
と

こ
ろ

に
よ
る
と
、
本
件
建
物
は
、
注
文
者
と
請
負
人

と
の
間
の
請
負
契
約
に
基
づ
き
新

築
さ
れ
た

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト

造
陸
屋
根
地
下
１
階
地
上
12
階
建
店
舗
・
事
務

所
・
旅
館
で
、
昭
和
50
年
１
月

１
日
現

在
に
お

い
て

は
、

基
礎
工
事

、
鉄

骨
鉄
筋
工
事
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
完

了
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
及
び

床
も
ほ
ぼ

出
来

上
っ

て
い
た
が

、
内

部
仕
上
工
事
、
す
な
わ
ち
床
工
事
、
内
壁
工
事
、

天
井
工
事
、
照
明
器
具
の
設
置
等

が
全
体
と

し
て

未
完

成
の
状
態

に
あ

っ
た
と
こ
ろ
、
請
負
人
は
、
同
月
一
杯
か
か
っ

て
右
内
部
仕
上
工
事
を
完
成
し
、

同
年
２
月

に
請

負
代

金
の
約

80
パ

ー
セ

ン
ト
を
受
領
し
て
本
件
建
物
を
注
文
者
に
引

き
渡
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ

る
と

す
れ

ば
、
本
件

建
物

は
、
昭
和
50
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
は
、

一
連

の
新
築
工
事
が
い
ま
だ

完
了

し
て
お
ら

ず
、

し
た

が
っ
て
固

定
資

産
税

の
課
税
客
体
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の

で
、

同
年
２
月
こ
ろ
に
初
め

て
課

税
客
体
と

な
っ

た
と

い
う
べ
き

で
あ

る
か

ら
、
昭
和
51
年
度
に
お
い
て
は
固
定
資
産

評
価

基
準
に
い
う
「
新
増
分

の
家

屋
」
に
該

当
す

る
も

の
で
あ
り

、
こ

の
こ

と
を
前
提
と
す
る
本
件
不
動
産
取
得
税
賦

課
決

定
は
適
法
と
い
う
べ
き

で
あ

る
。

 
（
最

高
裁

（
二

小
）
昭
和

59
年
1
2月

7日
判
決
・
昭
58
（
行
ツ
）
第
19
号
）

【
判

例
】

新
築
工
事
中
の
家
屋

の
判
定

５
家
屋
関
係
の
判
例
⑥

鉄
骨
造
り
（
骨
格
材
の
肉

厚
が

４
ｍ
ｍ
を

超
え

る
も

の
）
の
店

舗
及

び
病

院
用
建
物
に
つ
い
て
評
価
基
準
が
定
め
る

経
年
減
点
補
正
率
は
、
こ
の

種
の

家
屋
に
つ

い
て

の
通

常
の
維
持

管
理

が
さ

れ
た
場
合
の
減
価
の
手
法
と
し
て
一
般
的

な
合
理
性
を
肯
定
す
る
こ
と

が
で

き
る
。

（
最

高
裁
平

成
15
年
７

月
18
日
判
決
・
平
成
11
年
（
行
ヒ
）
第
18

2号
）

【
判

例
】

経
年
減
点
補
正
率
の

一
般
的
な

合
理

性
に

つ
い
て

被
控
訴
人
は
、
評
価
基
準
が
鉄

筋
コ
ン
ク

リ
ー

ト
造

店
舗
に
つ

き
毎

年
1.
6％

ず
つ
5
0年

に
わ
た
っ
て
減
価
し
、
50
年

経
過

後
の
残
価
率
を
20
％
と

し
て

い
る

こ
と
に

つ
い

て
、

こ
れ
は
減

価
償

却
に
お
い
て
は
同
種
建
物
の
法
定
耐
用
年
数

が
39
年
と
さ
れ
て
い
る
現
在

の
社

会
情
勢
に

そ
ぐ

わ
な

い
旨
主
張

す
る

。
し
か
し
な
が
ら
、
税
法
上
の
減
価
償
却
制
度

は
、

企
業
の
資
産
償
却
を
損

金
と

し
て
処
理

す
る

こ
と

を
認
め
る

た
め

の
も
の
で
あ
る
。
他
方
、

評
価
基
準
は
、
一
定

の
経

過
年
数
を
超
え
た
後
の

家
屋

の
最
終
残

価
率

を
20
％

と
し
て

い
る

が
、

こ
れ
は
家
屋
の
財
産
的
価
値
の
評
価
を
そ

の
物

的
価
値
と
使
用
価
値
の

両
者

に
着
目
し

て
行

い
、

家
屋
が
家

屋
と

し
て

所
有
さ
れ
て
い
る
以
上
、
最
小
使
用
価
値

と
し

て
20
％
は
存
す
る
と
の

考
え

に
基
づ
く

も
の

で
あ

っ
て
、
税

法
上

の
減

価
償
却
制
度
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
家
屋

の
価

値
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
り

、
減
価
償

却
に

お
け

る
法
定
耐

用
年

数
と
異
な
る
こ
と
を
も
っ
て
、
評
価
基
準
の
経

過
年

数
に
応
ず
る
減
点
補
正
が
不

合
理
で
あ

る
と

い
う

こ
と
は
で

き
な

い
。

（
仙

台
高
裁

平
成

17
年

８
月
25
日
判
決
・
平
16
（
行
コ
）
第
11
号
）

【
判

例
】

最
終
残
価
率
に
つ
い

て
適
当
で

あ
る

と
し

た
事
例

－256－ －257－



５
家
屋
関
係
の
判
例
⑤

思
う
に
、
固
定
資
産
税
は
、
家

屋
等
の
資

産
価

値
に

着
目
し
、

そ
の

所
有

と
い
う
事
実
に
担
税
力
を
認
め
て
課
す
る

一
種

の
財
産
税
で
あ
る
と
こ
ろ
、

新
築
の
家

屋
の

場
合

は
、
一
連

の
新

築
工

事
が
完
了
し
た
段
階
に
お
い
て
初
め
て
家

屋
と

し
て
の
資
産
価
値
が
定
ま
り

、
そ
の
正

確
な

評
価

が
可
能
に

な
る

と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
新
築
工
事
中
の

建
造

物
が
、
工
事
の
途
中
に
お
い

て
も
、
一

定
の

段
階

で
土
地
を

離
れ

た
独

立
の
不
動
産
と
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は

否
定

で
き
な
い
が
、
独
立
の
不
動

産
と
な
る

時
期

及
び

そ
の
時
期

に
お

け
る

所
有
権
の
帰
属
を
認
定
判
断
す
る
こ
と
は

課
税

技
術
的
に
必
ず
し
も
容
易
な

こ
と
で
は

な
い

の
で

あ
っ
て
、

工
事

途
中

の
建
造
物
を
課
税
客
体
と
す
る
こ
と
は
、

固
定

資
産
の
持
つ
資
産
価
値
に
着

目
し
つ
つ

明
確

な
基

準
の
下
に

公
平

な
課

税
を
図
る
べ
き
固
定
資
産
税
制
度
の
趣
旨

に
沿

う
も
の
と
は
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
略

）
以

上
の
よ
う

な
固

定
資

産
税
の
性
質
目
的
及
び
地
方
税
法
の
規
定

の
仕

方
か
ら
す
れ
ば
、
新
築
の
家

屋
は
、
一

連
の

新
築

工
事
が
完

了
し

た
と

き
に
、
固
定
資
産
税
の
課
税
客
体
と
な
る

と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
見

る
に

、
原
審
の

適
法

に
確

定
し
た
と

こ
ろ

に
よ

る
と
、
本
件
建
物
は
、
注
文
者
と
請
負
人

と
の
間
の
請
負
契
約
に
基
づ

き
新

築
さ
れ
た

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト

造
陸

屋
根
地
下
１
階
地
上
12
階
建
店
舗
・
事
務

所
・
旅
館
で
、
昭
和
50
年
１

月
１

日
現

在
に
お

い
て

は
、

基
礎
工
事

、
鉄

骨
鉄
筋
工
事
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
完

了
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

及
び

床
も
ほ
ぼ

出
来

上
っ

て
い
た
が

、
内

部
仕

上
工
事
、
す
な
わ
ち
床
工
事
、
内
壁
工
事
、

天
井
工
事
、
照
明
器
具
の
設

置
等

が
全
体
と

し
て

未
完

成
の
状
態

に
あ

っ
た

と
こ
ろ
、
請
負
人
は
、
同
月
一
杯
か
か
っ

て
右
内
部
仕
上
工
事
を
完
成

し
、

同
年
２
月

に
請

負
代

金
の
約

80
パ

ー
セ

ン
ト
を
受
領
し
て
本
件
建
物
を
注
文
者
に
引

き
渡
し
た
、
と
い
う
の
で
あ

る
。

そ
う
で
あ

る
と

す
れ

ば
、
本
件

建
物

は
、

昭
和
50
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
は
、

一
連

の
新
築
工
事
が
い
ま
だ

完
了

し
て
お
ら

ず
、

し
た

が
っ
て
固

定
資

産
税

の
課
税
客
体
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の

で
、

同
年
２
月
こ
ろ
に
初
め

て
課

税
客
体
と

な
っ

た
と

い
う
べ
き

で
あ

る
か

ら
、
昭
和
51
年
度
に
お
い
て
は
固
定
資
産

評
価

基
準
に
い
う
「
新
増
分

の
家

屋
」
に
該

当
す

る
も

の
で
あ
り

、
こ

の
こ

と
を
前
提
と
す
る
本
件
不
動
産
取
得
税
賦

課
決

定
は
適
法
と
い
う
べ
き

で
あ

る
。

 
（
最

高
裁

（
二

小
）
昭
和

59
年
1
2月

7日
判
決
・
昭
58
（
行
ツ
）
第
19
号
）

【
判

例
】

新
築
工
事
中
の
家
屋

の
判
定

５
家
屋
関
係
の
判
例
⑥

鉄
骨
造
り
（
骨
格
材
の
肉

厚
が

４
ｍ
ｍ
を

超
え

る
も

の
）
の
店

舗
及

び
病

院
用
建
物
に
つ
い
て
評
価
基
準
が
定
め
る

経
年

減
点
補
正
率
は
、
こ
の
種
の

家
屋
に
つ

い
て

の
通

常
の
維
持

管
理

が
さ

れ
た
場
合
の
減
価
の
手
法
と
し
て
一
般
的

な
合

理
性
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
最

高
裁
平

成
15
年
７

月
18
日
判
決
・
平
成
11
年
（
行
ヒ
）
第
18

2号
）

【
判

例
】

経
年
減
点
補
正
率
の

一
般
的
な

合
理

性
に

つ
い
て

被
控
訴
人
は
、
評
価
基
準

が
鉄

筋
コ
ン
ク

リ
ー

ト
造

店
舗
に
つ

き
毎

年
1.
6％

ず
つ
5
0年

に
わ
た
っ
て
減
価
し
、
50
年

経
過

後
の
残
価
率
を
20
％
と

し
て

い
る

こ
と
に

つ
い

て
、

こ
れ
は
減

価
償

却
に
お
い
て
は
同
種
建
物
の
法
定
耐
用
年
数

が
39
年
と
さ
れ
て
い
る
現
在

の
社

会
情
勢
に

そ
ぐ

わ
な

い
旨
主
張

す
る

。
し
か
し
な
が
ら
、
税
法
上
の
減
価
償
却
制
度

は
、

企
業
の
資
産
償
却
を
損

金
と

し
て
処
理

す
る

こ
と

を
認
め
る

た
め

の
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
評
価
基
準
は
、
一
定

の
経

過
年
数
を
超
え
た
後
の

家
屋

の
最
終
残

価
率

を
20
％

と
し
て

い
る

が
、
こ
れ
は
家
屋
の
財
産
的
価
値
の
評
価
を
そ

の
物

的
価
値
と
使
用
価
値
の
両
者

に
着
目
し

て
行

い
、

家
屋
が
家

屋
と

し
て

所
有
さ
れ
て
い
る
以
上
、
最
小
使
用
価
値

と
し

て
20
％
は
存
す
る
と
の
考
え

に
基
づ
く

も
の

で
あ

っ
て
、
税

法
上

の
減

価
償
却
制
度
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
家
屋

の
価

値
を
評
価
す
る
も
の
で

あ
り

、
減
価
償

却
に

お
け

る
法
定
耐

用
年

数
と

異
な
る
こ
と
を
も
っ
て
、
評
価
基
準
の
経

過
年

数
に
応
ず
る
減
点
補
正
が
不

合
理
で
あ

る
と

い
う

こ
と
は
で

き
な

い
。

（
仙

台
高
裁

平
成

17
年

８
月
25
日
判
決
・
平
16
（
行
コ
）
第
11
号
）

【
判

例
】

最
終
残
価
率
に
つ
い

て
適
当
で

あ
る

と
し

た
事
例

－256－ －257－



３
標
準

量
の

見
直

し
及
び
評
点
項
目
等
の
改
正

（
２
）
自
治
体
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
近
年
施
工
が
増
え
て
い
る
評
点
項
目
を

新
設
す

る
と

と
も
に
、

施
工
事

例
の

少
な

い
評
点
項
目
を
削
除
す
る
。

（
１
）
近
年
の
建
築
実
態
に
即
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
再
建
築
費
評
点
基
準
表
に

係
る
以

下
の

点
に
つ
い

て
改
正

す
る

。

①
木
造
の
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物
に
お
け
る
標
準
量
並
び
に
補
正
項
目
及
び

補
正
係
数

②
非
木
造
家
屋
に
お
け
る
標
準
量
並
び
に
補
正
項
目
及
び
補
正
係
数

③
非
木
造
の
集
合
形
式
住
宅
用
建
物
の
部
分
別
「
内
壁
仕
上
」
、
「
床
仕
上

」
及
び
「
天
井
仕
上
」
へ
の
総
合
評
点
方
式
の

導
入

４
標
準

評
点

数
の

算
定

令
和
４
年
７
月
の
東
京
都
に
お
け
る
物
価
水
準
に
よ
り
算
定
し
た
工
事
原
価
に

相
当
す

る
費

用
を
基
礎

と
し
て

、
標

準
評

点
数
を
算
定
す
る
。

そ
の
上
で
、
一
部
の
資
材
に
係
る
急
激
な
価
格
高
騰
の
実
情
を
踏
ま
え
、
適
正

化
の
観

点
か

ら
一
定
の

補
正
を

行
う

。

２
部
分
別
区
分
の
見
直
し

簡
素
化
・
合
理
化
の
観

点
か
ら
、
木
造
家
屋
と
非
木
造
家
屋
に
お
け
る
部
分
別
区

分
の
内

容
を

共
通
化
す

る
た
め

の

見
直
し
を
行
う
。

１
用
途

別
区

分
の

整
理
統
合

簡
素
化
・
合
理
化
の
観

点
か
ら
、
再
建
築
費
評
点
基
準
表
（
別
表
第
8及

び
第
1
2。

以
下
同

じ
。

）
に
お
け

る
用
途

別

区
分
に
つ
い
て
、
構
造
が
類
似
す
る
区
分
の
統
合
や
建
築
実
態
が
少
な
い
区
分
の
廃

止
等
を

行
う

。

＜
６
月
告
示
＞

令
和
５

年
６

月
30
日
総

務
省

告
示

第
24
7号

６
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
係
る
評
価
基
準
の
改
正
概
要
①

５
家
屋
関
係
の
判
例
⑦

＜
従
業
員
宿
舎
＞

①
本
件
寄
宿
舎
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
従
業
員
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
寄
宿
舎
の
需
要
は
ゴ
ル
フ

場
の
需
給
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
数
は
標
準
値
よ
り
も
少
な
く
、
冬
季
の
閉
鎖
期

間
が
あ
る
な
ど
、
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
需
要
が
高
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
②
本
件
寄
宿
舎
に
つ
い
て
地
元
企
業
等
の

従
業
員
宿
舎
と
し
て
の
利
用
を
考
え
た
場
合
に
お
い
て
も
、
Ｃ
町
に
お
い
て
は
、
従
業
員
宿
舎
を
購
入
し
て
従
業
員
を

増
加
す
る
見
込
み
の
あ
る
地
元
企
業
の
存
在
が
多
い
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
本
件
寄
宿
舎
の
位
置
す
る
Ｂ
県
Ｃ
町
に
お

い
て
は
、
人
口
、
世
帯
数
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
過
疎
地
で
あ
り
、
商
業
、
工
業
と
も
に
事
業
所
数
、
商
品
販
売
額
、

製
造
品
出
荷
額
は
少
な
く
、
全
般
に
減
少
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
今
後
も
大
幅
な
増
加
を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
こ
と

か
ら
す
る
と
、
町
外
か
ら
Ｃ
町
へ
の
企
業
進
出
が
増
加
す
る
と
も
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
③
Ｃ
町
内
に
民
間
ア
パ
ー
ト

は
見
受
け
ら
れ
ず
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
者
は
極
め
て
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
一
般
の
賃
貸
用
ア
パ
ー
ト
と
し
て
の
利

用
も
考
え
に
く
い
こ
と
、
の
各
事
実
が
認
め
ら
れ
、
以
上
の
認
定
事
実
を
総
合
す
る
と
、
本
件
寄
宿
舎
の
需
要
は
、
本

件
ゴ
ル
フ
場
の
経
営
企
業
を
除
き
極
め
て
少
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
寄
宿
舎
は
、
所
在
地
域
の
状
況
に
よ
り

そ
の
価
額
が
減
少
す
る
と
認
め
ら
れ
る
非
木
造
家
屋
に
該
当
し
、
需
給
事
情
に
よ
る
減
点
補
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
・
・
・

＜
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
＞

①
本
件
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
と
一
体
利
用
さ
れ
て
は
じ
め
て
機
能
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
建

物
で
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
か
ら
分
離
し
た
場
合
に
は
利
用
者
が
極
め
て
少
な
く
、
他
の
転
用
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い

た
め
、
市
場
性
は
低
く
、
需
要
は
ゴ
ル
フ
場
の
需
給
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
②
本
件
ゴ
ル
フ
場
は
Ｂ
県
の

山
間
部
に
あ
り
、
冬
場
の
１
月
か
ら
２
月
に
は
閉
鎖
期
間
と
な
り
、
1
2
月
で
も
積
雪
が
多
い
場
合
は
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
、

③
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
付
近
に
、
集
客
力
の
あ
る
著
名
な
観
光
施
設
は
少
な
く
、
都
心
部
か
ら
の
距
離
か
ら
し
て
も
、
集

客
力
が
弱
い
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
本
件
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
所
在
地
域
の
状
況
に
よ
り

そ
の
価
額
が
減
少
す
る
と
認
め
ら
れ
る
非
木
造
家
屋
に
該
当
し
、
需
給
事
情
に
よ
る
減
点
補
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
広
島
高
裁
平
成
2
3
年
１
月
2
6
日
判
決
・
平
2
2
（
行
コ
）
第
３
号
）

【
判
例
】

需
給
事
情
補
正
の
適
用
に
関
す
る
事
例
（
ゴ
ル
フ
場
の
従
業
員
宿
舎
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
評
価
）

※
本

訴
訟

の
敗

訴
を
受

け
、
全

国
町

村
会

か
ら
適

用
範

囲
等

の
明

確
化

要
望

が
あ
っ
た
た
め
、
平

成
2
4
年

度
以

降
検

討
を
進

め
、
H
2
6
.3
.2
6
に
適

用
に
当

た
っ
て
の

留
意

事
項

を
通

知
。
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５
家
屋
関
係
の
判
例
⑦

＜
従

業
員
宿
舎
＞

①
本
件
寄
宿
舎
は
、
ゴ
ル
フ
場

の
従
業
員

宿
舎

と
し

て
使
用
さ

れ
て

い
る

と
こ
ろ
、
本
件
寄
宿
舎
の
需
要
は
ゴ
ル
フ

場
の

需
給
動
向
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
が
、

本
件

ゴ
ル

フ
場
の
利

用
者

数
は

標
準
値
よ
り
も
少
な
く
、
冬
季
の
閉
鎖
期

間
が

あ
る
な
ど
、
ゴ
ル
フ
場
と
し

て
の
需
要

が
高

い
と

は
い
え
な

い
こ

と
、

②
本
件
寄
宿
舎
に
つ
い
て
地
元
企
業
等
の

従
業

員
宿
舎
と
し
て
の
利
用
を
考

え
た
場
合

に
お

い
て

も
、
邑
南

町
に

お
い

て
は
、
従
業
員
宿
舎
を
購
入
し
て
従
業
員

を
増

加
す
る
見
込
み
の
あ
る
地
元

企
業
の
存

在
が

多
い

と
は
い
え

ず
、

ま
た

、
本
件
寄
宿
舎
の
位
置
す
る
島
根
県
邑
智

郡
邑

南
町
に
お
い
て
は
、
人
口
、

世
帯
数
と

も
に

減
少

傾
向
に
あ

る
過

疎
地

で
あ
り
、
商
業
、
工
業
と
も
に
事
業
所
数
、

商
品

販
売
額
、
製
造
品
出
荷
額
は

少
な
く
、

全
般

に
減

少
傾
向
を

示
し

て
お

り
、
今
後
も
大
幅
な
増
加
を
見
込
む
こ
と

は
難

し
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
町

外
か
ら
邑

南
町

へ
の

企
業
進
出

が
増

加
す

る
と
も
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
③
邑
南
町

内
に

民
間
ア
パ
ー
ト
は
見
受
け
ら

れ
ず
、
賃

貸
住

宅
へ

の
入
居
者

は
極

め
て

少
な
い
地
域
で
あ
り
、
一
般
の
賃
貸
用
ア

パ
ー

ト
と
し
て
の
利
用
も
考
え
に

く
い
こ
と

、
の

各
事

実
が
認
め

ら
れ

、
以

上
の
認
定
事
実
を
総
合
す
る
と
、
本
件
寄

宿
舎

の
需
要
は
、
本
件
ゴ
ル
フ
場

の
経
営
企

業
を

除
き

極
め
て
少

な
い

と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
寄
宿
舎
は
、
所
在

地
域

の
状
況
に
よ
り
そ
の
価
額
が

減
少
す
る

と
認

め
ら

れ
る
非
木

造
家

屋
に

該
当
し
、
需
給
事
情
に
よ
る
減
点
補
正
を

行
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、
・

・
・

＜
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
＞

①
本
件
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
本

件
ゴ
ル
フ

場
と

一
体

利
用
さ
れ

て
は

じ
め

て
機
能
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
建

物
で

あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
か
ら
分
離

し
た
場
合

に
は

利
用

者
が
極
め

て
少

な
く

、
他
の
転
用
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い

た
め

、
市
場
性
は
低
く
、
需
要
は

ゴ
ル
フ
場

の
需

給
動

向
に
大
き

く
左

右
さ

れ
る
こ
と
、
②
本
件
ゴ
ル
フ
場
は
島
根
県

の
山

間
部
に
あ
り
、
冬
場
の
１
月

か
ら
２
月

に
は

閉
鎖

期
間
と
な

り
、

12
月

で
も
積
雪
が
多
い
場
合
は
閉
鎖
さ
れ
る
こ

と
、

③
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
付
近
に

、
集
客
力

の
あ

る
著

名
な
観
光

施
設

は
少

な
く
、
都
心
部
か
ら
の
距
離
か
ら
し
て
も
、

集
客

力
が
弱
い
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ

認
め
ら
れ

、
こ

れ
ら

に
よ
れ
ば

、
本

件
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
所
在
地
域
の
状
況
に
よ

り
そ

の
価
額
が
減
少
す
る
と
認
め

ら
れ
る
非

木
造

家
屋

に
該
当
し

、
需

給
事

情
に
よ
る
減
点
補
正
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

（
広

島
高
裁

平
成

23
年

１
月
26
日
判
決
・
平
22
（
行
コ
）
第
３
号
）

【
判

例
】

需
給
事
情
補
正
の
適

用
に
関
す

る
事

例
（

ゴ
ル
フ
場

の
従

業
員

宿
舎
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
評
価
）

※
本
訴
訟
の
敗
訴
を
受
け
、
全
国
町
村
会
か

ら
適
用
範
囲
等
の
明
確
化
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
平
成

2
4
年
度
以
降
検
討
を
進
め
、

H
2
6
.3

.2
6
に
適
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
通
知
。

３
標
準

量
の

見
直

し
及
び
評
点
項
目
等
の
改
正

（
２
）
自
治
体
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
近
年
施
工
が
増
え
て
い
る
評
点
項
目
を

新
設
す

る
と

と
も
に
、

施
工
事

例
の

少
な

い
評
点
項
目
を
削
除
す
る
。

（
１
）
近
年
の
建
築
実
態
に
即
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
再
建
築
費
評
点
基
準
表
に

係
る
以

下
の

点
に
つ
い

て
改
正

す
る

。

①
木
造
の
戸
建
形
式
住
宅
用
建
物
に
お
け
る
標
準
量
並
び
に
補
正
項
目
及
び

補
正
係
数

②
非
木
造
家
屋
に
お
け
る
標
準
量
並
び
に
補
正
項
目
及
び
補
正
係
数

③
非
木
造
の
集
合
形
式
住
宅
用
建
物
の
部
分
別
「
内
壁
仕
上
」
、
「
床
仕
上

」
及
び
「
天
井
仕
上
」
へ
の
総
合
評
点
方
式
の

導
入

４
標
準

評
点

数
の

算
定

令
和
４
年
７
月
の
東
京
都
に
お
け
る
物
価
水
準
に
よ
り
算
定
し
た
工
事
原
価
に

相
当
す

る
費

用
を
基
礎

と
し
て

、
標

準
評

点
数
を
算
定
す
る
。

そ
の
上
で
、
一
部
の
資
材
に
係
る
急
激
な
価
格
高
騰
の
実
情
を
踏
ま
え
、
適
正

化
の
観

点
か

ら
一
定
の

補
正
を

行
う

。

２
部
分
別
区
分
の
見
直
し

簡
素
化
・
合
理
化
の
観

点
か
ら
、
木
造
家
屋
と
非
木
造
家
屋
に
お
け
る
部
分
別
区

分
の
内

容
を

共
通
化
す

る
た
め

の

見
直
し
を
行
う
。

１
用
途

別
区

分
の

整
理
統
合

簡
素
化
・
合
理
化
の
観

点
か
ら
、
再
建
築
費
評
点
基
準
表
（
別
表
第
8及

び
第
1
2。

以
下
同

じ
。

）
に
お
け

る
用
途

別

区
分
に
つ
い
て
、
構
造
が
類
似
す
る
区
分
の
統
合
や
建
築
実
態
が
少
な
い
区
分
の
廃

止
等
を

行
う

。

＜
６
月
告
示
＞

令
和
５

年
６

月
30
日
総

務
省

告
示

第
24
7号

６
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
係
る
評
価
基
準
の
改
正
概
要
①
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＜
改

正
後

＞

木
造

家
屋

：
７
種

類

非
木

造
家

屋
：

９
種

類

＜
改
正
内
容
＞

・
よ
り
簡
素
か
つ

合
理

的
な

評
価

の
実

現
に

資
す

る
、

新
た

な
用
途

別
区

分
の
設

定

・
区
別
が
つ
き
に

く
い

用
途

別
区

分
の

廃
止

・
家
屋
の
仕
様
が

類
似

し
て

い
る

用
途

別
区

分
の

整
理

統
合

・
新
築
家
屋
が
ほ

と
ん

ど
存

在
し

な
い

用
途

別
区

分
の

廃
止

・
木
造
家
屋
と
非

木
造

家
屋

に
お

け
る

名
称

の
統

一
化

等

＜
現

行
＞

木
造
家
屋

：
１

３
種

類

非
木
造
家
屋
：

９
種
類

木
造
家
屋
再
建
築
費
評

点
基

準
表

（
別

表
第

8）
及

び
非

木
造

家
屋

再
建
築

費
評

点
基

準
表

（
別

表
第

12
）
の

用
途
別
区
分
に
つ
い
て
、
簡

素
化

・
合

理
化

の
観

点
か

ら
、
以

下
の

見
直
し
を
行

う
。

（
１
）

用
途
別
区
分
の
整
理
統
合

①

◆
木
造
家
屋
再
建
築
費
評

点
基

準
表

の
見
直

し

現
行

（
1
3
種
類
）

見
直

し
後

（
７
種

類
）

１
専

用
住

宅
用

建
物

１
戸
建
形
式
住

宅
用

建
物

【
名

称
変

更
】

２
専

用
住

宅
用

建
物

以
外

の
建

物

（
１
）
 共

同
住

宅
及

び
寄

宿
舎

用
建

物
２

集
合
形
式
住
宅
用

建
物

【
名

称
変

更
】

（
２
）
併

用
住

宅
用

建
物

【
廃

止
】

（
３
）
 ホ

テ
ル
、
団

体
旅

館
及

び
簡

易
旅
館
用
建
物

【
統
合
】

３
事
務
所
、
店

舗
用

建
物

（
４
）
 普

通
旅

館
及

び
料

亭
用

建
物

（
５
）
 事

務
所

及
び
銀

行
用

建
物

４
病
院
用
建
物

（
６
）
 店

舗
用

建
物

【
統

合
】

（
７
）
劇

場
用

建
物

５
ホ
テ
ル
、
旅
館
用

建
物

【
名

称
変

更
】

（
８
）
 病

院
用

建
物

６
劇
場
用
建
物

（
９
）
工

場
、
倉

庫
用

建
物

７
工
場
、
倉
庫

用
建

物

（
１
０
）
附

属
家

用
建

物
【
統

合
】

（
１
１
）
 簡

易
附

属
家

用
建

物
【
統

合
】

（
１
２
）
土

蔵
用

建
物

（
廃

止
）

※
「
料
亭
用
建
物
」
は
「
事
務
所
、
店
舗
用
建
物
」
に
統
合

（
１
）

用
途
別
区
分
の
整
理
統
合

②
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＜
改

正
後

＞

木
造

家
屋

：
７
種

類

非
木

造
家

屋
：

９
種

類

＜
改
正
内
容
＞

・
よ
り
簡
素
か
つ

合
理

的
な

評
価

の
実

現
に

資
す

る
、

新
た

な
用
途

別
区

分
の
設

定

・
区
別
が
つ
き
に

く
い

用
途

別
区

分
の

廃
止

・
家
屋
の
仕
様
が

類
似

し
て

い
る

用
途

別
区

分
の

整
理

統
合

・
新
築
家
屋
が
ほ

と
ん

ど
存

在
し

な
い

用
途

別
区

分
の

廃
止

・
木
造
家
屋
と
非

木
造

家
屋

に
お

け
る

名
称

の
統

一
化

等

＜
現

行
＞

木
造
家
屋

：
１

３
種

類

非
木
造
家
屋
：

９
種
類

木
造
家
屋
再
建
築
費

評
点

基
準

表
（
別

表
第

8）
及

び
非

木
造

家
屋

再
建
築

費
評

点
基

準
表

（
別

表
第

12
）
の

用
途
別
区
分
に
つ
い
て
、
簡

素
化

・
合

理
化

の
観

点
か

ら
、
以

下
の

見
直

し
を
行

う
。

（
１
）

用
途
別
区
分
の
整
理
統
合

①

◆
木
造
家
屋
再
建
築
費
評

点
基

準
表

の
見
直

し

現
行

（
1
3
種
類
）

見
直

し
後

（
７
種

類
）

１
専

用
住

宅
用

建
物

１
戸
建
形
式
住

宅
用

建
物

【
名

称
変

更
】

２
専

用
住

宅
用

建
物

以
外

の
建

物

（
１
）
 共

同
住

宅
及

び
寄

宿
舎

用
建

物
２

集
合
形
式
住
宅
用

建
物

【
名

称
変

更
】

（
２
）
併

用
住

宅
用

建
物

【
廃

止
】

（
３
）
 ホ

テ
ル
、
団

体
旅

館
及

び
簡

易
旅

館
用
建
物

【
統
合
】

３
事
務
所
、
店
舗
用

建
物

（
４
）
 普

通
旅

館
及

び
料

亭
用

建
物

（
５
）
 事

務
所

及
び
銀

行
用

建
物

４
病
院
用
建
物

（
６
）
 店

舗
用

建
物

【
統

合
】

（
７
）
劇

場
用

建
物

５
ホ
テ
ル
、
旅
館
用

建
物

【
名

称
変

更
】

（
８
）
 病

院
用

建
物

６
劇
場
用
建
物

（
９
）
工

場
、
倉

庫
用

建
物

７
工
場
、
倉
庫
用
建

物

（
１
０
）
附

属
家

用
建

物
【
統

合
】

（
１
１
）
 簡

易
附

属
家

用
建

物
【
統

合
】

（
１
２
）
土

蔵
用

建
物

（
廃

止
）

※
「
料
亭
用
建
物
」
は
「
事
務
所
、
店
舗
用
建
物
」
に
統
合

（
１
）

用
途
別
区
分
の
整
理
統
合

②
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◆
非
木
造
家
屋
再
建
築
費

評
点

基
準

表
の
見

直
し

現
行

（
９
種
類
）

見
直

し
後

（
９
種

類
）

１
事

務
所

、
店

舗
、
百

貨
店

用
建

物
１

戸
建
形
式
住
宅

用
建

物

２
事

務
所

、
店

舗
、
百

貨
店

用
建

物
以
外

の
建
物

２
集
合
形
式
住
宅

用
建

物

（
１
）
 住

宅
、
ア
パ

ー
ト
用

建
物

【
分

割
】

３
事
務
所
、
店
舗

用
建

物

４
病
院
、
ホ
テ
ル

用
建

物

（
２
）
 病

院
、
ホ
テ
ル

用
建

物
５

工
場
、
倉

庫
用

建
物

（
３
）
 劇

場
、
娯

楽
場

用
等

の
ホ
ー
ル

型
建
物

【
統
合
】

（
４
）
工

場
、
倉

庫
、
市

場
用

建
物

（
５
）
 住

宅
用

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

建
物

【
分
割
・
統
合
】

６
軽
量
鉄
骨
造
建

物

（
６
）
 軽

量
鉄

骨
造

建
物

（
１
）

戸
建

形
式

住
宅

用
建

物

ア
住

宅
、
ア
パ

ー
ト
用

建
物

【
分

割
】

（
２
）

集
合

形
式

住
宅

用
建

物

イ
工

場
、
倉

庫
、
市

場
用

建
物

（
３
）

事
務

所
、
店

舗
用

建
物

ウ
事

務
所

、
店

舗
、
百

貨
店

等
用

建
物

（
４
）

工
場

、
倉

庫
用

建
物

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

（
１
）

用
途
別
区
分
の
整
理
統
合

③

○
木
造
家
屋
に
お
け
る
部

分
別

区
分
で

あ
る

「
柱

・
壁

体
」

に
「

屋
根
構

造
」
と

「
床

構
造

」
を

統
合

し
、

新
た
な
評
点
項
目
「
主

体
構

造
部
」

を
設

け
る

。

○
木
造
家
屋
及
び
非
木
造

家
屋

に
お
け

る
「

主
体

構
造

部
」

の
上

位
概
念

と
な
る

部
分

別
区

分
と

し
て

、

新
た
に
「
構
造
部
」
を

設
け

る
。

柱
・
壁
体

屋
根 床

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

鉄
骨

造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

軽
量

鉄
骨

造

基
礎

工
事

基
礎

構
造

部
分

（
小
屋

組
な
ど
）

仕
上

部
分

（
瓦
・
鋼

板
な
ど
）

構
造

部
分

（
床
版

な
ど
）

仕
上

部
分

（
畳
・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
）

屋
根

構
造

屋
根

仕
上

床
構

造

床
仕

上

柱
・
壁

体

基
礎

（
見

直
し
前
）

（
見

直
し
後

）

主 体 構 造 部

構 造 部

【
非

木
造

家
屋

】
【
木

造
家

屋
】

間
仕

切
骨

組

外
周

壁
骨

組

床
構

造

屋
根

構
造

主 体 構 造 部

構 造 部

※
太
字
部
分
が
新

設
※

太
字

部
分

が
新

設

（
２
）

部
分
別
区
分
の
見
直
し
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◆
非
木
造
家
屋
再
建
築
費

評
点

基
準

表
の
見

直
し

現
行

（
９
種
類
）

見
直

し
後

（
９
種

類
）

１
事

務
所

、
店

舗
、
百

貨
店

用
建

物
１

戸
建
形
式

住
宅

用
建

物

２
事

務
所

、
店

舗
、
百

貨
店

用
建

物
以
外

の
建
物

２
集
合
形
式

住
宅

用
建

物

（
１
）
 住

宅
、
ア
パ

ー
ト
用

建
物

【
分

割
】

３
事
務
所
、
店
舗

用
建

物

４
病
院
、
ホ
テ
ル

用
建

物

（
２
）
 病

院
、
ホ
テ
ル

用
建

物
５

工
場
、
倉

庫
用

建
物

（
３
）
 劇

場
、
娯

楽
場

用
等

の
ホ
ー
ル

型
建
物

【
統
合
】

（
４
）
工

場
、
倉

庫
、
市

場
用

建
物

（
５
）
 住

宅
用

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

建
物

【
分
割
・
統
合
】

６
軽
量
鉄
骨

造
建

物

（
６
）
 軽

量
鉄

骨
造

建
物

（
１
）

戸
建

形
式

住
宅

用
建

物

ア
住

宅
、
ア
パ

ー
ト
用

建
物

【
分

割
】

（
２
）

集
合

形
式

住
宅

用
建

物

イ
工

場
、
倉

庫
、
市

場
用

建
物

（
３
）

事
務

所
、
店

舗
用

建
物

ウ
事

務
所

、
店

舗
、
百

貨
店

等
用

建
物

（
４
）

工
場

、
倉

庫
用

建
物

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

【
名
称
変
更
】

（
１
）

用
途
別
区
分
の
整
理
統
合

③

○
木
造
家
屋
に
お
け
る
部

分
別

区
分
で

あ
る

「
柱

・
壁

体
」

に
「

屋
根
構

造
」
と

「
床

構
造

」
を

統
合

し
、

新
た
な
評
点
項
目
「
主

体
構

造
部
」

を
設

け
る

。

○
木
造
家
屋
及
び
非
木
造

家
屋

に
お
け

る
「

主
体

構
造

部
」

の
上

位
概
念

と
な
る

部
分

別
区

分
と

し
て

、

新
た
に
「
構
造
部
」
を

設
け

る
。

柱
・
壁
体

屋
根 床

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

鉄
骨

造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

軽
量

鉄
骨

造

基
礎

工
事

基
礎

構
造

部
分

（
小
屋

組
な
ど
）

仕
上

部
分

（
瓦
・
鋼

板
な
ど
）

構
造

部
分

（
床
版

な
ど
）

仕
上

部
分

（
畳
・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
）

屋
根

構
造

屋
根

仕
上

床
構

造

床
仕

上

柱
・
壁

体

基
礎

（
見

直
し
前
）

（
見

直
し
後

）

主 体 構 造 部

構 造 部

【
非

木
造

家
屋

】
【
木

造
家

屋
】

間
仕

切
骨

組

外
周

壁
骨

組

床
構

造

屋
根

構
造

主 体 構 造 部

構 造 部

※
太
字
部
分
が
新

設
※

太
字

部
分

が
新

設

（
２
）

部
分
別
区
分
の
見
直
し
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鉄
骨
量

(t/
m

2)

鉄
筋
量

(t/
m

2)

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
量

(m
3/

m
2)

外
周
壁
骨
組

(m
2/

m
2)

間
仕
切
骨
組

(m
2/

m
2)

外
壁
仕
上

(m
2/

m
2)

内
壁
仕
上

(m
2/

m
2)

建
具

(m
2/

m
2)

0.
09

2
0.

09
0

0.
72

0
1.

06
1.

21
1.

06
3.

00
0.

75
0.

09
6

0.
12

2
0.

77
1

0.
89

1.
25

0.
88

2.
65

0.
42

10
4%

13
6%

10
7%

84
%

10
3%

83
%

88
%

56
%

鉄
骨
量

(t/
m

2)

鉄
筋
量

(t/
m

2)

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
量

(m
3/

m
2)

外
周
壁
骨
組

(m
2/

m
2)

間
仕
切
骨
組

(m
2/

m
2)

外
壁
仕
上

(m
2/

m
2)

内
壁
仕
上

(m
2/

m
2)

建
具

(m
2/

m
2)

0.
09

2
0.

07
6

0.
61

0
0.

91
0.

10
0.

91
1.

21
0.

20
0.

09
0

0.
14

6
0.

95
9

0.
38

0.
24

0.
55

0.
57

0.
13

98
%

19
2%

15
7%

42
%

24
0%

60
%

47
%

65
%

R3
基
準

R6
基
準

変
動
率
（
R6
/R
3）

変
動
率
（
R6
/R
3）

工
場
、
倉
庫
用

建
物

R6
基
準

集
合
形
式
住
宅
用

建
物

R3
基
準

【
上

記
以
外
の
非
木
造
家
屋
】

全
国

の
既

存
家

屋
を
対

象
と
し
た
施

工
数

量
の
調

査
結

果
に
基

づ
い
て
算

出
。

（
見
直
し
の
一
例
）

【
戸

建
形
式
住
宅
用
建
物
（
木

造
・
非

木
造

共
通

）
】

標
準

モ
デ
ル

家
屋

の
構

造
計

算
に
基

づ
い
て
算

出
。

部
分
別

（標
準
量
単
位
）

柱
・
壁
体

（
㎡
／
㎡
）

鉄
骨

量
（
ｔ／

㎡
）

鉄
筋

量
（
ｔ／

㎡
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
量

（
㎥

／
㎡

）
基

礎
（
ｍ
／

㎡
）

外
周

壁
骨
組

（
㎡

／
㎡
）

間
仕
切
骨
組

（
㎡
／
㎡
）

外
壁
仕
上

（
㎡
／
㎡
）

内
壁
仕
上

（
㎡
／
㎡
）

建
具

（
㎡
／
㎡
）

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

木
造

2
.0

0
2
.1

9
－

－
－

－
－

－

0
.9

5

0
.9

2

－
－

－
－

1
.2

0

1
.3

8

2
.6

0

2
.8

1
0
.8

3
0
.6

1
非
木
造

軽
量

鉄
骨
造

－
－

0
.0

4
2

0
.0

3
9

－
－

－
－

1
.0

6
1
.3

8
1
.2

1
0
.8

1
1
.0

6
3
.0

0
鉄
骨
造

－
－

0
.0

9
2

0
.0

6
4

－
－

－
－

1
.0

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

－
－

－
－

0
.0

9
0
.0

4
0
.7

2
0
.6

9

S造
RC
造（
３
）

標
準
量
の
見
直
し

○
非

木
造
の
集
合
形
式
住
宅
用
建

物
に
お

け
る

「
内

壁
仕
上
」

､「
床

仕
上
」

及
び
「
天
井
仕
上
」
の
使
用
資
材
や
施
工
割
合

は
概

ね
同
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら

、
現
行
の

項
目

別
評

点
方
式
に

加
え

、
標

準
的
な
資
材
及
び
施
工
割
合
に
よ
り
設
定
し
た

総
合

評
点
方
式
を
設
け
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
標
準
的
な
施
工

の
集
合

住
宅

は
、

項
目
別
に

評
価

す
る

こ
と
な
く
評
点
付
設
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
評
価

が
簡

素
化
さ
れ
る
。

【
内
壁
仕
上
の
例
】

【
適

用
で
き
る
家
屋
】

○
住
戸
内
部
の
内
壁
及
び
天
井

が
主
に
ク

ロ
ス

貼
、

床
が
主
に

フ
ロ

ー
リ

ン
グ
が
施
工
さ
れ
た
集
合
住
宅

○
共
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
エ

ン
ト
ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

、
管
理
人

室
、

廊
下

等
で
構
成
さ
れ
る
一
般
的
な
集
合
住
宅

※
想
定
さ
れ
る
仕
様
が
上
記
と

大
き
く
異

な
る

と
考

え
ら
れ
る

、
居

住
用

超
高
層
建
築
物
（
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
）
や

下
層
階
が
店
舗
等
で
あ
る

複
合
用

途
家
屋
に

つ
い

て
は

、
原
則
と

し
て

適
用
対
象
外

※
「
内
壁
仕
上
」
の
他
、
「
床
仕
上
」
及
び
「

天
井
仕
上
」
に
も
総
合
評
点
方
式
を
設
け
る
。

増
点

補
正

率
標

　
　

　
準

減
点

補
正

率

1
.
1
7

1
.
0

0
.
8
5

 
延

べ
床

面
積

 
1
.
0
㎡

当
た

り
 
3
.
1
0
㎡

の
も

の

 
延

べ
床

面
積

 
1
.
0
㎡

当
た

り
 
2
.
6
5
㎡

の
も

の

 
延

べ
床

面
積

 
1
.
0
㎡

当
た

り
 
2
.
2
5
㎡

の
も

の

1
.
2
0

1
.
0

0
.
8
0

 
程

度
の

良
い

 
も

の
 
普

通
の

も
の

 
程

度
の

悪
い

 
も

の

7
,
2
8
0

施
工
の

程
　
度

補
　
正

　
項

　
目

　
及

　
び

　
補

　
正

　
係

　
数

計 算 単 位
補
正
項
目

内 壁 仕 上

総 合 評 点 方 式

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
7
,
2
8
0

当 た り 二 ・ 六 五 平 方 メ ー ト ル

延 べ 床 面 積 一 ・ 〇 平 方 メ ー ト ル

内
壁
仕
上

面
 
積
 
の

大
　
 
 
小

部 分 別
評
　
点
　
項
　
目
　
及
　
び
　
標
　
準
　
評
　
点
　
数

標 準 量

延 べ 床 面 積

鉄
　
　
骨
　
　
造

（
４
）

非
木
造
・
集
合
形
式
住
宅
用
建
物
の
部
分
別
｢内

壁
仕
上
｣､
｢床

仕
上
｣

 及
び

 ｢
天
井
仕
上
｣に

係
る
総
合
評
点
方
式
の
導
入
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鉄
骨
量

(t/
m
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鉄
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(t/
m
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(m
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m
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外
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壁
骨
組
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2/
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間
仕
切
骨
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仕
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仕
上

(m
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建
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0
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72
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21
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7%

84
%

10
3%

83
%

88
%

56
%

鉄
骨
量

(t/
m

2)

鉄
筋
量

(t/
m

2)

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
量

(m
3/

m
2)

外
周
壁
骨
組

(m
2/

m
2)

間
仕
切
骨
組

(m
2/

m
2)

外
壁
仕
上

(m
2/

m
2)

内
壁
仕
上

(m
2/

m
2)

建
具

(m
2/

m
2)

0.
09

2
0.

07
6

0.
61

0
0.

91
0.

10
0.

91
1.

21
0.

20
0.

09
0

0.
14

6
0.

95
9

0.
38

0.
24

0.
55

0.
57

0.
13

98
%

19
2%

15
7%

42
%

24
0%

60
%

47
%

65
%

R3
基
準

R6
基
準

変
動
率
（
R6
/R
3）

変
動
率
（
R6
/R
3）

工
場
、
倉
庫
用

建
物

R6
基
準

集
合
形
式
住
宅
用

建
物

R3
基
準

【
上

記
以
外
の
非
木
造
家
屋
】

全
国

の
既

存
家

屋
を
対

象
と
し
た
施

工
数

量
の
調

査
結

果
に
基

づ
い
て
算

出
。

（
見
直
し
の
一
例
）

【
戸

建
形
式
住
宅
用
建
物
（
木

造
・
非

木
造

共
通

）
】

標
準

モ
デ
ル

家
屋

の
構

造
計

算
に
基

づ
い
て
算

出
。

部
分
別

（標
準
量
単
位
）

柱
・
壁
体

（
㎡
／
㎡
）

鉄
骨

量
（
ｔ／

㎡
）

鉄
筋

量
（
ｔ／

㎡
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
量

（
㎥

／
㎡

）
基

礎
（
ｍ
／

㎡
）

外
周

壁
骨
組

（
㎡

／
㎡
）

間
仕
切
骨
組

（
㎡
／
㎡
）

外
壁
仕
上

（
㎡
／
㎡
）

内
壁
仕
上

（
㎡
／
㎡
）

建
具

（
㎡
／
㎡
）

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

R
3

R
6

木
造

2
.0

0
2
.1

9
－

－
－

－
－

－

0
.9

5

0
.9

2

－
－

－
－

1
.2

0

1
.3

8

2
.6

0

2
.8

1
0
.8

3
0
.6

1
非
木
造

軽
量

鉄
骨
造

－
－

0
.0

4
2

0
.0

3
9

－
－

－
－

1
.0

6
1
.3

8
1
.2

1
0
.8

1
1
.0

6
3
.0

0
鉄
骨
造

－
－

0
.0

9
2

0
.0

6
4

－
－

－
－

1
.0

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

－
－

－
－

0
.0

9
0
.0

4
0
.7

2
0
.6

9

S造
RC
造（
３
）

標
準
量
の
見
直
し

○
非

木
造
の
集
合
形
式
住
宅
用
建

物
に
お

け
る

「
内

壁
仕
上
」

､「
床

仕
上
」

及
び
「
天
井
仕
上
」
の
使
用
資
材
や
施
工
割
合

は
概

ね
同
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら

、
現
行
の

項
目

別
評

点
方
式
に

加
え

、
標

準
的
な
資
材
及
び
施
工
割
合
に
よ
り
設
定
し
た

総
合

評
点
方
式
を
設
け
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
標
準
的
な
施
工

の
集
合

住
宅

は
、

項
目
別
に

評
価

す
る

こ
と
な
く
評
点
付
設
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
評
価

が
簡

素
化
さ
れ
る
。

【
内
壁
仕
上
の
例
】

【
適

用
で
き
る
家
屋
】

○
住
戸
内
部
の
内
壁
及
び
天
井

が
主
に
ク

ロ
ス

貼
、

床
が
主
に

フ
ロ

ー
リ

ン
グ
が
施
工
さ
れ
た
集
合
住
宅

○
共
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
エ

ン
ト
ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

、
管
理
人

室
、

廊
下

等
で
構
成
さ
れ
る
一
般
的
な
集
合
住
宅

※
想
定
さ
れ
る
仕
様
が
上
記
と

大
き
く
異

な
る

と
考

え
ら
れ
る

、
居

住
用

超
高
層
建
築
物
（
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
）
や

下
層
階
が
店
舗
等
で
あ
る

複
合
用

途
家
屋
に

つ
い

て
は

、
原
則
と

し
て

適
用
対
象
外

※
「
内
壁
仕
上
」
の
他
、
「
床
仕
上
」
及
び
「

天
井
仕
上
」
に
も
総
合
評
点
方
式
を
設
け
る
。

増
点

補
正

率
標

　
　

　
準

減
点

補
正

率

1
.
1
7

1
.
0

0
.
8
5

 
延

べ
床

面
積

 
1
.
0
㎡

当
た

り
 
3
.
1
0
㎡

の
も

の

 
延

べ
床

面
積

 
1
.
0
㎡

当
た

り
 
2
.
6
5
㎡

の
も

の

 
延

べ
床

面
積

 
1
.
0
㎡

当
た

り
 
2
.
2
5
㎡

の
も

の

1
.
2
0

1
.
0

0
.
8
0

 
程

度
の

良
い

 
も

の
 
普

通
の

も
の

 
程

度
の

悪
い

 
も

の

7
,
2
8
0

施
工
の

程
　
度

補
　
正

　
項

　
目

　
及

　
び

　
補

　
正

　
係

　
数

計 算 単 位
補
正
項
目

内 壁 仕 上

総 合 評 点 方 式

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

7
,
2
8
0

当 た り 二 ・ 六 五 平 方 メ ー ト ル

延 べ 床 面 積 一 ・ 〇 平 方 メ ー ト ル

内
壁
仕
上

面
 
積
 
の

大
　
 
 
小

部 分 別
評
　
点
　
項
　
目
　
及
　

び
　
標
　
準
　
評
　
点
　
数

標 準 量

延 べ 床 面 積

鉄
　
　
骨
　
　
造

（
４
）

非
木
造
・
集
合
形
式
住
宅
用
建
物
の
部
分
別
｢内

壁
仕
上
｣､
｢床

仕
上
｣

 及
び

 ｢
天
井
仕
上
｣に

係
る
総
合
評
点
方
式
の
導
入
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国
産
木
材
の
利
用

を
促
進

す
る
国

の
施

策
等
に
よ
り
、
近

年
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
※
）
を
施

工
し
た
非
木

造
家
屋
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
家

屋
を
適

正
に
評

価
す
る
た
め
、
非
木

造
家

屋
の

部
分

別
「
主
体
構

造
部
」
の

「
屋
根
構

造
」
、
「
床

構
造
」
及

び
「
外

周
壁
骨

組
」
に
評

点
項
目

を
新

設
す
る
。

※
  
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
：
C

ro
ss

 L
am

in
at

e
d
 T

im
b
e
rの

略
称

で
、
ひ
き
板

（
ラ
ミ
ナ
）
を
並

べ
た
後

、
繊

維
方

向
が
直

交
す
る
よ
う
に
積

層
接

着
し
た
大

版
の

パ
ネ
ル

C
L
T
パ

ネ
ル

C
L
T
パ

ネ
ル

を
間
仕

切
に
使
用

し
た
例

（
銘

建
工

業
株

式
会
社

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
引

用
）

（
C

L
T
デ
ザ

イ
ン
ノ
ー
ト
（
（一

社
）
日
本

C
L
T
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
よ
り
引
用
）

○
柱

は
鉄

骨
で
、

床
・
壁

に
C

L
T
を
採
用
し
た
例

※
２
０
１
９
年

２
月
竣
工

所
在

地
：
宮

城
県
仙

台
市

設
計

施
工

：
竹

中
工

務
店

■
 Ｃ

Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
（非

木
造

部
分

別
「
主

体
構

造
部

」）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
住
宅
・
木
材
技
術

セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

（
５
）

評
点
項
目
の
新
設

令
和
３

基
準

令
和
６
基
準

資
材

費
評

点
数

労
務
費

評
点
数

下
地

そ
の
他

の
評

点
数

標
準

評
点

数
資

材
費

評
点

数
労
務
費

評
点
数

下
地
そ
の
他

の
評
点
数

標
準

評
点
数

6
,
0
5
9

9
,
2
5
8

2
,
1
2
4

1
7
,
4
4
0

6
,
1
9
2

9
,
6
1
4

2
,
2
6
8

1
8
,
0
7
0

標
準

評
点

数
の

算
定

根
拠

と
な
る

資
材
費

・
労
務
費

等
に
つ

い
て
、
公

表
さ

れ
て

い
る

建
設

物
価

資
料

で
継
続
性

、
信

頼
性

が
あ

る
と
考
え
ら

れ
る
も

の
（
建
設

物
価

（
（
一
財
）

建
設
物
価
調
査
会
発
行
）
、

公
共

工
事

設
計

労
務
単
価

（
国
土
交
通
省
発
表
）
等

）
に
よ

り
、
価

格
調
査
基

準
時
点

（
令
和
４

年
７

月
）

の
物

価
等

に
基

づ
い

て
算

定
す
る
（

下
記

の
例

）
。

そ
の
上
で
、

一
部
の

資
材
に
係

る
標
準

評
点
数
を

適
正

化
し

た
。

＜
例

１
＞
木
造
家
屋

戸
建
形
式
住

宅
用
建

物
部
分
別
「
床
仕
上
」

評
点
項

目
「

石
材

系
仕
上
・

並
」

（
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）

＜
変
動
理
由
＞

資
材
価
格
の
上
昇
等

＜
例

２
＞
非
木
造
家
屋

事
務
所
、

店
舗
用

建
物

部
分
別
「
主
体
構
造
部

」
評

点
項

目
「

鉄
骨
」
（

１
ト

ン
当

た
り
）

令
和
３
基
準

令
和
６
基
準

資
材
費

評
点
数

施
工
費

評
点
数

標
準

評
点

数
資
材
費

評
点
数

施
工
費

評
点
数

標
準

評
点
数

1
0
0
,
9
6
6

1
2
7
,
6
2
0

2
2
8
,
5
8
0

1
3
9
,
3
1
0

1
2
0
,
1
0
0

2
5
9
,
4
1
0

＜
変
動
理
由
＞

資
材
価
格
の
上
昇
等

※
資
材
費
評
点
数
及
び
標
準
評
点
数
は
適
正
化
前
の
数
値

（
６
）

標
準
評
点
数
の
算
定
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国
産
木
材
の
利
用

を
促
進

す
る
国

の
施

策
等
に
よ
り
、
近

年
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
※
）
を
施

工
し
た
非
木

造
家
屋
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
家

屋
を
適

正
に
評

価
す
る
た
め
、
非
木

造
家

屋
の

部
分

別
「
主
体
構

造
部
」
の

「
屋
根
構

造
」
、
「
床

構
造
」
及

び
「
外

周
壁
骨

組
」
に
評

点
項
目

を
新

設
す
る
。

※
  
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
：
C

ro
ss

 L
am

in
at

e
d
 T

im
b
e
rの

略
称

で
、
ひ
き
板

（
ラ
ミ
ナ
）
を
並

べ
た
後

、
繊

維
方

向
が
直

交
す
る
よ
う
に
積

層
接

着
し
た
大

版
の

パ
ネ
ル

C
L
T
パ

ネ
ル

C
L
T
パ

ネ
ル

を
間
仕

切
に
使
用

し
た
例

（
銘

建
工

業
株

式
会
社

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
引

用
）

（
C

L
T
デ
ザ

イ
ン
ノ
ー
ト
（
（一

社
）
日
本

C
L
T
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
よ
り
引
用
）

○
柱

は
鉄

骨
で
、

床
・
壁

に
C

L
T
を
採
用
し
た
例

※
２
０
１
９
年

２
月
竣
工

所
在

地
：
宮

城
県
仙

台
市

設
計

施
工

：
竹

中
工

務
店

■
 Ｃ

Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
（非

木
造

部
分

別
「
主

体
構

造
部

」）

（
公
益
財
団
法
人
日
本
住
宅
・
木
材
技
術

セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

（
５
）

評
点
項
目
の
新
設

令
和
３

基
準

令
和
６
基
準

資
材

費
評

点
数

労
務
費

評
点
数

下
地

そ
の
他

の
評

点
数

標
準

評
点

数
資

材
費

評
点

数
労
務
費

評
点
数

下
地
そ
の
他

の
評
点
数

標
準

評
点
数

6
,
0
5
9

9
,
2
5
8

2
,
1
2
4

1
7
,
4
4
0

6
,
1
9
2

9
,
6
1
4

2
,
2
6
8

1
8
,
0
7
0

標
準

評
点

数
の

算
定

根
拠

と
な
る

資
材
費

・
労
務
費

等
に
つ

い
て
、
公

表
さ

れ
て

い
る

建
設

物
価

資
料

で
継
続
性

、
信

頼
性

が
あ

る
と
考
え
ら

れ
る
も

の
（
建
設

物
価

（
（
一
財
）

建
設
物
価
調
査
会
発
行
）
、

公
共

工
事

設
計

労
務
単
価

（
国
土
交
通
省
発
表
）
等

）
に
よ

り
、
価

格
調
査
基

準
時
点

（
令
和
４

年
７

月
）

の
物

価
等

に
基

づ
い

て
算

定
す
る
（

下
記

の
例

）
。

そ
の
上
で
、

一
部
の

資
材
に
係

る
標
準

評
点
数
を

適
正

化
し

た
。

＜
例

１
＞
木
造
家
屋

戸
建
形
式
住

宅
用
建

物
部
分
別
「
床
仕
上
」

評
点
項

目
「

石
材

系
仕
上
・

並
」

（
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）

＜
変
動
理
由
＞

資
材
価
格
の
上
昇
等

＜
例

２
＞
非
木
造
家
屋

事
務
所
、

店
舗
用

建
物

部
分
別
「
主
体
構
造
部

」
評

点
項

目
「

鉄
骨
」
（

１
ト

ン
当

た
り
）

令
和
３
基
準

令
和
６
基
準

資
材
費

評
点
数

施
工
費

評
点
数

標
準

評
点

数
資
材
費

評
点
数

施
工
費

評
点
数

標
準

評
点
数

1
0
0
,
9
6
6

1
2
7
,
6
2
0

2
2
8
,
5
8
0

1
3
9
,
3
1
0

1
2
0
,
1
0
0

2
5
9
,
4
1
0

＜
変
動
理
由
＞

資
材
価
格
の
上
昇
等

※
資
材
費
評
点
数
及
び
標
準
評
点
数
は
適
正
化
前
の
数
値

（
６
）

標
準
評
点
数
の
算
定
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8
0.

0

1
00

.0

1
20

.0

1
40

.0

1
60

.0

1
80

.0

2
00

.0

2
20

.0

2
40

.0

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

建
設
資
材
物
価
指
数
（
東
京
）
合
板

（
2
0
1
1
年

3
月
の
「建

築
総
合
」
＝

10
0）

9
0.

0

1
10

.0

1
30

.0

1
50

.0

1
70

.0

1
90

.0

2
10

.0

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

建
設

資
材

物
価

指
数

（
東

京
）
製

材
（
2
0
1
1
年

3
月
の
「建

築
総
合
」
＝

10
0）

9
5.

0
1
00

.0
1
05

.0
1
10

.0
1
15

.0
1
20

.0
1
25

.0
1
30

.0
1
35

.0

2019年7月

2019年10月

2020年1月

2020年4月

2020年7月

2020年10月

2021年1月

2021年4月

2021年7月

2021年10月

2022年1月

2022年4月

2022年7月

2022年10月
建

設
資

材
物

価
指

数
と
消

費
者

物
価
指
数

（
い
ず
れ

も
2
0
2
0
年

7
月

＝
1
0
0
）

建
設
資
材
物
価
指
数

消
費
者
物
価
指
数

①
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
・
「
ア
イ
ア
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
や

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
と
い
っ
た
近

年
に
例

の
な
い
背

景

  
【
事

情
の

特
殊

性
】

②
建

築
資
材
価
格
の
上
昇
率

が
同

期
間

で
の

一
般

物
価

の
上

昇
率

よ
り
は

る
か
に
高

い
【
建

築
資

材
価

格
の

異
常

性
】

③
一

部
の
資
材
に
つ
い
て
、
価

格
調

査
基

準
時

点
（
R

4
.7
月

）
の

価
格

が
一

時
的
か

つ
特

異
な
も
の

と
考

え
ら
れ

る

 【
基

準
時

点
価

格
の

一
過

性
・
特

異
性

】

令
和

６
基
準
年
度
に
向
け
た
家

屋
評

価
に
あ
た
り
、
価

格
調

査
基

準
時

点
（
R

4
.7
月

）
の

物
価

水
準

を
そ
の

ま
ま
用
い
る
こ
と
が

「
適

正
な
時
価
」
を
求
め
る
観
点

か
ら
適

当
で
は

な
い
と
考

え
ら
れ

る
こ
と
か

ら
、
一
部

の
資

材
に
係

る
標

準
評

点
数

を
補

正
す
る

こ
と
に
よ
り
、
評
価
基
準
の
適
正

化
を
図

る
も
の

。

2
0
1
9
（
R
元

）
年

7
月

2
0
2
2
（
R

4
）
年

7
月

上
昇
率

建
設

資
材

物
価

指
数

1
0
7
.6

1
3
6
.0

2
6
.4
％

消
費

者
物

価
指

数
9
9
.6

1
0
0
.6

1
.0
％

2
0
1
9
（
R
元
）
年

7
月

A
2
0
2
2
（
R

4
）
年

7
月

B
2
0
2
2
（
R

4
）
年

1
2
月

C
A
→

B
上

昇
率

D
A
→

C
上

昇
率

E
上

昇
率

の
差

D
 -

E

製
材

1
0
5
.9

1
9
5
.3

1
6
1
.8

8
4
.4
％

5
2
.8
％

3
1
.6
％

合
板

1
0
7
.9

2
2
9
.4

2
0
0
.8

1
1
2
.6
％

8
6
.1
％

2
6
.5
％

※
い

ず
れ

の
指

数
も
、
公
表
値
を
基
に
総
務

省
に
お
い
て
グ
ラ
フ
を
作
成
。

（
７
）

標
準
評
点
数
の
適
正
化
に
つ
い
て

（
８
）

地
方
財
政
審
議
会
意

見

固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に
係
る
意
見

令
和
５
年
４
月
２
１
日

地
方

財
政

審
議

会

最
近
の
建
築
資
材
価
格
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
・
「
ア
イ
ア

ン
シ
ョ
ッ
ク
」
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
っ
た
近
年
に
例
の
な
い
背
景
の
も
と
、
一
般
物
価

の
上
昇
率
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
水
準
で
急
激
に
高
騰
し
て
お
り
、
か
つ
、
一
部
の
資
材
に

つ
い
て
は
そ
の
後
の
短
期
間
で
価
格
が
大
き
く
下
落
す
る
な
ど
、
当
該
価
格
高
騰
は
一
過
性

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
当
審
議
会
は
、
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
際
し
て
、
令
和
６
年

度
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
２
年
前
の
７
月
（
令
和
４
年
７
月
）
現
在
の
物
価
水
準
を
そ

の
ま
ま
家
屋
評
価
の
基
準
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
適
当
と
は
言
い
が
た
く
、
固
定
資
産
評

価
基
準
別
表
第
８
、
別
表
第
１
２
及
び
別
表
第
１
２
の
２
に
規
定
す
る
標
準
評
点
数
の
改
正

に
当
た
っ
て
は
、
木
材
及
び
鉄
鋼
に
係
る
資
材
価
格
を
適
正
化
し
た
う
え
で
標
準
評
点
数
を

設
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
課
税
庁
の
評
価
替
え
事
務
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改

正
事
項
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
に
対
し
て
可
能
な
限
り
早
く
情
報
提
供
す
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
今
後
の
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
標
準
評
点
数
の
設
定
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
適
正
な
時
価
の
算
定
に
資
す
る
よ
う
、
更
な
る
適
正
化
に
向
け
た
検
討
を

進
め
ら
れ
た
い
。
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建
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価
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数
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年
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月
の
「建

築
総
合
」
＝

10
0）

9
0.

0

1
10

.0
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.0

1
50

.0

1
70
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90

.0

2
10

.0

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

建
設

資
材

物
価

指
数

（
東

京
）
製

材
（
2
0
1
1
年

3
月
の
「建

築
総
合
」
＝

10
0）

9
5.

0
1
00

.0
1
05

.0
1
10

.0
1
15

.0
1
20

.0
1
25

.0
1
30

.0
1
35

.0

2019年7月

2019年10月

2020年1月

2020年4月

2020年7月

2020年10月

2021年1月

2021年4月

2021年7月

2021年10月

2022年1月

2022年4月

2022年7月

2022年10月

建
設

資
材

物
価

指
数

と
消

費
者

物
価
指
数

（
い
ず
れ

も
2
0
2
0
年

7
月

＝
1
0
0
）

建
設
資
材
物
価
指
数

消
費
者
物
価
指
数

①
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
・
「
ア
イ
ア
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
や

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
と
い
っ
た
近

年
に
例

の
な
い
背

景

  
【
事

情
の

特
殊

性
】

②
建

築
資
材
価
格
の
上
昇
率

が
同

期
間

で
の

一
般

物
価

の
上

昇
率

よ
り
は

る
か
に
高

い
【
建

築
資

材
価

格
の

異
常

性
】

③
一

部
の
資
材
に
つ
い
て
、
価

格
調

査
基

準
時

点
（
R

4
.7
月

）
の

価
格

が
一

時
的
か

つ
特

異
な
も
の

と
考

え
ら
れ

る

 【
基

準
時

点
価

格
の

一
過

性
・
特

異
性

】

令
和

６
基
準
年
度
に
向
け
た
家

屋
評

価
に
あ
た
り
、
価

格
調

査
基

準
時

点
（
R

4
.7
月

）
の

物
価

水
準

を
そ
の

ま
ま
用
い
る
こ
と
が

「
適

正
な
時
価
」
を
求
め
る
観
点

か
ら
適

当
で
は

な
い
と
考

え
ら
れ

る
こ
と
か

ら
、
一
部

の
資

材
に
係

る
標

準
評

点
数

を
補

正
す
る

こ
と
に
よ
り
、
評
価
基
準
の
適
正

化
を
図

る
も
の

。

2
0
1
9
（
R
元

）
年

7
月

2
0
2
2
（
R

4
）
年

7
月

上
昇
率

建
設

資
材

物
価

指
数

1
0
7
.6

1
3
6
.0

2
6
.4
％

消
費

者
物

価
指

数
9
9
.6

1
0
0
.6

1
.0
％

2
0
1
9
（
R
元
）
年

7
月

A
2
0
2
2
（
R

4
）
年

7
月

B
2
0
2
2
（
R

4
）
年

1
2
月

C
A
→

B
上

昇
率

D
A
→

C
上

昇
率

E
上

昇
率

の
差

D
 -

E

製
材

1
0
5
.9

1
9
5
.3

1
6
1
.8

8
4
.4
％

5
2
.8
％

3
1
.6
％

合
板

1
0
7
.9

2
2
9
.4

2
0
0
.8

1
1
2
.6
％

8
6
.1
％

2
6
.5
％

※
い

ず
れ

の
指

数
も
、
公
表
値
を
基
に
総
務

省
に
お
い
て
グ
ラ
フ
を
作
成
。

（
７
）

標
準
評
点
数
の
適
正
化
に
つ
い
て

（
８
）

地
方
財
政
審
議
会
意

見

固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に
係
る
意
見

令
和
５
年
４
月
２
１
日

地
方

財
政

審
議

会

最
近
の
建
築
資
材
価
格
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
・
「
ア
イ
ア

ン
シ
ョ
ッ
ク
」
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
っ
た
近
年
に
例
の
な
い
背
景
の
も
と
、
一
般
物
価

の
上
昇
率
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
水
準
で
急
激
に
高
騰
し
て
お
り
、
か
つ
、
一
部
の
資
材
に

つ
い
て
は
そ
の
後
の
短
期
間
で
価
格
が
大
き
く
下
落
す
る
な
ど
、
当
該
価
格
高
騰
は
一
過
性

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
当
審
議
会
は
、
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
際
し
て
、
令
和
６
年

度
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
２
年
前
の
７
月
（
令
和
４
年
７
月
）
現
在
の
物
価
水
準
を
そ

の
ま
ま
家
屋
評
価
の
基
準
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
適
当
と
は
言
い
が
た
く
、
固
定
資
産
評

価
基
準
別
表
第
８
、
別
表
第
１
２
及
び
別
表
第
１
２
の
２
に
規
定
す
る
標
準
評
点
数
の
改
正

に
当
た
っ
て
は
、
木
材
及
び
鉄
鋼
に
係
る
資
材
価
格
を
適
正
化
し
た
う
え
で
標
準
評
点
数
を

設
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
課
税
庁
の
評
価
替
え
事
務
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改

正
事
項
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
に
対
し
て
可
能
な
限
り
早
く
情
報
提
供
す
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
今
後
の
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
標
準
評
点
数
の
設
定
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
適
正
な
時
価
の
算
定
に
資
す
る
よ
う
、
更
な
る
適
正
化
に
向
け
た
検
討
を

進
め
ら
れ
た
い
。
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３
評
点

一
点

当
た

り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
の
改
正

（
１
）
評
点
１
点
当
た
り
の
価
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
延
長

す
る
。

（
２
）
物
価
水
準
に
よ
る
補
正
率
に
つ
い
て
、
一
部
の
指
定
市
に
係
る
率
を
見
直
す

。

４
価
額

の
据

置
措

置
等
の
経
過
措
置
の
延
長

２
積
雪

地
域

又
は

寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分
の
改
正

普
通
交
付
税
に
関
す
る

省
令
に
よ
る
「
寒
冷
補
正
（
積
雪
度
）
」
の
級
地
見
直
し

を
踏
ま

え
、

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地

域
の
級
地
の
区
分
（
別
表
第
9の

2
）
に
つ
い
て
、
積
雪
地

域
に
係

る
級

地
の
区
分

を
見
直

す
。

１
再
建
築
費
評
点
補
正
率

等
の
改
正

（
１
）
在
来
分
家
屋
の
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
適
用
す
べ
き
再
建
築
費
評
点
補
正

率
を
定

め
る

。

（
２
）
木
造
家
屋
経
年
減
点
補
正
率
基
準
表
に
つ
い
て
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
。

（
１
）
価
額
の
据
置
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
延
長
す
る
。

（
２
）
不
均
衡
是
正
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
延
長
す
る
。

＜
１
１
月
告
示
＞

令
和

５
年

11
月

1
5日

総
務
省

告
示
第

38
5号

７
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
係
る
評
価
基
準
の
改
正
概
要
②

構
造

調
査

棟
数

変
動
率
の
平
均

（
 
Ｒ
３
基
準
 
→
 
Ｒ
６
基
準
 
）

木
造

家
屋

５
０
７

１
．
１
１
９

非
木

造
家
屋

１
，

５
２
３

１
．
０
７
２

合
計

２
，

０
３
０

－

【
算

出
方

法
】

（
評
価
基
準
第

２
章
第
２

節
四

２
・

第
３
節
四

２
）

再
建
築
費
評
点
数

 ＝
基

準
年

度
の

前
年
度
に

お
け

る
再

建
築

費
評

点
数

×

再
建
築

費
評
点

補
正
率

１
再

建
築

費
評

点
補

正
率

の
設

定

令
和

元
年
７

月
の
物
価

水
準
に
よ
る
工
事
原
価

再
建

築
費

評
点
補
正
率

  
＝

Ｒ
３
基
準

 

○
 Ｒ

３
基
準
で
評
価
さ
れ

た
家

屋
を
全
国

よ
り

2
,0

30
棟
抽

出
し
、
Ｒ
６
基

準
に
置
き
替
え
、
変
動
割
合
を
求
め
た
も
の
。

木
造
：
１

．
１
１

非
木
造

：
１
．
０

７

木
造
：
１

.０
４

非
木
造
：
１

.０
７

Ｒ
６
基
準

※
近
年
の
資
材
価
格
の
急
激
な
変

動
状

況
を
踏

ま
え
、
家

屋
の

適
正

な
時

価
を
求

め
る
観

点
か

ら
、

木
材
及
び
鉄
鋼
に
分
類
さ
れ
る
一

部
の

資
材

価
格

に
つ
い
て
適

正
化

。
（
令

和
５
年

６
月

3
0
日

告
示

済
）

令
和

４
年
７

月
の
物
価

水
準
に
よ
る
工
事
原
価

※

（
１
）

再
建
築
費
評
点
補
正
率
等
の
改
正
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３
評
点

一
点

当
た

り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
の
改
正

（
１
）
評
点
１
点
当
た
り
の
価
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
延
長

す
る
。

（
２
）
物
価
水
準
に
よ
る
補
正
率
に
つ
い
て
、
一
部
の
指
定
市
に
係
る
率
を
見
直
す

。

４
価
額

の
据

置
措

置
等
の
経
過
措
置
の
延
長

２
積
雪

地
域

又
は

寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分
の
改
正

普
通
交
付
税
に
関
す
る

省
令
に
よ
る
「
寒
冷
補
正
（
積
雪
度
）
」
の
級
地
見
直
し

を
踏
ま

え
、

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地

域
の
級
地
の
区
分
（
別
表
第
9の

2
）
に
つ
い
て
、
積
雪
地

域
に
係

る
級

地
の
区
分

を
見
直

す
。

１
再
建
築
費
評
点
補
正
率

等
の
改
正

（
１
）
在
来
分
家
屋
の
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
適
用
す
べ
き
再
建
築
費
評
点
補
正

率
を
定

め
る

。

（
２
）
木
造
家
屋
経
年
減
点
補
正
率
基
準
表
に
つ
い
て
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
。

（
１
）
価
額
の
据
置
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
延
長
す
る
。

（
２
）
不
均
衡
是
正
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
延
長
す
る
。

＜
１
１
月
告
示
＞

令
和

５
年

11
月

1
5日

総
務
省

告
示
第

38
5号

７
令
和
６
年
度
評
価
替
え
に
係
る
評
価
基
準
の
改
正
概
要
②

構
造

調
査

棟
数

変
動
率
の
平
均

（
 
Ｒ
３
基
準
 
→
 
Ｒ
６
基
準
 
）

木
造

家
屋

５
０
７

１
．
１
１
９

非
木

造
家
屋

１
，

５
２
３

１
．
０
７
２

合
計

２
，

０
３
０

－

【
算

出
方

法
】

（
評
価
基
準
第

２
章
第
２

節
四

２
・

第
３
節
四

２
）

再
建
築
費
評
点
数

 ＝
基

準
年

度
の

前
年
度
に

お
け

る
再

建
築

費
評

点
数

×

再
建
築

費
評
点

補
正
率

１
再

建
築

費
評

点
補

正
率

の
設

定

令
和

元
年
７

月
の
物
価

水
準
に
よ
る
工
事
原
価

再
建

築
費

評
点
補
正
率

  
＝

Ｒ
３
基
準

 

○
 Ｒ

３
基
準
で
評
価
さ
れ

た
家

屋
を
全
国

よ
り

2
,0

30
棟
抽

出
し
、
Ｒ
６
基

準
に
置
き
替
え
、
変
動
割
合
を
求
め
た
も
の
。

木
造
：
１

．
１
１

非
木
造

：
１
．
０

７

木
造
：
１

.０
４

非
木
造
：
１

.０
７

Ｒ
６
基
準

※
近
年
の
資
材
価
格
の
急
激
な
変

動
状

況
を
踏

ま
え
、
家

屋
の

適
正

な
時

価
を
求

め
る
観

点
か

ら
、

木
材
及
び
鉄
鋼
に
分
類
さ
れ
る
一

部
の

資
材

価
格

に
つ
い
て
適

正
化

。
（
令

和
５
年

６
月

3
0
日

告
示

済
）

令
和

４
年
７

月
の
物
価

水
準
に
よ
る
工
事
原
価

※

（
１
）

再
建
築
費
評
点
補
正
率
等
の
改
正
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木
造

家
屋

は
、
１
㎡

当
た
り
再
建
築
費

評
点
数

に
応
じ
た
経
年

減
点
補

正
率

が
適

用
さ
れ

る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

再
建

築
費

評
点

補
正

率
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
納

税
義
務

者
に
不
利

益
が

生
じ
な
い
よ
う
、
経

年
減

点
補

正
率
基
準

表
の

評
点

数
別

区
分
を
改
正
し
た
。

別
表

第
９

木
造
家
屋
経
年
減
点
補

正
率

基
準

表
「
１

専
用

住
宅

、
共

同
住
宅

、
寄
宿
舎
及
び
併
用
住
宅
用
建
物
」

（
例
）

＜
例

＞
Ｒ
３
の
１
㎡
当

た
り
評

点
数

1
3
3
,0

0
0点

の
家

屋

Ｒ
６
評
価
替
え
に
よ
り
１
㎡

当
た
り
の

評
点
数

は
13

3
,0

00
点

×
1.

1
1＝

14
7
,6

30
点

評
点
数
別
区
分
を
改
正

し
な
い
と
Ｒ
３
評

価
替

え
で
適

用
さ
れ

て
い
た
「8

6,
32

0点
以
上

13
3,

12
0点

未
満
」の

区
分
が

「
1
3
3
,1

20
点
以
上
」
の
区
分
に
移

動
し
、
納

税
義

務
者
に
不
利

益
と
な
る
。

２
木

造
家

屋
経

年
減

点
補

正
率

基
準

表
の

見
直

し

×
１
．
１
１

再
建
築
費
評
点
補
正
率

（
Ｒ
６
基
準
（
木
造
家
屋
）
）

Ｒ
３
基
準

Ｒ
６
基
準

※
別
表
第
９
「
２

農
家
住
宅
用
建
物
」
～
「
９

附
属
家
」
も
同
様
に
改
正
す
る
。

1
0
.
8
0

1
0
.
8
0

1
0
.
8
0

1
0
.
8
0

…
…

…
…

…
…

…
…

1
5
以
上

0
.
2
0

1
5

0
.
3
5

1
5

0
.
4
3

1
5

0
.
5
1

…
…

…
…

…
…

2
0
以
上

0
.
2
0

2
0

0
.
3
1

2
0

0
.
4
3

…
…

…
…

2
5
以
上

0
.
2
0

2
5

0
.
3
6

…
…

3
5
以
上

0
.
2
0

経
過

年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年

数
経

年
減

点
補

正
率

経
過

年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年

数
経

年
減

点
補

正
率

8
6
,
3
2
0
点

未
満

1
3
3
,
1
2
0
点

未
満

延
べ
床
面
積
1
.
0
㎡
当
た
り
再
建
築
費
評
点
数
別
区
分

5
5
,
1
2
0
点

未
満

5
5
,
1
2
0
点

以
上

8
6
,
3
2
0
点

以
上

1
3
3
,
1
2
0
点

以
上

6
1
,
1
9
0
点

未
満

6
1
,
1
9
0
点

以
上

9
5
,
8
2
0
点

以
上

1
4
7
,
7
7
0
点

以
上

9
5
,
8
2
0
点

未
満

1
4
7
,
7
7
0
点

未
満

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
に
所

在
す
る
家

屋
は

、
他

の
地
域
に

所
在

す
る

家
屋
と
比
較
し
て
積
雪
又
は
寒
冷
の
影
響
に
よ

り
通
常
以
上
の
損
耗
が
生
じ
て
い

る
も
の
と

考
え

ら
れ

る
こ
と
か

ら
、

経
年

減
点
補
正
率
に
乗
じ
る
形
で
減
点
補
正
す
る
。

○
  
木
造
家
屋

  
積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の

級
地
の
区

分
（

別
表

第
９
の
２

）
に

応
じ

て
定
め
ら
れ
た
率
に
よ
り
減
点
補
正

（
補
正
率
＝
▲
5％

～
▲
25
％
）

○
  
非
木
造
家
屋

  
木
造
家
屋
に
係
る
積
雪

寒
冷

補
正
率
が

10
0分

の
18
以

上
の
地

域
に

属
す

る
市
町
村
に
所
在
す
る
非
木
造
家
屋
の
う
ち
、

軽
量
鉄
骨
造
、
れ
ん
が
造

又
は

コ
ン
ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
の

家
屋

に
つ

い
て
減
点
補
正  （

補
正
率
＝
▲
3％

又
は
▲
5％

）

＜
積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
に
所
在
す
る
家
屋
の
評
価
＞

積
雪

地
域

又
は

寒
冷

地
域

の
級
地
の

区
分
（

別
表
第
９

の
２
）

に
つ
い

て
、

積
雪

地
域

の
級

地
の

区
分

を

令
和

５
年

４
月

１
日

現
在

の
も
の
に

改
正
し

た
。

R
６
基
準

経
年
減
点
補
正
率
×

（
１

－
積

雪
又
は
寒

冷
地

域
の

級
地
区
分
に
応
じ
た
率
）

例
）

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域

に
所
在
す

る
木

造
家

屋
に
適
用

す
る

経
年

減
点
補
正
率
の
求
め
方

率
級

地
区

分
積

雪
地
域

の
率

寒
冷
地
域

の
率

１
級

地
１

０
／
１

０
０

５
／
１

０
０

２
級

地
１

５
／
１

０
０

８
／
１

０
０

３
級

地
２

０
／
１

０
０

１
０
／
１

０
０

４
級

地
２

５
／
１

０
０

１
５
／
１

０
０

※
当
該
市
町
村
が
積
雪
地
域
及
び
寒
冷
地
域
に
該
当

す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
率
を
合
計
し
て
得
た
率

を
用
い
る
。

※
上
記
算
式
に
よ
り
求
め
た
経
年
減
点
補
正
率
が
2
0
％

に
満
た
な
い
場
合
は
2
0
％
と
す
る
。

（
２
）

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分
の
改
正
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木
造

家
屋

は
、
１
㎡

当
た
り
再
建
築
費

評
点
数

に
応
じ
た
経
年

減
点
補

正
率

が
適

用
さ
れ

る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

再
建

築
費

評
点

補
正

率
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
納

税
義
務

者
に
不
利

益
が

生
じ
な
い
よ
う
、
経

年
減

点
補

正
率
基
準

表
の

評
点

数
別

区
分
を
改
正
し
た
。

別
表

第
９

木
造
家
屋
経
年
減
点
補

正
率

基
準

表
「
１

専
用

住
宅

、
共

同
住
宅

、
寄
宿
舎
及
び
併
用
住
宅
用
建
物
」

（
例
）

＜
例

＞
Ｒ
３
の
１
㎡
当

た
り
評

点
数

1
3
3
,0

0
0点

の
家

屋

Ｒ
６
評
価
替
え
に
よ
り
１
㎡

当
た
り
の

評
点
数

は
13

3
,0

00
点

×
1.

1
1＝

14
7
,6

30
点

評
点
数
別
区
分
を
改
正

し
な
い
と
Ｒ
３
評

価
替

え
で
適

用
さ
れ

て
い
た
「8

6,
32

0点
以
上

13
3,

12
0点

未
満
」の

区
分
が

「
1
3
3
,1

20
点
以
上
」
の
区
分
に
移

動
し
、
納

税
義

務
者
に
不
利

益
と
な
る
。

２
木

造
家

屋
経

年
減

点
補

正
率

基
準

表
の

見
直

し

×
１
．
１
１

再
建
築
費
評
点
補
正
率

（
Ｒ
６
基
準
（
木
造
家
屋
）
）

Ｒ
３
基
準

Ｒ
６
基
準

※
別
表
第
９
「
２

農
家
住
宅
用
建
物
」
～
「
９

附
属
家
」
も
同
様
に
改
正
す
る
。

1
0
.
8
0

1
0
.
8
0

1
0
.
8
0

1
0
.
8
0

…
…

…
…

…
…

…
…

1
5
以
上

0
.
2
0

1
5

0
.
3
5

1
5

0
.
4
3

1
5

0
.
5
1

…
…

…
…

…
…

2
0
以
上

0
.
2
0

2
0

0
.
3
1

2
0

0
.
4
3

…
…

…
…

2
5
以
上

0
.
2
0

2
5

0
.
3
6

…
…

3
5
以
上

0
.
2
0

経
過

年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年

数
経

年
減

点
補

正
率

経
過

年
数

経
年

減
点

補
正

率
経

過
年

数
経

年
減

点
補

正
率

8
6
,
3
2
0
点

未
満

1
3
3
,
1
2
0
点

未
満

延
べ
床
面
積
1
.
0
㎡
当
た
り
再
建
築
費
評
点
数
別
区
分

5
5
,
1
2
0
点

未
満

5
5
,
1
2
0
点

以
上

8
6
,
3
2
0
点

以
上

1
3
3
,
1
2
0
点

以
上

6
1
,
1
9
0
点

未
満

6
1
,
1
9
0
点

以
上

9
5
,
8
2
0
点

以
上

1
4
7
,
7
7
0
点

以
上

9
5
,
8
2
0
点

未
満

1
4
7
,
7
7
0
点

未
満

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
に
所

在
す
る
家

屋
は

、
他

の
地
域
に

所
在

す
る

家
屋
と
比
較
し
て
積
雪
又
は
寒
冷
の
影
響
に
よ

り
通
常
以
上
の
損
耗
が
生
じ
て
い

る
も
の
と

考
え

ら
れ

る
こ
と
か

ら
、

経
年

減
点
補
正
率
に
乗
じ
る
形
で
減
点
補
正
す
る
。

○
  
木
造
家
屋

  
積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の

級
地
の
区

分
（

別
表

第
９
の
２

）
に

応
じ

て
定
め
ら
れ
た
率
に
よ
り
減
点
補
正

（
補
正
率
＝
▲
5％

～
▲
25
％
）

○
  
非
木
造
家
屋

  
木
造
家
屋
に
係
る
積
雪

寒
冷

補
正
率
が

10
0分

の
18
以

上
の
地

域
に

属
す

る
市
町
村
に
所
在
す
る
非
木
造
家
屋
の
う
ち
、

軽
量
鉄
骨
造
、
れ
ん
が
造

又
は

コ
ン
ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
の

家
屋

に
つ

い
て
減
点
補
正  （

補
正
率
＝
▲
3％

又
は
▲
5％

）

＜
積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
に
所
在
す
る
家
屋
の
評
価
＞

積
雪

地
域

又
は

寒
冷

地
域

の
級
地
の

区
分
（

別
表
第
９

の
２
）

に
つ
い

て
、

積
雪

地
域

の
級

地
の

区
分

を

令
和

５
年

４
月

１
日

現
在

の
も
の
に

改
正
し

た
。

R
６
基
準

経
年
減
点
補
正
率
×

（
１

－
積

雪
又
は
寒

冷
地

域
の

級
地
区
分
に
応
じ
た
率
）

例
）

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域

に
所
在
す

る
木

造
家

屋
に
適
用

す
る

経
年

減
点
補
正
率
の
求
め
方

率
級

地
区

分
積

雪
地
域

の
率

寒
冷
地
域

の
率

１
級

地
１

０
／
１

０
０

５
／
１

０
０

２
級

地
１

５
／
１

０
０

８
／
１

０
０

３
級

地
２

０
／
１

０
０

１
０
／
１

０
０

４
級

地
２

５
／
１

０
０

１
５
／
１

０
０

※
当
該
市
町
村
が
積
雪
地
域
及
び
寒
冷
地
域
に
該
当

す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
率
を
合
計
し
て
得
た
率

を
用
い
る
。

※
上
記
算
式
に
よ
り
求
め
た
経
年
減
点
補
正
率
が
2
0
％

に
満
た
な
い
場
合
は
2
0
％
と
す
る
。

（
２
）

積
雪
地
域
又
は
寒
冷
地
域
の
級
地
の
区
分
の
改
正
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「
評

点
一
点
当
た
り
の
価
額
」を

「
１
円

」×
「物

価
水

準
に
よ
る
補

正
率

」×
「設

計
管
理
費
等
に
よ
る
補
正
率
」を

基
礎
と
し
て
、

市
町

村
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

R
６
基
準

評
点

一
点

当
た

り
の

価
額

に
関
す
る

経
過
措

置
を
令
和

８
年
度

ま
で

延
長

し
た

。

併
せ

て
、

物
価

水
準

に
よ

る
補
正
率

を
改
正

し
た
。

①
物
価
水
準
に
よ
る
補
正
率

工
事
原
価
に
相
当
す
る
費

用
等

に
つ
い
て
、
東
京

都
特
別

区
の
区

域
と
そ
の
他
の
都
市
と
の
物
価
水
準
に
係
る
地
域
的

格
差

を
考
慮
し
て
定
め
て
い
る
も
の

。

木
造

 ：
１

.０
０
、
０

.９
５
、
０

.９
０
の

３
区

分
（
下

表
参

照
）

非
木

造
 ：
一

律
１

.０
０

②
設
計
管
理
費
等
に
よ
る
補

正
率

工
事
原
価
に
含
ま
れ
て
い
な
い
設

計
監

理
費
、
一

般
管
理

費
等
負

担
額
を
考
慮
し
て
定
め
て
い
る
も
の
。

木
造

 ：
１

.０
５

非
木
造

 ：
１

.１
０

＜
評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
＞

指
定

市
率

指
定

市
率

指
定

市
率

指
定

市
率

札
 
幌

 
市

1
.
0
0

特
 
別

 
区

1
.
0
0

大
 
津

 
市

0
.
9
5

高
 
松

 
市

0
.
9
5

青
 
森

 
市

0
.
9
0

横
 
浜

 
市

1
.
0
0

京
 
都

 
市

1
.
0
0

松
 
山

 
市

0
.
9
5

盛
 
岡

 
市

0
.
9
0

新
 
潟

 
市

0
.
9
5

大
 
阪

 
市

1
.
0
0

高
 
知

 
市

0
.
9
5

仙
 
台

 
市

0
.
9
5

富
 
山

 
市

0
.
9
5

神
 
戸

 
市

1
.
0
0

福
 
岡

 
市

1
.
0
0

秋
 
田

 
市

0
.
9
0

金
 
沢

 
市

0
.
9
5

奈
 
良

 
市

0
.
9
5

佐
 
賀

 
市

0
.
9
5

山
 
形

 
市

0
.
9
0

福
 
井

 
市

0
.
9
5

和
歌

山
市

0
.
9
5

長
 
崎

 
市

0
.
9
5

福
 
島

 
市

0
.
9
0

甲
 
府

 
市

0
.
9
5

鳥
 
取

 
市

0
.
9
5

熊
 
本

 
市

0
.
9
5

水
 
戸

 
市

0
.
9
5

長
 
野

 
市

0
.
9
5

松
 
江

 
市

0
.
9
5

大
 
分

 
市

0
.
9
5

宇
都

宮
市

0
.
9
5

岐
 
阜

 
市

0
.
9
5

岡
 
山

 
市

0
.
9
5

宮
 
崎

 
市

0
.
9
5

前
 
橋

 
市

0
.
9
5

静
 
岡

 
市

0
.
9
5

広
 
島

 
市

0
.
9
5

鹿
児

島
市

0
.
9
5

さ
い

た
ま

市
0
.
9
5

名
古

屋
市

1
.
0
0

山
 
口

 
市

0
.
9
5

那
 
覇

 
市

0
.
9
5

千
 
葉

 
市

0
.
9
5

津
　

　
市

0
.
9
5

徳
 
島

 
市

0
.
9
5

（
令

和
３
基

準
年

度
版

）

（
３
）

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
の
改
正

①

物
価

水
準

に
よ

る
補

正
率

に
つ
い
て

、
東
京

都
（
特
別

区
の
区

域
）

と
各

指
定

市
（

道
府

県
庁

所
在

市
）

と
の

工
事

原
価

に
相

当
す
る
費
用

等
の
地

域
的
格
差

を
反
映

す
る

観
点

か
ら

、
専

門
機

関
に

よ
る

各

種
指

標
及

び
有

識
者

の
意

見
を
踏
ま
え

て
検
証

し
た
結
果

、
木
造

家
屋

の
一

部
指

定
市

に
係

る
補

正
率

を

以
下

の
と

お
り

改
正

し
た

。

青
森

市
、

秋
田

市
及

び
山

形
市

(３
団

体
)
に
係
る

補
正
率

を
０
．

９
０

か
ら

０
．

９
５

に
改

正
し

た
。

物
価

水
準

に
よ

る
補

正
率

の
改

正

東
京
都
特
別
区
を
１
.
０
０
と
し
、

１
.０

０
 ：

 ８
市

０
.９

５
 ：

 ３
４
市

０
.９

０
 ：

 
５
市

Ｒ
３
基

準

Ｒ
６
基

準

（
札
幌
、
特
別
区
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
福
岡
）

（
仙
台
、
水
戸
、
宇
都
宮
、
前
橋
、
さ
い
た
ま
、
千
葉
、
新
潟
、
富
山
、
金
沢
、
福
井
、
甲
府
、
長
野
、

岐
阜
、
静
岡
、
津
、
大
津
、
奈
良
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
松
江
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
徳
島
、
高
松
、

松
山
、
高
知
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
那
覇
）

（
青
森
、
盛
岡
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
）

(注
) 
  
盛
岡
市
及
び
福
島
市
に
つ
い
て
は
、
各
種
指
標
に
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
見
ら
れ
、
震
災
の
影
響
を
除
い
た
場
合
の
数
値
を
把
握
す
る
こ
と
が

 
 困

難
な
こ
と
か
ら
、
改
正
を
見
送
る
。

（
３
）

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
の
改
正

②
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「
評

点
一
点
当
た
り
の
価
額
」を

「
１
円

」×
「物

価
水

準
に
よ
る
補

正
率

」×
「設

計
管
理
費
等
に
よ
る
補
正
率
」を

基
礎
と
し
て
、

市
町

村
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

R
６
基
準

評
点

一
点

当
た

り
の

価
額

に
関
す
る

経
過
措

置
を
令
和

８
年
度

ま
で

延
長

し
た

。

併
せ

て
、

物
価

水
準

に
よ

る
補
正
率

を
改
正

し
た
。

①
物
価
水
準
に
よ
る
補
正
率

工
事
原
価
に
相
当
す
る
費

用
等

に
つ
い
て
、
東
京

都
特
別

区
の
区

域
と
そ
の
他
の
都
市
と
の
物
価
水
準
に
係
る
地
域
的

格
差

を
考
慮
し
て
定
め
て
い
る
も
の

。

木
造

 ：
１

.０
０
、
０

.９
５
、
０

.９
０
の

３
区

分
（
下

表
参

照
）

非
木

造
 ：
一

律
１

.０
０

②
設
計
管
理
費
等
に
よ
る
補

正
率

工
事
原
価
に
含
ま
れ
て
い
な
い
設

計
監

理
費
、
一

般
管
理

費
等
負

担
額
を
考
慮
し
て
定
め
て
い
る
も
の
。

木
造

 ：
１

.０
５

非
木
造

 ：
１

.１
０

＜
評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
＞

指
定

市
率

指
定

市
率

指
定

市
率

指
定

市
率

札
 
幌

 
市

1
.
0
0

特
 
別

 
区

1
.
0
0

大
 
津

 
市

0
.
9
5

高
 
松

 
市

0
.
9
5

青
 
森

 
市

0
.
9
0

横
 
浜

 
市

1
.
0
0

京
 
都

 
市

1
.
0
0

松
 
山

 
市

0
.
9
5

盛
 
岡

 
市

0
.
9
0

新
 
潟

 
市

0
.
9
5

大
 
阪

 
市

1
.
0
0

高
 
知

 
市

0
.
9
5

仙
 
台

 
市

0
.
9
5

富
 
山

 
市

0
.
9
5

神
 
戸

 
市

1
.
0
0

福
 
岡

 
市

1
.
0
0

秋
 
田

 
市

0
.
9
0

金
 
沢

 
市

0
.
9
5

奈
 
良

 
市

0
.
9
5

佐
 
賀

 
市

0
.
9
5

山
 
形

 
市

0
.
9
0

福
 
井

 
市

0
.
9
5

和
歌

山
市

0
.
9
5

長
 
崎

 
市

0
.
9
5

福
 
島

 
市

0
.
9
0

甲
 
府

 
市

0
.
9
5

鳥
 
取

 
市

0
.
9
5

熊
 
本

 
市

0
.
9
5

水
 
戸

 
市

0
.
9
5

長
 
野

 
市

0
.
9
5

松
 
江

 
市

0
.
9
5

大
 
分

 
市

0
.
9
5

宇
都

宮
市

0
.
9
5

岐
 
阜

 
市

0
.
9
5

岡
 
山

 
市

0
.
9
5

宮
 
崎

 
市

0
.
9
5

前
 
橋

 
市

0
.
9
5

静
 
岡

 
市

0
.
9
5

広
 
島

 
市

0
.
9
5

鹿
児

島
市

0
.
9
5

さ
い

た
ま

市
0
.
9
5

名
古

屋
市

1
.
0
0

山
 
口

 
市

0
.
9
5

那
 
覇

 
市

0
.
9
5

千
 
葉

 
市

0
.
9
5

津
　

　
市

0
.
9
5

徳
 
島

 
市

0
.
9
5

（
令

和
３
基

準
年

度
版

）

（
３
）

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
の
改
正

①

物
価

水
準

に
よ

る
補

正
率

に
つ
い
て

、
東
京

都
（
特
別

区
の
区

域
）

と
各

指
定

市
（

道
府

県
庁

所
在

市
）

と
の

工
事

原
価

に
相

当
す
る
費
用

等
の
地

域
的
格
差

を
反
映

す
る

観
点

か
ら

、
専

門
機

関
に

よ
る

各

種
指

標
及

び
有

識
者

の
意

見
を
踏
ま
え

て
検
証

し
た
結
果

、
木
造

家
屋

の
一

部
指

定
市

に
係

る
補

正
率

を

以
下

の
と

お
り

改
正

し
た

。

青
森

市
、

秋
田

市
及

び
山

形
市

(３
団

体
)
に
係
る

補
正
率

を
０
．

９
０

か
ら

０
．

９
５

に
改

正
し

た
。

物
価

水
準

に
よ

る
補

正
率

の
改

正

東
京
都
特
別
区
を
１
.
０
０
と
し
、

１
.０

０
 ：

 ８
市

０
.９

５
 ：

 ３
４
市

０
.９

０
 ：

 
５
市

Ｒ
３
基

準

Ｒ
６
基

準

（
札
幌
、
特
別
区
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、
福
岡
）

（
仙
台
、
水
戸
、
宇
都
宮
、
前
橋
、
さ
い
た
ま
、
千
葉
、
新
潟
、
富
山
、
金
沢
、
福
井
、
甲
府
、
長
野
、

岐
阜
、
静
岡
、
津
、
大
津
、
奈
良
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
松
江
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
徳
島
、
高
松
、

松
山
、
高
知
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
那
覇
）

（
青
森
、
盛
岡
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
）

(注
) 
  
盛
岡
市
及
び
福
島
市
に
つ
い
て
は
、
各
種
指
標
に
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
見
ら
れ
、
震
災
の
影
響
を
除
い
た
場
合
の
数
値
を
把
握
す
る
こ
と
が

 
 困

難
な
こ
と
か
ら
、
改
正
を
見

送
る
。

（
３
）

評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
に
関
す
る
経
過
措
置
の
改
正

②
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在
来

分
家

屋
に

係
る
価
額

の
据
置
措

置
及
び

不
均
衡
是

正
措
置

に
関

す
る

経
過

措
置

を
令

和
８

年
度

ま
で

延
長

し
た

。

１
価

額
の

据
置

措
置

２
不

均
衡

是
正

措
置

価
額
の
据
置
措
置
に
よ
っ
て
評

価
額
を
求

め
る
こ
と
が
、
市
町

村
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る

又
は
極
め
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ

る
場

合
は
、
家

屋
相

互
間

の
評
価
額

と
の

均
衡
を
考
慮
し
、
価
額
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
適
用
例
】

評
価
水
準
が
低
か
っ
た
昭
和

3
8
年
度
以
前
に
建
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、
評
価
水
準
の
低
い
評
価
額
を
そ
の
ま
ま

据
え
置
く
こ
と
が
、
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
市
町
村
長
が
判
断
し
た
場
合
。

R
６
基
準

基
準
年
度
に
お
い
て
は

評
価
替

え
に
よ
る

評
価

額
(※

１
)が

、

第
二
及
び
第
三
年
度
に
お

い
て
は

損
壊
等
に

よ
る

再
評

価
額

(
※
１
)が

、
前
年
度
の
決
定
価

格
を

上
回
る
場

合
、

前
年

度
の

決
定
価
格
に
据
え
置
く

（
※
２
）
。

※
１

理
論
評
価
額
と
い
う
。

※
２

た
だ
し
、
改
築
等
が
な
さ
れ

た
場
合
は
据
え
置
か
ず
、
再
評
価
し
た
額

。

理
論

評
価

額
＞
前
年
度

決
定
価
格

→
前

年
度
決
定
価
格
に
据
え
置
く

（
４
）

価
額
の
据
置
措
置
等
の
経
過
措
置
の
延
長

－276－




